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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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　昔むかし懐なつかしい夢を見ていたら、まるで停止ボタンが押されたかのように突とつ然ぜんその映像がぶつりと途と切ぎれた。

　鉄てつ平ぺいが夢に見ていたのは、高校生だったときの記き憶おくだ。あの頃ころ、鉄平は母と二人暮らししていた安アパートの隣となり部屋に住んでいた大学生に恋こいをしていた。

　彼は見上げるほどに大きくて、スポーツで鍛きたえ上げられた体をしていた。黙だまっていると怖こわがられてしまうほどの強面こわもてだったけれど、鉄平にはとても優やさしい人だった。

　勉強なんて大だい嫌きらいだったのに、彼が教えてくれるというから一いつ生しよう懸けん命めい勉強し、中退しかけていた高校にも休まず通って卒業した。好きな人に褒ほめてもらいたい、その一心で。

　彼はいま、どうしているだろう。変わらず、元気にしているだろうか。ふわふわとした気分で懐なつかしさに浸ひたっていた鉄平は、不意に込み上げてきた吐はき気けに眉まゆ根ねを寄せた。

（……何か気持ち悪い……）

　うとうととした心地ここちよさは消え去り、気怠さと不快感が全身を支配する。うっすらと目を開け、何度か瞬またたくと、薄うす汚よごれたワゴン車の内装が視界に入ってきた。

　どうやら自分は車の後部座席に寝ねかされているらしい。

　気分が悪かったのは、アルコール漬づけになった体を乱暴な運転で揺ゆすられたせいのようだ。

　頰ほおが当たっているシートの感かん触しよくが不快で寝ね返がえりを打ちたかったけれど、手足が鉛なまりのように重く、思うように動かない。

　どうしてこんな状じよう況きようになっているのか、ぼやけた頭では思い出すことは難しかった。

　何度か目を瞬きつつ、現状を確かく認にんしようと車内に視線を巡めぐらせると、前方の助手席に見知らぬ男が座っていた。

　あれは誰だれだっただろうかと思考を巡らせ、今日のできごとを順を追って思い返していく。

　昼に単発の交通量調査のアルバイトをして臨時収入を得たあと、夕方、勤め先のホストクラブに出勤した鉄平は、店長から申し訳なさそうにクビを切り出された。

　店長曰いわく、『柏かしわ原ばらくんは容姿も申し分ないし、仕事熱心で真ま面じ目めなところはいいんだけど、こういう仕事には向いてないと思うんだよね』とのことだった。

　仕事をサボったことも遅ち刻こくしたこともないけれど、クビになる心当たりがなくはない。鉄平は子供の頃からトラブル体質で、日常的に困ったことが起こる。

　覚えている限りでは、幼よう稚ち園えんの遠足で先生に忘れられてバスに置いていかれたことが一番古い記憶だろうか。

　小学校の入学式ではステージから落ちて骨折し、中学校では強風で倒たおれてきたゴールポストの下した敷じきになり、道に迷ったおばあさんを案内して高校受験の入試に遅刻したこともある。

　電車の中で足を踏ふまれることは珍めずらしくないし、飛んできたボールや空から落ちてきた鳥の糞ふんが直ちよく撃げきしたことは数え切れないほどだ。

　いちいち気にしていたら外を歩くこともできないため、お陰かげでずいぶん打たれ強くはなったけれど、それが自分にとってよかったことなのかどうかはわからない。

（店でも色々あったしなあ……）

　勤めていた半月ほどの間にも、いくつも面めん倒どうを起こしてしまった。店長にしてみれば、疫やく病びよう神がみのような存在だっただろう。

　空気を読まずにナンバーワンの客同士の席を隣にしてしまったことで、摑つかみ合いのケンカに発展してしまったり、すれ違ちがった同どう僚りようにぶつかり、バランスを崩くずしてシャンパンタワーをひっくり返してしまったり。

　それでも皆みな、面めん倒どう見みよく見守っていてくれていたのだが、そのせいで同性しかいない職場で色いろ恋こい沙ざ汰たに巻き込まれた。

　とくに鉄平の世話を焼き、あれこれと尻しり拭ぬぐいをしてくれていた先せん輩ぱいがいたのだが、周囲には内ない緒しよで同僚とつき合っていたらしく、その恋こい人びとに嫉しつ妬とされてしまった。

　ケンカをふっかけられた理由がわからず困こん惑わくしてたところに、先輩が間に入ってくれたまではよかったのだが、そのまま二人の痴ち話わゲンカに発展してしまった。

　つまり、鉄平は知らずに当て馬になってしまっていたわけだ。

　結果的に職場恋れん愛あいが発覚し、そして、その一部始終を客に見られてしまうというホストクラブとしては一大事に至った。

（まあ、接客態度にも問題がなかったわけじゃないし、そっちのほうが問題だったのかも……）

　母子家庭で金銭的に苦労して育った鉄平は、金を浪ろう費ひするということに抵てい抗こうがある。

　だから、客が羽は振ぶりよく高いボトルを入れようとすると、思わず『もったいないから、もっと安いものにしたほうがいい』と諫めてしまうのだ。

　熱心に通う客がいれば懐ふところ具ぐ合あいを心配し、ついでに人生相談にも乗ってしまう。鉄平の生おい立ちや過去の失敗談を話すと皆、どんなに落ち込んでいても、前向きになってくれるのだ。

　鉄平と話をしたあと、人生をやり直す自信がついたと晴れやかな顔で告げて、それきりホストクラブに来なくなる人もいた。

　そんな生き真面目なところを気に入ってくれている客もいたけれど、金を使わせないホストは店としては営業妨ぼう害がい以外の何物でもない。

　何も考えずに楽しい時間を過ごしに来ているはずのホストクラブで、世せ知ち辛がらい話ばかりしていれば煙けむたがられて当然だ。

　最後に渡わたされた給金には手切れ金の意味もあったようで、少し色がつけてあった。

　店から提供されていたアパートも出て行かなくてはならないが、来週まで猶ゆう予よしてくれると云いってもらえたから、それまでに新しい仕事と住まいを見つければいい。

　また仕事をクビになってしまったことに落ち込みはしたけれど、沈しずんでいてもどうにもならないことは自分でもよくわかっている。

　ホストクラブをあとにした鉄平は、その足で求人雑誌を買いに近くのコンビニエンスストアへと向かったのだ。

（そうだ……コンビニの前で声かけられたんだっけ……）

　求人情報誌を手に外に出たところで、いま助手席に座っている男に『役者やタレントに興味ない？』と話しかけられた。

　芸能関係者にスカウトされたのは初めてのことではない。ホストが務まる程度には、見み栄ばえのする容姿をしていることは自覚している。

　小さい頃は、大人たちから口々に可愛かわいいと褒めそやされたものだ。

　唯ゆい一いつの家族であるいまは亡なき母にも、鉄平の取り柄えは顔だけなんだから、何があっても大事にしなさい、転ぶときはまず顔を庇かばいなさいと云い聞かせられていた。

　普ふ通つうなら怒いかりを覚える発言かもしれないけれど、ろくに勉強もできず要領も悪い鉄平にとって、母の言葉は真理だった。

　この数年、愛あい嬌きようだけで乗り切ってきたと云っても過言ではない。しかし、鉄平に芸能界が向いているかどうかは別問題だ。

　人前に立つのは得意ではないし、頭の回り方がいいほうではない。台詞せりふが覚えられるとは思えないし、演技などできるわけがない。気の利きいたトークなど、空気の読めない自分にはハードルが高すぎる。

　冷やかしの可能性も考え、いつもと同じように断ったのだが、男は話を聞くだけでもとしつこく頼たのみ込んできた。どんなにしつこいキャッチでも、あそこまで食い下がってこないだろう。

（断りきれなかったんだよなぁ）

　彼の熱心さに免めんじて、話だけならと折れてしまった。本音を云うと、食事を奢おごるという言葉も鉄平の背中を押したことも否いなめない。店で何か食べられると思っていたため、朝から何も食べておらず空腹だったのだ。

　鈴すず木きと名乗った男の馴な染じみの店とやらに連れて行かれ、お腹なかいっぱい食べさせてもらった。

　食事以上にたくさん出されたのはアルコールだ。ビールから始まり、日本酒や焼しよう酎ちゆう、店長のお薦すすめというカクテルなど、もうすでに何杯ばい飲んだか正確には思い出せない。

　途と中ちゆうから鈴木の知り合いという男も同席し（田た中なかと云っていた気がする）、帰ろうとすると、もう少しだけでいいからと引き留められた。

　元々、そこまでアルコールに強い体質ではない。ホストクラブでは、酒しゆ豪ごうの客が来ると、真っ先に酔よい潰つぶれてしまうこともしばしばあった。

　綺き麗れいなスカイブルーの甘苦いカクテルを口にしたところまでは覚えている。その後の記憶が途と切ぎれているということは、そこでダウンしてしまったのだろう。

　芸能活動に関しては、はっきりと記き憶おくしていない。多分、鈴木の話が全体的にぼんやりとした曖あい昧まいな内容だったからだろう。まずはイメージビデオのようなものを撮とり、あちこちに売り込んでいきたいと云っていたような気がする。

　今夜のできごとを思い返していると、車は乱暴に角を曲がり、急停車した。その反動で横を向いていた体が俯うつぶせに転がり、座席からずり落ちそうになる。

「おい、お前んち着いたぞ。……って、聞こえるわけないよな」

　鈴木の声は聞こえているけれど、途切れ途切れの意識では、返事をすることもままならないため、まだ眠ねむっていると思われているようだ。

（今日が初対面なのに、わざわざ家まで送ってくれるなんて親切な人たちだなぁ）

　彼らがいなければ、繁はん華か街がいのゴミ捨て場で目を覚ます羽目になっていたかもしれない。

　それにしても、今日の酔い方は普ふ段だんと違う。眠くなるのはいつものことだけれど、こんなにも手足が重く、体の自由が利かないことは初めてだ。

「こいつを下ろして部屋まで運ぶぞ」

「機材はどうする？」

「もう一回取りにくるしかないだろ。女ならともかく、一人でこいつを運ぶのは無理だ。どう見たって、階段しかないからな」

「ホストだったら、エレベーターつきのマンションに住んでろよな」

「借金でそれどころじゃないんだろ。いいからさっさとやろうぜ」

　運転していたのは、店であとから合流し、田中と名乗っていた男だったらしい。どうやら、二人で鉄平を家まで送ってきてくれたようだ。

（あれ？　でも何で、俺ん家知ってんだろう……）

　彼らに住所を教えた覚えはないし、財さい布ふの中も身分を証明するものは入っていない。その上、滅めつ多たなことでは人には話さない借金のことまで知っている。

　もしかして、酔った勢いで口にしてしまったのだろうか。不思議に思いつつも、思考も散さん漫まんになっていて考えはまとまらなかった。

　そうこうしている間に、後部座席から引っ張り出され、両りよう脇わきを抱かかえられる形でアパートの階段を上らされた。

　二人は迷いなく鉄平の部屋の前まで行き、ドアノブをガチャガチャと回す。

「ちっ、こんなボロアパートに空き巣なんて入らねぇんだから、鍵かぎなんかかけるなっつーの。おい、部屋の鍵探せ。お前はそっちのポケット見てみろ」

　部屋の鍵を探して、ポケットの中に手を突つっ込んでくる。ジーンズの硬かたい布地に阻はばまれ、思うように見つけることができないようだ。

　尻しりポケットを探さぐられる不快な感かん触しよくに、鉄平は眉まゆ根ねを寄せる。しかし、それを拒こばむために身み動じろぐこともいまはできなかった。

「早くしろよ。人に見られたら面めん倒どうなことになるんだからな」

「いま探してるって。そっちにねーのかよ」

「ないから云ってるんだろうが」

「こっちにだって……お、あった」

　ようやく取り出した鍵で、男たちは鉄平の部屋を開ける。そして、靴くつを放ほうり投げるように脱ぬいで、安やす普ぶ請しんのワンルームに上がり込んだ。

「何にもねー部屋だな」

「布ふ団とんだけありゃ問題ねえだろ。よっこらせ……っと。手間かけさせやがって」

　敷しきっぱなしの布団に、無造作に転がされた。

　履はいていたスニーカーは乱暴に脱がされ、玄げん関かんに放り投げられたようだ。ろくに掃そう除じ機きもかけていない部屋でも、土足でいるのは抵抗があるためありがたかった。

　窮きゆう屈くつに感じていたウエストも緩ゆるめてくれ、不快感が軽減する。アルコールが全身を巡めぐっているせいか、体中が熱くて堪たまらない。

　初対面の自分をわざわざ自宅まで送り届けてくれたことに、夢ゆめ現うつつの意識で感謝をしていた鉄平だったけれど、続けられた鈴木の言葉にまた疑問が湧わいてきた。

「休きゆう憩けいしてる暇ひまねーぞ。さっさと機材取ってこい」

「いちいち云われなくたってわかってるよ」

　ドアが閉まったあと、廊ろう下かを遠離っていった足音は、しばらくしてまたこちらに近づいてきた。ガチャガチャと硬いもの同士がぶつかる音と共に、田中が部屋に戻もどってきた。

（そういや、機材って何だ……？）

　重たい目ま蓋ぶたを無む理り矢や理り持ち上げると、カメラの三さん脚きやくのようなものが置いてあった。視線だけ動かして辺りを見回すと、田中がハンディカメラを操作している。

　そのどちらも鉄平の部屋にはなかったものだ。つまり、彼らがいま持ち込んだものだということだ。何をしているのかわからないが、忙せわしなく動き回っている。

「テストするからそこに屈かがんで」

「げ、また俺がやんのかよ」

「文句云うなよ。たっかいギャラもらってんだから。交代してやってもいいけど、ギャラの配分も逆にするからな」

「ちょっ、嫌いやだとは云ってねーだろ！　今日のギャラあてにしてんだから減らされたら困るんだよ！」

「だったら、大人しく仕事しろ」

　彼らの会話と手にしているアイテムに、少しずつ状じよう況きようが飲み込めてきた。

（……そういうことか……）

　彼らは鉄平を『モデル』に、表では流せないような映像を撮る気でいるのだろう。いくら頭のよくない鉄平でも、そのくらいの想像はつく。イメージビデオをあちこちに売り込みたいと云いっていたのは、あながち出任せでもなかったというわけだ。

　水商売をしていれば嫌でもその手の話を耳にするし、他店のホストの中には貢みつがせている女の子に違い法ほうすれすれのことをやらせて、それを武勇伝として吹ふい聴ちようする質たちの悪い男もいた。

　鈴木たちは最初に声をかけてきたときから、鉄平をハメるつもりだったに違ちがいない。

　のこのことついていった鉄平に好きなだけ食事をさせ、酒を浴びるほど飲ませたのも、酔い潰して思いどおりに扱あつかうためだったのだ。

（知らない人についていくなって、云われてたのになあ……）

　昔、隣となりに住んでいた人に何度も云い聞かせられた。母子家庭で育ち、生活費を稼かせぐためにほとんど家にいない母の代わりに色々と教えてくれたのはその人だ。

　学校の勉強だけでなく、一般常識や処世術なども彼から学んだ。

　そんな恩人とも云える人からの忠告を忘れていたのは、自分はもう大人だという油断があったからだろう。

　男である自分に貞てい操そうの危機が訪おとずれる日が来るとは思いもよらず、警けい戒かいが足りなかった。自らの愚おろかさにいまさら気がついたけれど、すでにまともに抵てい抗こうできる状態ではない。

　起き上がりたいのに、まるで金かな縛しばりにあったように体が動かない。目蓋だけは何とか持ち上がるけれど、磁石のようにすぐに上下がくっついてしまう。

「てか、よく見たら、可愛かわいい顔してんな。前みたいに汚きたないおっさんじゃねーし、こいつならヤれなくもないかも」

「おい、マジかよ」

　真しん剣けん味みを帯びた田中の発言に、鈴木が呆あきれたように笑う。

「よく見てみろよ。肌はだだってつるつるだし、睫まつ毛げ長くて顔も女みてーじゃん。下脱がせなきゃ、胸のない女みたいなもんだろ」

「まあ、たしかにな。もうちっとタッパあったら、本気でモデルにスカウトされてそうだよな」

「だろ？　これで二十三っていうんだから信じらんねえよな。そのお陰で、リクエストどおりの画が撮れんだけどさ」

「どうせなら客捕つかまえておいて、そいつとヤッてるとこ撮りゃよかったかな」

　鈴木の不ふ穏おんな発言に肝きもが冷える。いかがわしい映像を撮られるだけでも耐たえ難がたいのに、見知らぬ男の相手をさせられるなんて以もつての外だ。

「いまさらそんなこと云っても仕方ねえだろ。さっさとやって、さっさと終わらせようぜ」

「とっととぶちこみたいの間ま違ちがいだろ。とにかく、早く着き替がえさせようぜ。客のリクエストは『男子高校生風』なんだからさ」

　聞こえてくる下げ卑びた笑いに怒いかりが込み上げてくる。彼らに憤いきどおっているだけでなく、愚かな自分に対しても腹が立つ。

　どうすればこの状況を抜ぬけ出せるのだろうかと、上手うまく働かない頭で考えていたら、ガサガサとビニール袋ぶくろの音が聞こえてきた。

　何かと思うよりも先に、布団の上に避ひ妊にん具ぐの箱やローション、生々しい形と派手な色をした、いわゆる大人のオモチャがぼとぼとと落ちてくる。

　プラスチックの手て錠じようやロープは、体を拘こう束そくするためのものだろう。それらを自分に使うつもりなのだと気づき、本能的な恐きよう怖ふが込み上げてきた。

　頭の中に広がる靄もやはまだ晴れないけれど、いますぐ逃にげなければという危険信号は激しく鳴り響ひびいている。

　その本能へと訴うつたえる危機感が、鉄平の体を動かした。

　拒きよ絶ぜつの意思を示すため、渾こん身しんの力を振ふり絞しぼって言葉を発し、服を脱がそうとしてくる二人の手から逃のがれようと身を捩よじる。

「やめ、ろ、さわんな……っ」

「お、気がついたみたいだな」

「もう少し寝ねてるかと思ったけど、意外と早く切れたな。薬、追加しとくか？」

「どうせまともに抵抗できないんだ。少しくらい嫌がってくれたほうがいい画撮とれるだろ。手に負えなそうになったら腕うで縛しばっときゃ問題ないって」

「それもそうだな」

「縛っ───いや、だ…はなせ……っ」

　鉄平のささやかな抵抗などものともせず、着ていた服は簡単に剝はぎ取られ、あっという間に下着姿にされた。拒絶の言葉すら、呂ろ律れつが回らず明確に紡つむげない。

「抵抗なんかしたって無む駄だなんだから、大人しくしとけ。そのほうがお前も楽だぞ」

「誰だれが……ッ」

「撮られながらするのが好きなやつもいるし、意外とハマるかもしれねーぞ」

　田中は下品な笑えみを浮うかべながら、性せい欲よくの籠こもった眼まな差ざしで鉄平の体を舐なめ回すように眺ながめてくる。同性の視線に、こんなにも嫌けん悪お感かんを覚えるのは初めてのことだった。

　素面しらふなら怒りを感じるだけのことだっただろう。しかし、体の自由がきかないいま、過去に身に覚えのないほどの恐怖が拭ぬぐえない。

　着ていたＴシャツとジーンズの代わりに身につけさせられたのは、薄うすっぺらい学生服のようなものだった。

「お前ら、何、する気だよ……」

「何って衣装だよ。今回は『悪いことをして捕まった高校生がお仕置きされる』って設定だからな」

「ふざけんな…！」

「ふざけてるわけじゃねーよ。お客様のリクエストに真しん摯しに応こたえてるだけの話だ」

　鉄平の体を包んでいるのは、紺こん色いろのブレザーに、ストライプのネクタイ。一見したら、どこかの私立校の生徒のようだ。

　焦しよう点てんの合わない状態で、カメラのフラッシュを連続で焚たかれ、目が眩くらむ。

「……ッ」

「いまのはパッケージ用な。じゃあ、やるぞ」

「や…め……」

「ここまでお膳ぜん立だてしてやめられるわけねーだろ。お前は売られたんだよ。恨うらむなら、金借りてとんずらしたお友達を恨むんだな」

「！」

　彼らが鉄平の住所や借金のことを知っていたのは、金を取り立てている金きん融ゆう業者に教えられたからのようだ。

　ヤミ金業者の事務所で、逃とう亡ぼうしないための保険として顔写真を撮られたことがあったけれど、あれを『客』とやらに見せているのかもしれない。

「金は返してるだろ…！」

「そんなんじゃ足んねーってことだよ。お前だって、まとめて返せりゃ気が楽だろ？　まあ、これの売り上げが丸々お前のモンになるわけじゃないけどな」

「誰が…っ、お前らの好きにさせるか……！」

　喋しやべっているうちに、少しずつ体が動くようになってきた。

「おい、やっぱり腕縛れ」

「だから、もっと飲ませとけっつったのに」

「うるせえな、こんなに早く切れるとは思ってなかったんだよ！」

　俯うつぶせに転がされ、用意されていたロープで後ろ手に手首を縛しばり上げられる。

「離はなせ…っ、触さわるなって云ってんだろ!?」

「大人しくしろ！」

　暴れれば暴れるほど、皮ひ膚ふに食い込み、痛みが増す。それでも拘束を解こうと身み悶もだえる鉄平の体を再び仰あお向むけにし、田中が上から押さえつけた。

「さてと、始めるか。絶対に俺の顔は映すなよ」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、映ってたらあとでモザイクかけといてやるから」

「お前ら……自分たちが何してるのかわかってるのか…？」

「間違いなく違い法ほう行こう為いだな。けど、警察に行って何て云うんだ？　男にヤられてビデオ撮られましたなんて恥はずかしいこと、窓口で云えるもんなら云ってみな」

「……ッ」

「無駄な抵てい抗こうはやめといたほうが身のためだぞ。せっかくだ、お前も楽しめよ」

「離せ…っ、何す───」

　着せられたばかりの制服のワイシャツを勢いよく開かれ、ぶちぶちと音を立ててボタンが飛んでいった。

「男は初めてか？　男好きしそうな顔してるし、高値で売れそうだな」

「さわ…るな……っ」

　生温かい手の平が皮膚の上を這はう感かん触しよくに鳥とり肌はだが立つ。嫌悪感と怒りに震ふるえながらも、触ふれてくる手を拒こばめない自分がもどかしい。

　腕うでを縛られている上に、跨またがられた腰こしに全体重をかけられていて、文字通り手も足も出なかった。隙すきを見て、反はん撃げきのチャンスを探すしかない。

（早くどうにかしないと）

　不快感を押し殺し、腕の拘束を解くことに集中しようとしたそのとき、部屋のインターホンのチャイムが鳴り響いた。

「誰だよ、こんなときに。あとで編集すんの面めん倒どうになったじゃねーか」

　水を差されたことに、田中は忌いま々いましげに舌打ちをする。

「無視しろよ。おい、こいつの口くち塞ふさいどけ。助けでも呼ばれたら余計に面倒になるからな」

「わかってるよ」

「むぐ…っ、んんーっ、んーっ！」

　口に手の平を押しつけられ、息苦しさに呻うめく。

「静かにしろって。まさか、よその借金取りじゃねーだろうな」

「ありえるな。こいつ、相当騙だまされやすそうだし」

　鈴木たちは声を潜ひそめながら、部屋の前にいる来客が去るのを待つ。それでもしつこくチャイムが鳴り続け、やがてその客はドアを拳こぶしで叩たたき始めた。

　それでもドアが開かれないことに苛いら立だったのか、今度は大声で呼びかけてくる。

「おい、いるんだろ？　鉄平！」

「ちっ、知り合いかよ。おい、絶対ドア開けんなよ」

「あ、やべ、鍵かぎかけてねーや」

　田中が零こぼした呟つぶやきに、鈴木の怒ど声せいが飛んだ。

「ああ!?　このボケが！　仕方ねぇなあ、追い払はらってくるか。お前、こいつの口しっかり塞ふさいでおけよ」

　鈴木はハンディカメラを床ゆかに置き、億おつ劫くうそうに立ち上がると、部屋の中の様子が見えないように台所との境の磨すりガラスの引き戸を閉めた。

「うるせえなあ！　こんな時間に何の用だよ」

　ドアを開ける音と共に、鈴木の怒声が聞こえてくる。自分を訪ねてきたのが誰なのか確かく認にんしようとしたけれど、磨りガラス越ごしのシルエットだけではまったくわからなかった。

「柏原鉄平に話がある」

「出直してくるんだな。いま、取り込んでて忙いそがしいんだよ」

「お前はどういう関係だ？　見たところ、鉄平の友人には見えないが」

「お友達だよ。いま、いいところなんだから邪じや魔ますんな」

「どういう意味だ？」

「そのくらい、察してくれよ。つーことで、それじゃあ……って、おい、その手をどけろ！　ドア閉まんねえだろ！」

「閉まらないようにしてるんだ。話があるのはお前じゃない。鉄平、いるんだろ？　話があるから出てこい」

　聞き覚えがある男性の声だが、頭が朦もう朧ろうとしているため、それが誰なのかはわからなかった。けれど、自分をわざわざ訪たずねてきているのだから、赤の他人ではないはずだ。

　鉄平は一いち縷るの望みをかけ、残った力を振ふり絞しぼって、口を押さえていた手に嚙かみついた。

「いっ…てー！」

「助けて…っ」

　痛みに怯ひるんだ田中の手を引き剝がし、残る力を振り絞って訴うつたえる。このチャンスを逃のがしたら、もうあとはない。

　こんなみっともない姿を知り合いに見られるのは恥ずかしい。けれど、このまま大人しくしていたら、それ以上に取り返しのつかないことになってしまう。

　期待したほどの声量は出なかったけれど、鉄平の訴えは外にいる男へと届いたようだった。

「鉄平!?」

「ちょっ、何勝手に入ってんだよ！」

「不法侵しん入にゆうはお前ら───何してんだてめえ！」

「ちょっ、待っ、ぐあ…っ」

　危機を察して踏ふみ込んできた男は、鉄平に跨がっていた田中の襟えり首くびを摑つかんで無む理り矢や理り立たせ、力いっぱい殴なぐり飛ばした。

（もしかして……いや、でも、そんなまさか……）

　自分を訪ねてきたこの男の正体に、ある人のことが思い浮うかんだけれど、鉄平は自らそれを否定した。彼が鉄平を訪ねてくるはずはない。

　彼にはもう五年以上会っていないし、たかが、隣となりに住んでいただけの鉄平をわざわざ訪ねてくる理由がない。

　しかし、鉄平にケンカの仕方を教えてくれた身のこなしや、背格好はそっくりだ。顔を確認しようと目を凝こらすけれど、なかなかこちらを向いてくれなかった。

　田中が伸のびたことを確認すると、今度は背後を振り返り、啞あ然ぜんと立ち尽つくしていた鈴木の頰ほおに拳を叩き込む。

「い……ッ、何すんだ───あああっ、何すんだよ!?」

　男は床に置いてあったハンディカメラからメモリーカードを抜ぬくと、ポケットの中に押し込んだ。

「てめえ、何してんだよ!?　その中にどんだけデータが入ってると思って───ぐあああっ」

「自分の立場を考えて発言するんだな」

　メモリーカードを奪うばい返そうとする鈴木を逆に締しめ上げ、ポケットから財さい布ふを抜いた。

「犯罪を犯おかしてるときに身分証持ち歩くって詰つめが甘くないか？」

「返せ…ッ」

「って云いって返してもらえないことくらいわかってんだろ？　海うみ野の泰やす夫お、誕生日が先月ってことは三十八歳か。もうすぐ四十になるっていうのに、下らないことしてんなよ」

　男は財布の中にあった免めん許きよ証しようを読み上げる。さっきは鈴木と名乗っていたけれど、それは偽ぎ名めいだったようだ。きっと、田中と名乗ったほうも本名は違ちがうのだろう。

「な、何なんだよ、あんた！　何が目的なんだ!?」

「俺はこういうものだ」

　男はスーツの襟えりについたバッジのようなものを二人に見せつけた。すると、鈴木の態度が一変した。

「おい、こいつどっかの組のやつだぞ!?」

「マジかよ!?　そんな話聞いてねーよ！　お前、どんだけやばいとこから金借りてんだ!?」

「はあ？」

　二人の反応に、男は怪け訝げんな声を出す。

「くそっ、面倒ごとはごめんだからな！」

　鈴木、もとい海野と自じ称しよう田中は、捨て台詞ぜりふと持参した機材一式やアダルトグッズを残し、鉄平の部屋から逃にげ去った。

　廊ろう下かを走る足音のあと、車が急発進するエンジン音が聞こえ、勢いよく遠離とおざかっていく。

「おーい、免許証、忘れてるぞ……って、まあいいか」

　男は玄げん関かんのドアに鍵をかけ、革かわ靴ぐつを脱ぬぐと、鉄平の下へ歩み寄ってきた。いざ顔が見られる状じよう況きようになると、今度は勇気が出ない。

　部屋の中に戻もどってきた男は、視線を泳がせている鉄平の脇わきに屈かがみ、腕を縛しばっていたロープを解いてくれた。そして、上半身を起こすのを手伝ってくれる。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「と…徹とおるさん……？」

「そうだよ。他ほかの誰だれに見えるっていうんだ？」

　心配そうな様子で鉄平の顔を覗のぞき込んできたのは、昔、隣に住んでいた初はつ恋こいの人───忍おし成なり徹だった。

　真正面からその顔を見ているいまでも、信じられない。夢でさえなかなか会うことができないでいたのに、自分の目の前に徹がいるなんて噓うそのようだ。

　徹はそんな鉄平の動どう揺ように気づくことなく、海野たちの反応を思い返してぼやいている。

「しかし、失礼なやつらだな。俺のどこが暴力団の構成員に見えるんだ。弁護士バッジくらい見分けろよな」

　海野たちは、スーツの襟についていた弁護士バッジを暴力団の組員のバッジと見み間ま違ちがえたらしい。それもある意味、仕方のないことだろう。

　徹は大学生の頃ころからその筋の人間に間ま違ちがわれるほどの強面こわもてで、実じつ年ねん齢れいを云うと十歳はさばを読んでいるだろうと疑われることもしばしばだった。

「───っぺい、鉄平！」

「へ？　あ、何？　いま、何て？」

　気が抜けたせいか、一いつ瞬しゆん、意識が飛んでいた。

「あいつらが持ってきたカメラはあれだけかって訊きいたんだ」

「カメラ？」

　徹に問われ、のろのろと頭を起こす。アダルトグッズは大量に持ち込んでいたけれど、機材はハンディカメラと三さん脚きやくだけだったはずだ。

　写真も撮とられたけれど、同じカメラで撮さつ影えいしていた。きっと、静止画を撮る機能もついていたのだろう。

「た、多分……」

「じゃあ、データはこれだけだな」

　徹はポケットからさっき奪ったメモリーカードを取り出し、台所のコンロで火をつける。万が一にでもデータを復元できないための処理だろう。

　海野は他のデータも入っているようなことを云っていた。自分以外にも同じような被ひ害がいにあった人がいるかと思うと、胸が痛む。

「とりあえず、どうしてこんなことになってたのか聞こうか？」

「ええと……モデルにならないかってスカウトされて、俺にできるわけないって断ったんだけど、話聞くだけでも飯食わせてくれるって云うから……」

「それでのこのこついて行ったのか!?　いまどき、小学生でもそんな手に引っかからねえだろ！」

「ごごごごめんなさい！」

　大声で叱しかられ、小さくなる。徹の言葉は尤もつともだ。美味おいしい話には裏があると、隣りん人じんだった当時、何度も云い聞かせられていたことを思い出す。

「警察に行くか？　被害届を出す気があるならつき添そうが」

「……行かなくちゃダメかな？」

「ダメというわけではないが」

　半分は鉄平の警けい戒かい心しんのなさが招いたことだ。もっと気をつけていたら、あんなふうにつけ入られることもなかっただろう。

　それに、男である自分が性的暴行を受けそうになったと訴うつたえて、信じてもらえるかどうかが不安だという気持ちもあった。

「お前が行きたくないっていうなら俺は構わないが、もしその気があるのなら協力する」

「ありがとう。徹さんの気持ちは嬉うれしいけど、今回はいいよ。徹さんが助けてくれたから、何もされてないし」

　ヘンな格好はさせられたけれど、徹のお陰かげで実質的な被害は免まぬかれることができた。だからこそ、徹にはこれ以上の迷めい惑わくはかけられない。

「一つ訊きたいんだが、その格好は自主的にしてるわけじゃないんだよな？」

「ええと、これは、無理矢理着せられて……いい歳してみっともないよね、制服なんか。すぐ着き替がえるから……っ」

　脱がされた自分の服に手を伸ばそうと、体を捻ひねった途と端たん、ぐらりと視界が揺ゆれる。布ふ団とんに逆ぎやく戻もどりしそうになった鉄平の体を、徹が抱だき支えてくれた。

「そんなことは云っていないが───おい、鉄平!?」

　強く摑つかまれた肩かたが熱い。徹との距きよ離りが一層近くなり、大きく心臓が跳はねた。

　鼻び腔こうをくすぐる徹の匂におい。懐なつかしさと同時に湧わき上がってきたのは泣きたくなるほどの切なさだった。

（全然、ふっきれてないや）

　初めのうちは、一日に一目だけでも顔を合わせられれば、それだけで幸せだった。

　だけど、徹に優やさしくされればされるほど、一いつ緒しよにいたい、話をしたい、独ひとり占じめしてしまいたい───そんなふうにどんどん贅ぜい沢たくになっていった。

　だから、徹から離はなれたのだ。近くにいなければ、そんなおこがましい願望を抱かずにすむだろうと思って。

「怖こわかったよな。もう大丈夫だ」

「……っ」

　優しく肩を撫なでてくれる感かん触しよくに、鉄平は小さく息を吞のんだ。

　徹が鉄平の危機に駆けつけてくれるなんて、まるで夢のようだ。むしろ、現実にこんな都合のいいことがあるはずがない。

（───そうだ、夢なんだ、きっと）

　薬を盛られたことも、裏ビデオを撮られそうになったことも酒に酔よい潰つぶれて見た夢の中でのできごとで、そしてこれはその続きなのだ。

　そうでなければ、こんな突とつ飛ぴなことが自分の身の上に起こるはずがない。

　鉄平はトラブル体質の他に、妄もう想そう癖へきという悪あく癖へきを持っている。きっと、これはその延長線上にあるのだろう。

　通常では巻き込まれないような危機から、ずっと会っていなかった片かた想おもいの相手が助け出してくれるなんてできすぎている。

（何だろう、体が熱い？）

　ふと、そのとき違い和わ感かんに気がついた。とくに体の芯しんがじんじんと疼うずくように熱を持っている。アルコールのせいかと思ったけれど、酔っ払ぱらっているだけではこうはならない。

　知らない感覚ではないけれど、覚えのあるそれよりも焦しよう燥そう感かんが強かった。

「鉄平？」

「徹、さん───」

　気き遣づかわしげに顔を覗き込んできた徹の唇くちびるに、無意識に自分のそれを重ねていた。自分の夢の中くらい好きにしたっていいはずだ。

　柔やわらかく押し当てた唇を、数秒後、そっと離す。不意打ちでキスを奪うばわれた徹は、鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食ったような顔をしていた。

「て、鉄平？」

「気持ち悪かった？」

　口づけは、ほとんど無意識の行こう為いだった。けれど、いざ触ふれてみて、ずっとこうしたかったのだと自覚する。

　触れたい、キスしたい、抱いて欲しい。

　そんな浅ましい欲よく望ぼうに気づかないふりで、徹の前から逃にげ出した。けれど、いま目の前にその人がいると思うと、衝しよう動どうを堪こらえきれなかった。

「いや、別に……って、そういう問題じゃない！　こら、何乗っかって……」

　強ごう引いんに迫せまり、尻しり餅もちをついた徹の膝ひざに乗り上げる。体格でも腕わん力りよくでも敵かなわない鉄平のことなど、力で捻ねじ伏ふせれば簡単に止められるはずだ。

　しかし、徹は衝しよう撃げきのあまりか、固まってしまっている。

「気持ち悪くなかったんならいいよね？」

「いいわけな───」　>>>♥

　頰ほおを両手で包み、口づけで言葉を封ふうじる。徹が呆ぼう然ぜんとしているいまがチャンスとばかりに、鉄平はその口こう腔こうへ舌を忍しのび込ませた。

「ん……っ」

　夢とは云いえ、我ながらずいぶんと大だい胆たんだ。ざらりと触れ合った感触に、一瞬で体中が甘く痺しびれた。戸と惑まどって逃げる徹の舌は、微かすかにミントの味がする。

　辛からいミントのタブレットを持ち歩き、がりがりと嚙かみ砕くだくのが癖くせだったけれど、いまでもその嗜し好こうは変わっていないのかもしれない。

　キスをより深くしようとした瞬しゆん間かん、両りよう肩かたを摑まれて力ずくで引き剝はがされた。鋭するどい眼光で睨にらみつけられ、キスを続けることを諦あきらめる。

「いいから、ちょっと待て！」

　とろんとした目を瞬またたかせる。待てば、この続きをしてもいいのだろうか。

　無む理り矢や理りキスを止めさせられ、物足りなさを覚えている鉄平に、徹はゆっくりと諭さとすように問いかけてくる。

「鉄平、お前、俺が誰だれだかわかってんのか？　誰かと間ま違ちがえてないか？」

「誰って徹さんだろ？　もしかして、俺の知らない双ふた子ごの兄弟とかそういうこと？」

　質問の意図がわからず、問い返す。自分が徹を見み間ま違ちがえるはずがない。

（あ、でも、これが俺の夢なら、そっくりさんってこともあるのか）

　夢の中ではつじつまの合わない設定で話が進んでもおかしくはない。いちいち不思議に思うほうが不合理だ。

「支し離り滅めつ裂れつだぞ……お前、酒以外にも何か飲まされたんだろう……」

「お酒以外？　あー、さっきの人が何か薬がどうとかって云ってたかも」

　裏ビデオを撮る下準備として、性せい欲よくを増ぞう幅ふくさせるようなものを酒に混ぜて飲まされたのかもしれない。飲んでしまったものは、もうどうしようもない。

「病院行ったほうがいいんじゃないのか？　体に悪いものだったらどうするんだ」

「そんなこと、どうでもいいよ」

　いま大事なのは、自らの野望を達成することだ。夢の中で、こんなにも好き勝手に行動できることなんてそうそうない。この機会を逃のがすわけにはいかないのだ。

「こら！　鉄平！　正気に戻もどれ、酔っ払い！」

「やだ、もっとする」

「お前は発情中の猫ねこか！」

　徹にいくら怒おこられても、無理矢理キスを繰くり返した。

　こんな夢、もう二度と見れないかもしれない。徹は怒りつつも鉄平を強く突つき放せない様子で、困り果てている。

　そのうち、キスだけならいいかと呟つぶやいて、黙だまって鉄平の好きなようにさせてくれるようになった。しかし、鉄平の体はますます熱くなってきた。

　キスだけでは物足りなくなってきた鉄平は、自分でウエストを緩ゆるめて下着の中に手を入れる。自身はすっかり熱く張り詰つめ、先せん端たんを潤うるませていた。

「お、おい、鉄平？」

「ん…っ、はっ……」

　刺し激げきを求めていたそこを指で擦こするけれど、欲しかったものには程ほど遠とおい。どんなに強く扱しごいても、自分の手ではイケなかった。

「ねえ、徹さんのと一緒にしていい？」

「は？」

　おずおずとねだると、徹は言葉が通じていないかのように怪け訝げんな顔をした。再度説明するよりも、実際にしてしまったほうが早いと考え、徹のベルトに手をかける。

「全部、俺がするから、徹さんは何もしなくていいし」

　鉄平はそう云いながら、ファスナーを引き下ろし、前立てを開いた。

「おい、それはさすがに洒落しやれにならねぇだろ」

　徹のこんなに焦あせった声は初めて聞いた。ぼんやりとする頭で、徹でも慌あわてることがあるのだと感心する。

「ちょっとだけだから」

　いよいよ下着に手をかけようとした瞬間、頭を叩たたかれた。

「いい加減にしろ！」

　大した痛みはなかったけれど、頭を押さえている隙すきにファスナーを引き上げられてしまう。

「……もう少しだったのに」

「何がもう少しだ。冗じよう談だんもほどほどにしとけ」

「……冗談じゃないもん」

　子供のような口調で反論する。冗談や酔すい狂きようで欲ほつしているわけじゃない。

　鉄平の体は、もうすでに放っておいてどうにかなる状態ではなかった。その証しよう拠こを示そうと腰こしを擦りつけると、徹は渋じゆう面めんを浮うかべ、気まずそうに頭を搔かいた。

「自分でどうにかしろ。俺がどうにかするわけにはいかないだろう」

「どうにかできるならしてるよっ」

　徹が悪いわけではないのに、恨うらみがましい響ひびきになってしまった。夢の中のことだけれど、徹に触れられるという期待感から、体の欲よつ求きゆうに歯止めが利かなくなったのだろうか。

　どんなに走っても追つい跡せき者しやから逃れられない───そんな夢を見ることもあるけれど、今回もその類たぐいのものなのかもしれない。

「抜ぬけば治まりそうなのか？」

「……多分……」

　これまでに、こんな状態になったことはないから、はっきりしたことは云えない。けれど、熱が引くまで何もせず静かにしていることは耐たえられない。

　実際は数秒ほどしかなかっただろう沈ちん黙もくが、永遠のような長さに感じられた。やがて、徹は深いため息をつき、迷いを見せながら口を開いた。

「……仕方ねぇな。手伝うだけだからな」

「え？」

「始末する手伝いしてやるって云ってんだよ。云っとくが、今回は特別だからな」

　苦いものを飲み込んだかのような表情で、徹はスーツのジャケットを脱ぬぐと、自分のネクタイの結び目を指で緩めた。その動作にすら、色気を感じる。

　見み蕩とれていたら、徹の腰を膝立ちで跨またいでいる格好のまま制服のズボンを下げられていた。視線を落とすと、股こ間かんが張り詰めている様子が目に入る。

「あー、こんなになってりゃ辛いよな」

「や……っ」

　膨ふくらんだ自身を下着の上から撫なでられ、ぶるりと大きく腰が震ふるえた。それだけの刺激で、自身の先端がさらに潤んだのがわかった。

　下着を押し下げられ、反り返った屹きつ立りつが露あらわになる。

　どうにかしてくれと迫ったのは鉄平のほうだけれど、こうして反応した昂ぶりを直じかに見られるのは恥はずかしい。いくら夢だとしても、顔が熱くなるのは堪えられなかった。

「この格好、何か悪いことしてるみたいな気分になるな」

「ぬ、脱いだほうがいい？」

「どうせ捨てるんだ、汚よごれたってかまわんだろう。とっとと終わらせるぞ」

「あ……ッ」

　反り返った昂ぶりに指が絡からみ、やんわりと扱かれる。徹に触れられてると思うだけで、体温が一気に上じよう昇しようした。

　鉄平のそれは痛いほどに張り詰め、いまにも弾はじけてしまいそうなほどだった。それなのに、終わりを迎むかえるにはまだ遠い。

「どうだ？　イケそうか？」

「まだ、無理……っ」

　徹の問いかけに、鉄平は力なく首を横に振ふった。

　自ら慰なぐさめていたときよりはずっと感じているのに、何故なぜか上のぼり詰めていく感覚に繫つながらない。それどころか、もっと強い刺激が欲しかった。

「埒らちが明かねえな。仕方ねえな、意識飛ばしてろよ」

　くるりと体勢を入れ替かえられ、瞬きの間に布ふ団とんに転がされていた。

「え？」

「いいから寝ねてろ。人にするのは初めてだから、下手へたでも文句云いうなよ」

「初めてって───ひぁ…っ!?」

　何が起こったのか認にん識しきする間もなく、自身が生温かい感かん触しよくに包まれ、上擦った声が上がった。強きよう烈れつな感覚に頭の中が真っ白になる。

「や、ぁ、あ……っ」

　抗あらがいようのない快感の中、どうにか頭を起こすと、自らの昂ぶりに徹が舌を這はわせているのが目に飛び込んできた。

　舌の感触だけでも堪たまらないのに、自身が舐なめしゃぶられている刺激的な光景に、体中の血液が一気に沸ふつ騰とうする。

（噓うそだろ───）

　信じられない思いで目を瞠みはる。けれど、徹は初めてだと云いながらも嫌いやそうな顔一つせずに、鉄平を追い詰めていた。

「あ、はっ……、もう、いいから……っ」

「何がもういいんだ。どうにかしろっつったのはお前だろ」

「そう、だけど……っや、あ、んん！」

　根本を指で扱かれながら、先端を舌で抉えぐられる。敏びん感かんな場所を容よう赦しやなく責められ、腰がびくびくと跳はねた。

「あ、あ……っ、もう、はな、離はなし……っ」

「いいから出しちまえ」

　徹はそう促うながし、再び鉄平のものを口に含ふくむ。堪こらえようとしたけれど、キツく吸い上げられただけでひとたまりもなかった。

「んー……っ」

　鉄平は小刻みに体を震わせながら、欲よく望ぼうを爆ぜさせる。

　徹はびくびくと震える腰を押さえつけ、鉄平の屹立をさらに強く吸う。残ざん滓しまで啜すすり、喉のどを鳴らして口に含んだものを飲み下した。顔を上げた徹は、濡ぬれた唇くちびるを舌で拭ぬぐう。

「……ごめん、なさ……」

「何で謝るんだ。出せっつったのは俺だろ」

「でも……」

　触さわって欲しいとは思っていたけれど、口こう淫いんまで期待していたわけではない。

　しかし、深層心理で望んでいたからこそ、こんな展開になっているのかもしれない。鉄平は自分がどこまで貪どん欲よくなのか、わからなくなってきた。

「そんなことより、まだ辛つらそうだな」

「あ…っ!?」

　徹は苦く笑しようしながら、反り返ったままの鉄平の欲望を指で弾はじいた。一度吐はき出しただけでは治まらないほどの熱が、体の中で渦うず巻まいている。

「もう一回抜いとくか？」

　サービスのいい徹に、いけない欲求が込み上げてきた。

（どうしよう、云ってみてもいいかな……）

　現実にこんなことを云ったら、絶対に軽けい蔑べつされるだろう。しかし、これは鉄平の夢の中のできごとなのだ。羽目を外しても咎とがめるものは誰だれもいない。

「……あの、徹さん……」

「ん？」

「できたら、……も、して……」

「何？　聞こえない」

「……後ろも……」

　口元に寄せられた徹の耳に、恥ずかしい願望を告げる。鉄平の言葉に、徹は一いつ瞬しゆん真顔になって絶句した。

「後ろって、お前、経験あるのか？」

「……ちょっとだけ」

　噓は云っていない。徹のことを考えながら、自分で何度か弄ってみたことがある。

　自分の指では何がいいのかよくわからなかったけれど、せっかく美味おいしい夢を見ているなら思い切ったこともしてみたい。

　鉄平の返事に、徹が少し表情を曇くもらせた気がしたけれど、一瞬のことではっきりとした確信は得られなかった。

「じゃあ、あいつらが置いてったのを使うか」

「え…？」

　徹は放ほうり出されていたピンク色のボトルを手に取り、セロファンの封ふうを切った。その中身を手の平に出し、鉄平の股間に塗ぬりつけてくる。

「……っ」

「すまん、冷たかったか？」

「だ、大だい丈じよう夫ぶ、ちょっと、びっくりしただけ」

「痛かったらすぐ云えよ」

　滑すべる指が繰くり返し抜ぬき差しされる。徹がこんなことまでしてくれるなんて、今日の夢は本当に都合がいい。

「……っあ!?」

「ここがいいんだな？」

「あ！　あっあ、あ……っ」

　徹は指を蠢うごめかせながら、体を折り、仰け反る首筋に顔を埋うずめてきた。汗あせばんだ肌はだを唇で撫でられ、薄うすい皮ひ膚ふを吸い上げられる。

　初めのうちはどことなく事務的な様子が見受けられていたけれど、徐じよ々じよに興が乗ってきたのか、徹はやがて鉄平の求め以上の行こう為いにまで及およんできた。

（なんか、普ふ通つうのセックスみたい）

　徹は鉄平の首の周りに纏まとわりついていたネクタイをもどかしげに引き抜き、すでにボタンが引き千切れているシャツを左右に開くと、仰け反った喉のど元もとに歯を立ててくる。

「はっ、ぁ、あ……！」

　肌のあちこちに口づけられ、触ふれられた場所すべてが痺しびれるように熱い。乳ち首くびを舐められた瞬しゆん間かん、びくんと体が跳ねてしまった。

「やぁっ」　>>>♥

　戯たわむれに触れた場所で過か剰じような反応が返ってきたことに、徹は意外そうな顔をした。

「ここも感じるのか？」

「……うん」

　男のくせにそんなところが感じるなんてと恥はずかしい気持ちもあったけれど、どうせ夢なのだと素す直なおに頷うなずいた。すると、徹はその小さな粒つぶを執しつ拗ように責めてくる。

　痛みを覚えるほど強く吸い上げられたかと思うと、舐め溶とかすかのように舌を這わせてくる。時折歯を立てられ、その繰り返しにじんじんと熱く疼うずくようになった。

「ひ、あ……んんっ」

　ローションを足されながら搔かき回される体内では、内ない壁へきがひくひくと痙けい攣れんする。徹の指を柔やわらかく締しめつけ、もっと奥へと誘さそい込む。

　徹も鉄平の反応を確認しながら、中を探さぐる。より過か敏びんに反応する場所を見つけては、丁てい寧ねいに鉄平の体を責め立てた。

「ン、う、んー…っ」

　あっさりと二度目の絶頂を迎えてしまった。なのに、体の熱は一向に引かず、奥に潜ひそむ疼きはさらに酷ひどくなるばかりだった。

「まだ治まんねえのか」

「ごめん、徹さん……」

「お前が謝ることじゃねーけどな」

「徹さんは…？」

「あ？」

「だって、徹さんのも……」

　服の上からでも、張り詰つめているのがわかる。そっと撫なでると、その熱さが服の上から感じとれた。触ってみたいという衝しよう動どうを抑おさえきれず、手を伸のばす。

「こら、勝手に触んな」

　そこはすでに硬かたく、ずいぶんと窮きゆう屈くつそうにしていた。怒おこられたけれど、誘ゆう惑わくには勝てず、形をなぞるように撫でてしまう。

「わ、おっきくなった」

「お前が触るからだろうが」

「俺が触っても気持ちいい？」

「そうじゃなきゃ、こんな状態になってないだろ」

　苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔が可笑おかしくて、つい笑ってしまった。

　笑うな、と云いって小こ突づいてくる表情も懐なつかしい。鉄平が好きになった徹が、いまここにいると思うと、それだけで胸が切なく締めつけられる。

「おい、もうやめとけ」

「何で？　気持ちいいんじゃないの？」

「だからだ。俺にだって理性の限界ってものがあるんだよ」

「それって……」

　つまり、いま以上の行為をしたくなる、ということだろうか。微かすかな希望を得た鉄平は、ダメ元で賭かけに出た。

　これまで都合よく展開してきた夢だからと云って、この先も上手うまくいくとは限らない。それでも、欲よつ求きゆうは抑えきれなかった。

「……徹さん。これ、欲しい」

　ごくりと喉のどを鳴らし、思い切って告げた。あまりにはしたない発言かと思ったが、どうせこれは自分の夢の中のことなのだからと、再び自分に云い聞かせる。

「鉄平、それはさすがにまずいだろ」

「お願い、一回だけでいいから」

　こんなこと、夢でなければ口にできやしない。夢なのだからと、迫せまるようにして要求する。

　苦い顔をしている徹をじっと見つめていると、うんざりとした様子でため息をつかれた。

「そんな顔して男を誘うな。お前は俺を獣けだものにする気か」

「え？」

「何でもない、こっちの話だ。とにかく、これ以上は無理だ。我が慢まんしろ」

　素そつ気けなく一いつ蹴しゆうされたけれど、鉄平は諦あきらめなかった。

「徹さんは我慢できるの？　もう、こんななのに」

「……っ、だから、触さわるなと……」

　困り果てている徹の股こ間かんを刺し激げきする。この状態では、相当苦しいに違ちがいない。それに、鉄平が触れて反応するということは、望みがあるということだ。

「俺じゃダメ、かな……」

「───一回だけだからな。あとで文句云うんじゃねえぞ」

　上うわ目め遣づかいに訊きいた鉄平に、とうとう徹が折れた。

　徹は躊躇ためらいを振ふり切るかのように手早くウエストを緩ゆるめると、下着を押し下げ、自らの昂ぶりを露あらわにする。

「……あ……」

　すでに張り詰めたそれは、圧あつ倒とう的な存在感を持っていた。はしたないと思いつつも、つい凝ぎよう視ししてしまう。雰ふん囲い気きに飲まれただけかもしれないけれど、自分を抱だくことを意識したあとでも、萎なえていないことが嬉うれしかった。

（……って、俺の夢だもんな）

　都合がいい展開で当然だ。あまりに幸せで、夢だということをすぐ忘れそうになる。こんなこと、現実には起こり得るはずがないというのに。

「本当にいいんだな？」

「……うん」

　実際にしたことはないからわからない。でも、少しでも不安を見せたりしたら、この夢が途と切ぎれてしまいそうな気がした。

　足を折り曲げられ、左右に大きく開かされる。部屋の明るさが羞しゆう恥ちを煽あおったけれど、唇くちびるを嚙んで恥ずかしさを堪こらえる。

　すぐに避ひ妊にん具ぐを被かぶせた昂ぶりが、後ろの窄つぼまりに宛あてがわれた。硬いものが当たる感かん触しよくに小さく息を吞のむと同時に、鉄平の中にゆっくりと侵しん入にゆうしてきた。

「……ッ」

「キツいのか？」

「平気……だってば……っ」

　体の内側で感じる怒ど張ちようは硬く張り詰め、激しく脈打っている。それは徹がいま鉄平に対して欲よく情じようしている証あかしだ。

　強がった返事をしたけれど、本当は少し引き攣つれるような痛みがあった。たとえどんなに痛くても、こんなところでやめて欲しくはない。

「無理するなよ、鉄平」

「無理、じゃない……いいから、早く……っん、は……っ」

　鉄平が力の入りきらない体を自ら揺ゆする。上手くはできなかったけれど、その振しん動どうで銜くわえ込んだ屹きつ立りつが中で動き、擦こすれた粘ねん膜まくが震ふるえた。

「焦あせるな。ここまで来てやめたりなんかしねぇよ」

「徹さん……」

　熱くなってきたのか、徹はシャツのボタンを全すべて外し、前をはだけさせる。引き締まった体を目まの当たりにし、思わず喉を鳴らしてしまった。

「あ……っ」

　徹は、腹筋に目が釘くぎづけになっている鉄平の腰こしを抱かかえ直すと、ぐっと奥まで自身を突つき入れた。深い場所で繫つながり合った体をゆっくりと揺すられ、鉄平は掠かすれた声を上げた。

「あ、ん、あ……っ」

　緩やかな律動で、隙すき間まなく嚙み合った場所が少しずつ緩んでくる。初めは加減してくれていた徹も、鉄平の体が馴な染じんでくるに従って動きを大だい胆たんにしてきた。

　やがて、体が馴染んできたのを見計らい、徹は自身の抜ぬき差しを始める。内壁をぬるぬると擦こすられる感触が気持ちよくて、甘ったるい吐と息いきを零こぼした。

「ん、はっ、んん……っ」

「キツくないか？」

「ん、きもち、い……っ、徹さんは……？」

「俺に訊くか、それを」

　鉄平の質問に、徹は苦にが笑わらいを浮うかべた。

「……だって……」

「よくなかったら、こんなになってるわけねえだろ」

「ひぁ…っ、あっ、あ！」

　硬く張り詰めた切っ先で、奥を強く穿うがたれ、悲鳴を上げた。

　内ない壁へきを抉えぐるような動きに、ぞくぞくと背筋が震えた。律動に合わせて、たっぷりと使われたローションが音を立てる。

　激しい突き上げに翻ほん弄ろうされながら見上げた徹の顔は、よく見知っている理知的なそれではなく、欲情した男のものだった。熱く濡ぬれた瞳ひとみと視線が絡からみ合う。

「や…っ、あっあ、あ…！」

「やばいな、持ってかれそうだ。鉄平、あんま締しめんなよ」

「そ…なの、わざとじゃ……っあ、ん、んん……っ」

　抱かれたこと自体初めてなのに、体のコントロールが利くわけがない。しかし、そのことを告げる余よ裕ゆうもなく、悦えつ楽らくの中へ追いやられていく。

　腕うでを伸のばして徹の首にしがみつくと、律動が一層激しくなった。

　徹は鉄平の腰を摑つかみ直し、繰くり返し奥を強く突いてくる。荒あら々あらしく穿たれるたびに蕩とろけ、形を失っていっているような錯さつ覚かくに陥おちいった。

「あ、あ……っ、徹さん……っんん、ん」

　乱れた呼吸の中、名前を呼ぶと唐とう突とつにキスされた。捻じ込まれた舌に口こう腔こうを搔かき回され、頭の中までぐちゃぐちゃになる。

　擦れ合う舌が熱く蕩け、指先までが甘く痺しびれる。自分から仕かけたときとはまったく違う口づけの甘さに泣きそうになった。

（好き）

　やっぱり、徹が好きだ。

　何年経たっても、何年会っていなくても、徹への気持ちは変わっていなかった。むしろ、会えなかった時間が余計に想おもいを募つのらせていたのかもしれない。

「んぅ、ン、ん……っは」

　徹は口づけを解くと同時に、律動を激しくする。息いきつく暇ひまもないほどの責め立てに、何も考えられなくなっていく。

　首筋に当たる吐息は熱く、その表情からは余裕が一いつ切さい感じられなかった。徹の指は腰に食い込み、屹立は鉄平の中をめちゃくちゃに搔き回す。

　強すぎる快感に感覚がついていかない。しがみついた背中に爪つめを立て、自分のものではないような嬌きよう声せいを上げ続けた。

「あ、あ…っ、ぁん！」

　徹の腹部に当たって擦れる鉄平の昂ぶりは、これ以上ないほど鋭えい敏びんになり、いまにも弾はじけてしまいそうだった。

　徹は汗あせばんだ肌はだにワイシャツを貼はりつかせ、啜すすり泣なくように喘あえぐ鉄平をひたすら責め続ける。絶え間なく穿たれてずり上がった体を引き戻もどされ、一ひと際きわ強く突き上げられた。

「ひ、ぁあ……っ」

　その瞬しゆん間かん、頭の中が真っ白になり、悲鳴にならない声を上げた。

　ふっと意識が戻ってきたときには、鉄平は下か肢しを震わせ、白はく濁だくを吐はき出していた。終わりを迎むかえた体は深く銜え込んだ屹立を締めつけてしまう。

「……ッ」

　達したばかりの鉄平を追うように、徹も何度か腰を穿ったあと、自身を大きく震わせた。粘膜から伝わる感触と息を詰つめたときの表情から、自分の中で徹が果てたのがわかる。

　絶頂の余よ韻いんなのか、それとも、物足りなさを訴うつたえているのかわからないけれど、内壁が小刻みに震えている。

「徹…さん……」

　全力疾しつ走そうをしたあとのように、浅い呼吸を繰り返す。

「鉄平、大だい丈じよう夫ぶか？」

「だい…じょ……ぶ……」

　気き遣づかわしげに顔を覗のぞき込んでくる徹に力ない笑えみを返したのを最後に、鉄平はぎりぎりのところで保っていた意識を手放した。
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　夢の中から現実へと浮ふ上じようしていく感覚は嫌きらいじゃない。

　ぐっすりと熟じゆく睡すいしているときよりも、布ふ団とんを出るまでの間の微睡まどろみのほうが幸せを感じられる時間だからだ。

　カーテンの隙間から差し込んでくる日の光を避さけようとごろりと寝ね返がえりを打ち、腕の中に抱だき込んだふかふかの布団に顔を埋うずめる。大きく息を吸うと、何だかいい匂においがした。

　どことなく懐なつかしさを覚えるのはどうしてだろう。不思議に思いながらも、鉄平はまだはっきりとしない頭で今日の夢を反はん芻すうした。

（何だかすごい夢だったな……）

　男たちに酔よい潰つぶされ、裏ビデオを撮とられそうになったところを、初はつ恋こいの人である徹に助けてもらったなんて、まるでテレビドラマのようだ。

　それだけでなく、鉄平は徹に無む理り矢や理りキスして押し倒たおし、体の熱が引かないと云いって強きよう硬こうに迫せまった。あれが現実なら、絶対に拒こばまれていただろう。

　しかし、徹はわがままを云う鉄平を拒きよ絶ぜつせず、望みどおり抱いてくれた。夢にしたって都合がよすぎる。

　徹の夢はいままでもよく見てきたけれど、今回は思い出すのも恥はずかしいほどやけにリアルだった。自分でも呆あきれるほど、あられもない要求を口にしていた。

　あれが自分の願望の表れだったとしたら、自分は相当欲よつ求きゆう不満だということだ。

（でも、徹さんカッコよかった）

　鉄平が持っているような安物とは違ちがう仕立てのいいスーツに身を包んだ徹は、男らしさが増し、ストイックな色気を感じるほどだった。

　実際の徹もあんなふうに年ねん齢れいを重ねているのだろうか。本人に会ったりしたら、絶対に惚ほれ直してしまう。

「あれから五年も経ったんだ……」

　布団の中で指を折り、一人で過ごしてきた年数を数える。鉄平が徹の前から姿を消してから、気がついたら五年以上経っていた。

　気の合う相手とつき合ったこともあるけれど、長続きするわけもなく、彼以上に好きになれる人に出で逢あえないまま、ずっと徹だけを想い続けていた。

　自分でも未練がましいとは思っても、理性でどうにかなる感情ではない。もちろん、片想いでしかないことも重々承知している。

　だからこそ、夢でも徹に抱いてもらえて嬉うれしかった。自分の願望が見せた幻まぼろしだとしても、この幸せな気持ちは噓うそではない。

「もっかいあの夢見れないかな……」

　我ながらはしたないとは思うけれど、夢の中でくらい好きなことをしてもいいはずだ。どうせ、誰だれに見られるわけではないのだから。

（それにしても、ここはいったいどこだろう…？）

　再度寝返りを打ったベッドは寝ね心地ごこちがよく、シーツもさらさらで肌はだ触ざわりがとてもいい。目覚まし時計や読みかけの文庫が置いてあるあたり、ホテルではなく個人の部屋のようだ。

　窓とは反対側の壁かべには作りつけのクローゼットがあり、その前にはクリーニングから返ってきたと思おぼしき洋服が積み上がっている。

　スーツやワイシャツだけでなく、Ｔシャツや下着も見受けられるあたり、この部屋の住人は自分で洗せん濯たくをしない人なのだろう。

「男の人みたいだな」

　しかし、自分にはこんな広い寝しん室しつに住めるほど稼かせいでいる友人はいない。

　ホストクラブの先せん輩ぱいなら可能だろうが、プライベートでのつき合いはなかったし、置いてあるスーツがホストにしては地味だ。

「……まあ、誰でもいっか」

　昨夜はスカウトマンに食事を奢おごってもらったあとから記き憶おくがない。

　見知らぬところにいるということは、酔い潰れてしまったのだろう。正体をなくした自分をわざわざ連れ帰り、ベッドに寝ねせてくれたのだから、きっといい人に違いない。

　とりあえず、礼を云わなくてはと思い、起きることにした。サイズの大きいスウェットのズボンがずり下がるのを、引っ張ってウエストの紐ひもをキツく縛しばる。

　何となく体が怠いけれど、きっと二日酔いのせいだろう。顔でも洗えば、気分もすっきりするに違いない。

「あの、おはようございます……」

　おずおずと朝の挨あい拶さつを口にしながら、寝室のドアを開ける。

　ドアの向こうは、リビング兼けんダイニングのようだった。テレビの前に高そうなソファセットが置いてある。ただ、比ひ較かく的てき片づいていた寝室に比べて散らかっており、あちこち無造作に物が積み上がっている。

　まるで雑誌のグラビアを飾かざりそうなインテリアとその散らかり具合のギャップに目を奪うばわれていた鉄平は、不意に声をかけられ、びくりとなった。

「目ぇ覚めたか」

「あ、昨日はお世話に───」

　慌あわてて礼を云おうとしたけれど、夢に見るほど恋こい焦こがれている相手が当たり前のような顔をして目の前に現れたことに、鉄平は思わず目を瞠みはった。

　記憶にある徹ではなく、夢に見たままの姿だ。スーツではなくＴシャツで、髪かみもセットされていないけれど、年齢を重ねた容よう貌ぼうをしていた。自分はまだ夢の続きを見ているのだろうか。

　状じよう況きようが摑つかめずに、口を開けたまま呆ぼう然ぜんとしていると、徹はその顔に苦にが笑わらいを浮うかべた。

「何驚おどろいてるんだよ、鉄平」

「あ、あの、本当に徹さん……？」

　俄にわかには信じられないため、間の抜ぬけた質問をする。

「何だ、その顔。まだ寝ねぼけてんのか？」

「寝ぼけ……って、え？　噓、え？？？」

　寝ぼけていたり、幻げん覚かくを見ているのなら、手を伸のばせば消えてしまうはずだ。けれど、恐おそる恐る伸ばした指先は、硬かたいものに触ふれた。しかも、それはちゃんと温かかった。

「他人の空似でも、生き別れの双ふた子ごの弟でもないからな」

　まだ夢が続いているのだろうかと、手の甲こうに爪つめを立ててみると痛い。夢ではないと認めざるを得ない状況に、一気に頭の中が冷えていく。

（つまり、全部現実だったってこと……？）

　鉄平の見た夢はかなりリアルだった。感かん触しよくや感覚を生々しく思い出せるほどに。

　ところどころ、あやふやなところはあるけれど、自分がしでかしてしまったことはしっかり覚えている。夢だと思っていたあれらが全すべて現実だったとしたら、徹に合わせる顔がない。

　いったい、どう云い訳をしたらいいのだろうか。目を泳がせながら、普ふ段だんはほとんど使わない脳をフル回転させていたら、徹が気まずそうな面おも持もちで慰なぐさめの言葉を口にした。

「気にするな。昨日のお前は薬を盛られて、正気じゃなくなってたんだから」

「……！」

　徹の言葉に、やはり夢ではなかったのだと確信し、さらに血の気が引いていった。云われたとおり、正気ではなかった。

　しかし、だからと云って、何もなかったことにはならない。激しい罪悪感と羞しゆう恥ちで、背中に嫌いやな汗あせが浮いてくる。

「……お、俺……」

　唇くちびるが乾かわいて、声も上うわ擦ずってしまう。青い顔をしている鉄平に、徹も気まずげな声こわ音ねで告げてきた。

「そんな顔しなくていい。……俺もずいぶんやりすぎたしな」

「え？」

「本当はちゃんと病院に連れていってやるべきだったんだよな。それなのに───」

　責任を感じているのか、徹は暗い表情に後こう悔かいを滲にじませている。悪かったのは、鉄平のほうだ。徹に負い目を感じさせたくなくて、必死に云い募つのった。

「徹さんは全然悪くないから！　俺がヘンなこと云ったのがいけないんだし!!」

「しかし、体は大だい丈じよう夫ぶか？　ずいぶん無む茶ちやしたよな」

「だ、大丈夫！　全然平気！」

　体を気き遣づかってくれる徹に、作り笑いを浮かべながら見み栄えを張る。徹はむしろ被ひ害がい者しやだ。謝罪をする必要など何もない。

「酔よっ払ぱらいに迫せまられて理性飛ばしたなんて、弁護士失格だよな。本当にすまん」

「気にしないでいいから！　俺が悪かったんだし、正直、何したかあんまり覚えてなくて！」

「そうなのか？」

　鉄平の『覚えてない』という言葉に、徹はあからさまにほっとした顔をした。

（徹さんだって、なかったことにしたいよな）

　その気持ちは痛いほどよくわかる。鉄平だって、時間を巻き戻もどして全部なかったことにしたい。けれど、それと同時に少しショックも受けていた。

　鉄平にとっては人生の一大事とも云いえるできごとだったのに、徹を見ていると、取るに足らないことだったようにしか見えない。

　年齢的な面での経験の差もあるだろうし、徹のような魅み力りよく的な人ならたくさんの恋れん愛あいをしてきたのだろう。

　鉄平には嫉しつ妬とする資格もないけれど、知らない彼の過去が透すけて見えたようで切なくなる。それでも、この気持ちを知られまいと鉄平は歯を食くい縛り、矛む盾じゆんする感情を押し殺した。

「じゃ、じゃあ、俺はこれで───」

「何云いってる。まだ他ほかに訊ききたいこともあるんだ。いま、飲み物淹れてくるから、そのへんに座って待ってろ」

「えっ」

　一刻も早くこの場を立ち去ろうと思っていたのに、徹に先手を打たれてしまった。退路を断たたれた鉄平は、渋しぶ々しぶと新聞やチラシが積み上がったソファの端はしに腰こしかける。

「はー……」

　鉄平は項うな垂だれて頭を抱かかえ、深いため息をついた。

　いったい、徹は何を訊きたいのだろう。少なくともよく知らない男について行き、危険な目に遭あったことについて叱しかられることは間ま違ちがいない。

（ああもう、何でこんなことに……）

　元々、トラブルを引き寄せやすい質たちではあったけれど、これほどの窮きゆう地ちに陥おちいったことはない。

　昨夜のことは許してもらえたけれど、平気な顔でいられるかどうかと云ったら、それはまた別の話だ。

　顔を見れば徹との行こう為いを思い出してしまい、羞恥と自己嫌けん悪おで死にそうになる。

　そもそも、徹に対しては黙だまって姿を消した負い目がある。向き合って話をするなんて、気まずすぎる。

　隙すきを見て、逃にげ出すことはできないだろうか。徹に対して不義理を重ねることになるけれど、自分が共にいるほうが迷めい惑わくをかけることにもなる。

　あの部屋を出たところで、借金取りはしつこく追いかけてくるだろうし、下手へたをしたら徹に対しても嫌がらせをしてくるかもしれない。

（それにしても、広い部屋だな……）

　徹の自宅は、昔住んでいたボロアパートとは比べものにならない立派なマンションだ。散らかっていることが唯ゆい一いつ、記き憶おくにある徹の部屋との共通点だった。

　相変わらず、徹は片づけが苦手なのだろう。徹が隣りん人じんだった頃ころ、部屋の掃そう除じは鉄平がやっていた。

　初めは見るに見かねて手を出してしまったのだが、そのうちに、勉強のできない鉄平の家庭教師をしてもらう代わりに、定期的に掃除をすることになったのだ。

　鉄平が昔を思い返していると、徹はコーヒーの入ったカップを二つ持って、キッチンから戻ってきた。

「お待たせ。コーヒーはまだ飲めないのか？」

「あ、うん。できたらミルクを……」

　何となくあの苦みが得意でなくて、未いまだに好んで飲もうという気にはなれない。

　人に云うと、それは美味うまいコーヒーを飲んだことがないからだと云われるけれど、そこまでして克こく服ふくする必要は感じない。

　どうしても飲まなくてはならないときは、ミルクをたっぷり入れる。甘いものが好きなわけではないから、砂糖はなしで。

「なら、こっちだ」

「ありがとう……」

　受け取ったマグカップには紅茶が入っていた。わざわざ、鉄平のために別に淹れてくれたようだ。一口啜すすると、ほんのりとした甘さが口に広がる。

（こういうところには気が利きくんだよね、徹さんって）

　部屋は汚きたないし、洗せん濯たくは週に一回するかしないか、一人だと食事もいい加減。なのに、不意に見せる優やさしさは、確実にツボを突ついてくる。

　見た目とのギャップも相あい俟まって、大学時代は相当モテていた。

　彼女を見かけるたびに、違ちがう顔を連れていたことを思い出す。そのくせ、部屋には絶対に上げないし、鉄平との約束があれば、それを優先してくれる。

　だからこそ、好きだという気持ちがどんどん大きくなっていったのだ。

　きっと、無自覚なタラシとは徹のような人間のことを云うのだろう。勘かん違ちがいしてしまいそうになる自分を諭さとし、想おもいが暴走しないようにするのは本当に大変だった。

「さて、昨日の経けい緯いを詳くわしく教えてもらおうか」

「……っ」

　徹の宣言に、小さく息を吞のむ。まっすぐ顔を見ることなどできず、目の前に置かれたカップの紅茶の水面を見つめる。

「経緯って云われても……」

「何があったのか、順番に話せ。事と次し第だいによっては、出るところに出たほうがいいだろうからな」

「え……っ!?」

「幸い、これは偽ぎ造ぞう品ひんではないようだからな」

　テーブルのガラスの天板の上に置かれた免めん許きよ証しように、昨夜の記憶が蘇よみがえる。

　それは徹が海野の胸むな元もとから抜ぬいたものだ。慌あわてて逃げ去るときに、忘れていったようだ。いま頃ごろ、青くなっているに違いない。

「……あれ？　あの人、財さい布ふも置いてかなかったっけ？」

　その免許証は財布の中に入っていたものだ。どうして、徹は財布自体を持っていないのだろうか。

「ああ、それは交番の前に置いてきた。中に不ふ審しんな白い粉も入ってたし、名前のわかる会員証の類たぐいもあったから、警察が本人に届けてくれるだろう」

「…………」

　徹の云う不審なものとは、いわゆる『薬』の類のものだろう。警察が中身を検あらためることを承知で置いてきたに違いない。

　交番に直接届けなかったのは、鉄平が警察沙ざ汰たになることを嫌いやがったからではないだろうか。

「そのへんのことは覚えてるんだな」

「え!?　な、何となくだけどね！　徹さんが俺のこと助けてくれたあたりまでは記憶があるんだけど、そのへんからぼやけてて！」

　徹の鋭するどい指し摘てきに、ドギマギとしながら云い訳をする。あからさまに怪あやしい反応だったけれど、

（迂う闊かつなこと云わないようにしないと……）

　これ以上、口を滑すべらせたら、覚えていないふりをしていることがバレてしまう。

「なるほどな。───で、何であんなやつらにほいほいついて行ったりしたんだ。スカウトっつったって、お前、そういうのは興味なかっただろう」

　やはり、その件を追つい及きゆうされるようだ。どんなに云い訳したところで、事実は変わらない。腹を括くくって、本当のことを告げた。

「……お腹なか、空いてて……」

「は？」

「だから、その、ご飯食べさせてくれるって云うから、つい」

　言こと葉ば尻じりがどんどん小さくなっていく。数秒の沈ちん黙もくのあと、徹は鬼おにのような顔で吠ほえた。

「お前はアホか!?」

「ご、ごめんなさいっ」

　鼓こ膜まくが震ふるえるほどの怒ど声せいに、鉄平は体を小さくする。腰を浮うかせかけていた徹は、そんな鉄平の様子に冷静さを取り戻もどし、ソファに座り直した。

「大声を出してすまない。それで？」

　無む理り矢や理り苛いら立だちを抑おさえ込んでいるのが見てとれる。鉄平は恐おそる恐る、云いい訳めいた事情を口にした。

「その……借金の支し払はらいの直後でお金ないのに、仕事クビになっちゃって。お店で食べられると思って、朝からご飯食べてなかったから……」

「────」

　無言の徹の顔が怖こわくて、正視できない。いますぐにでも、穴を掘ほって埋うまりたい。そんな気分を堪こらえて話を続ける。

「別に俺、タレントとか俳優とかに興味はなかったんだけど、話だけでもいいから聞いてくれって、ご飯奢おごるからって云われて、つい……」

　昨夜の自分の判断は、『つい』としか云いようがない。

　普ふ段だんなら、あんな男たちはどんなにしつこくされても無視しているはずだ。それなのに無防備に罠わなに落ちてしまったのは空腹のせいだ。空腹は、思考も危機感も鈍にぶらせる。

「つい、か……」

　苦々しい声こわ音ねに、鉄平はさらに項うな垂だれる。あまりに迂闊で軽けい率そつな行動に、申し開きのしようがない。

「……反省してます……」

　徹は眉み間けんの皺しわを深くし、額を押さえながらさらに訊きいてくる。

「そもそも、どうしてホストなんかやってたんだ？　お前みたいなやつには難しい仕事だろう。客にお世辞なんか云えるのか？」

「ええと、実は借金があって」

　もうこうなったら、何もかも白状するしかないと開き直った。この期ごに及およんで、取り繕つくろわなくてはならない体面など欠片かけらも残っていない。

「借金？　お前が？　いったい、何に使ったんだ」

　徹が驚おどろくのも無理はない。亡なくなった母と暮らしていたとき、鉄平は倹けん約やくの鬼だった。母の稼かせぎには限度があるし、鉄平がアルバイトできるのは放課後だけ。

　鉄平の家の収入では、学費と生活費だけでいっぱいいっぱいだった。

　友人と金銭の貸し借りをすることもなく、徹が家事の礼に小こ遣づかいをくれるというときも決して受け取ることはなかった。

「知らないうちに知り合いに連帯保証人とかいうのにされてたんだけど、その知り合いが逃にげちゃって……」

　その知人が姿を消してから、柄がらの悪い男たちに返金を迫せまられるようになった。

　初めは、どうして何の関係もない自分が返さなくてはならないのかと思ったけれど、無視していたら嫌がらせを受けるようになり、やむなく彼らに従うことにしたのだ。

「このバカ！　よくわからないものにサインはするなとあれだけ云ってあっただろう!!」

　徹に烈れつ火かの如ごとく叱しかられて、小さくなる。昔、気安く名前を書くな、判子を押すなと耳にたこができるほど云われていた。

「でも！　俺は徹さんに云われてたとおり、名前も書いてないし、判子も押してないよ！」

　云い訳がましいとは思ったけれど、その誤解だけは解いておきたかった。徹との約束を破ったとは思われたくない。

「じゃあ、どうして保証人になってるんだ？」

「多分、ウチに泊とまりに来たときに判子持ってかれちゃったんだと思う。証書っていうの？　それに押してあった判子は俺のだったし」

　文ぶん房ぼう具ぐ店などで売っている安物だけれど、名字の一部が欠けた印章は間ま違ちがいなく、鉄平の判子のものだった。

　一時期、どんなに探しても見つからなかったのは、知人に持ち出されていたからだろう。

「実印だったのか？」

「実印って、普ふ通つうの判子と何か違ちがうの？」

「……つまり、お前が使ってる判子は三文判ってことだ。お前のことだ、宅配便のときに面めん倒どうがないようにと玄げん関かんに剝むき出しで置いておいたんだろう」

「何でわかるの？」

　目を瞬またたかせた鉄平に、徹は何度目かわからないため息をつく。

「だいたい、そんな契けい約やく不成立だ。お前が金を返す必要がどこにある」

「え、でも、判子が俺のなら、俺にも責任があるって云われたけど」

　取り立てにきた男たちによれば、友人が借りたのは百万円だったそうだ。しかし、金を借りる際には利子というものがつく。

　毎月、決まった日に取り立てに来る業者に、一定額手て渡わたしているけれど、未いまだに完済できていないのは、その利子のせいらしい。

　どんなふうに利子の額が決まるのか、小難しい計算式を見せられて説明されたけれど、難しくてよくわからなかった。

「いい加減なこと云われて騙だまされたんだよ。だいたい、そういうヤミ金はグレーゾーンどころか真っ黒なところばかりだからな」

「そうだったんだ……」

　自分は長いこと、彼らに騙されていたようだ。云われるがままに金を払はらい続けてきたけれど、そんなことをする義務など端はなからなかったのだ。

（だからって、いまさら逃げられるわけないよな）

　法的に返済責任がないとしても、それで彼らが納なつ得とくするとは思えない。

　払わないと云えば、また手て酷ひどい嫌がらせを受けるに決まっている。そうなるくらいなら、大人しく金を払っていたほうがずっといい。

「で、その借金返済のためにホストになったわけか」

「うん。前に働いてた居酒屋の常連客に紹しよう介かいしてもらって。まあ、結局はホストも半月でクビになっちゃったけど」

　どんな仕事に就ついても、長続きしない。鉄平自身は真ま面じ目めに働いていても、様々な不運が舞まい込み、最終的に離り職しよくせざるを得ない状じよう況きようになる。

　鉄平自ら退職を申し出ることはほとんどなく、会社都合で辞やめることが多い。

　トラブルメーカーな体質が疎うとまれることもあるけれど、お人ひと好よしな性格が災わざわいして、貧びん乏ぼうくじを引きやすいせいもある。

「半月？　雇こ用よう契けい約やくはどうなってたんだ」

「契約とかよくわかんないけど、俺には向いてなかったんだよ。グラス割るのはしょっちゅうだし、ピンドンの瓶びんひっくり返したこともあるし、そのくせ、お客さんが高いお酒入れようとすると何か悪い気がして止めちゃうし、その上、お客さん同士で揉もめさせる原因作っちゃったり……」

　鉄平は指を折り自分がやらかしてしまった失態を思い返す。あの半月の間に、いったいどれだけ店側に損失を出させてしまったのだろう。

「確かに、鉄平には向いてないな」

　鉄平が失態を演じているところでも想像しているのか、徹は肩かたを震わせた。

「あ、いま笑っただろ。俺なりに真面目にやってたんだからな。ドジだって、踏ふみたくて踏んでるわけじゃないよ」

　いまとなっては笑い話ですむかもしれないけれど、鉄平と店にとっては笑えない。

「わかってるよ。鉄平がいつも真面目だってことは。昔っから間が悪いっていうか、運が悪いっていうか」

「仕方ないだろ、俺が要領悪いのは昔っからなんだから」

　徹の言葉に、鉄平は唇くちびるを尖とがらせる。自分でもどうにか改善できないかと足あ搔がいた頃ころもあったけれど、足搔けば足搔くほど、墓ぼ穴けつを掘ることになった。

　結局、できるだけ余計なことをしないことが一番だった。

　それがわかってからは、失敗をくよくよ嘆なげいても仕方ないと開き直り、できる限り前向きな気持ちで過ごすように心がけるようにしたのだ。

「何なんだろうな、お前のその不運っぷりは」

「俺だって原因があるなら知りたいよ……」

「人間、一生を通して帳ちよう尻じりが合うようになってるっていうから、鉄平にはこの先、ものすごい幸運が舞い込んでくるかもしれないな。例えば、何億って宝くじに当たるとか」

「ものすごい幸運なんていらないよ。俺は普通に暮らしたいだけなのに……」

　もし徹の云いうように皆みなに同じだけの『幸せ』の量が与あたえられているとしたら、鉄平はもうすでに使いきってしまっているのかもしれない。

　母が生きていて、徹が隣となりに住んでいたあの頃は毎日が幸せだった。あのときに一生分使い果たしてしまっていたとしてもおかしくはない。

「本当に鉄平は欲よくがないな」

「そ、そんなことないよ」

　欲がなかったら、夢の中だと思い込んでいたとしても、あんな真似まねはしない。

（だいたい、あんなにタイミングよく徹さんが現れたりしたから、夢なんだと思い込んじゃったんだよな）

　自分の身に、あんなドラマチックな展開が起こるなんて、普通の人なら考えたりしないだろう。映画を見て憧あこがれることはあっても、いつか現実になるはずだなどと信じたりはしない。

　しかし、徹はどうして昨夜いきなり鉄平を訪ねてきたのだろう。ずっと連れん絡らくは絶っていたし、徹との間に共通の知り合いは一人もいない。

「あのさ、徹さんは何で俺んちに来たわけ…？」

「偶ぐう然ぜん、通りがかりにホストクラブの看板にお前の写真を見つけて、店を訪たずねたんだ。そうしたら、辞めたって聞かされて、お前の自宅を教えられた。個人情報の管理がなってないが、今回は助かった」

　鉄平の居どころを知った経けい緯いはわかった。

　けれど、徹がわざわざ自分を訪ねてきた理由がやはりわからない。昔借りて、返しそびれていたものを取りにでもきたのだろうか。

「徹さんは俺に何の用事があったの？　借りてたものとかあったっけ？」

「用事？」

「だって、徹さんが俺に会いにくる意味って他ほかに考えられないし……」

　何気なくそう口にした鉄平に、徹は目を吊つり上げた。

「そんなの心配してたからに決まってるだろう！　お前んちのお袋ふくろさんが亡なくなったあと、黙だまって姿を消しやがって…！　俺がどれだけ探したと思ってるんだ!?」

「ご、ごめんなさい…っ」　>>>♥

　また叱られてしまった。怒ど声せいにますます小さくなる。そんな鉄平の様子を見て、徹は小さく息を吐はく。

「……お前がいなくなった理由は薄うす々うすわかってる。どうせ、俺に迷めい惑わくかけたくないからとか考えて、黙って姿を消したんだろう？」

「！」

　理由の一つを云い当てられ、押し黙る。もう一つの理由まで見み抜ぬかれていたらと、怖こわくなったけれど、徹はそれ以上鉄平の気持ちを追つい及きゆうしてくることはなかった。

「図星か」

「……ごめんなさい」

　好きだから、もっと好きになったら困るから、徹の傍そばから逃にげ出した。

　昨夜の自分の態度から、とっくに気持ちはバレていると思っていたけれど、幸い、徹の中ではそれらが結びつくことはなかったようだ。

「まったく、いくらなんでも水くさすぎるだろう。い……ままで、どうしてたんだ？」

　項うな垂だれている鉄平を見て、徹は話題を変えてくれた。

「色んなとこでバイトして食い繫つないでた。どこも長続きしなかったけど。これからは地道に住み込みの新聞配達でもするよ。ホストは向いてないってわかったし、接客はしないほうがよさそうだから」

　自じ嘲ちよう気味の一言をつけ加えてしまったのは、少なからず落ち込んでいるからだろう。

　稼かせぎは落ちるけれど、あまり人と関かかわらない仕事のほうがいい。そうすれば、引き寄せたトラブルで迷惑をかける相手が少なくてすむ。

「住み込み？　いま住んでるアパートがあるだろう？」

　怪け訝げんな顔をする徹に説明する。

「あの部屋も店の寮りようみたいなとこだったから、出ていかなくちゃいけないんだ。店長が来週までいていいって云ってくれたから、それまでに仕事と住むとこ探そうと思って」

　いまどき、住み込みを探すのは難しいだろうけれど、ネットカフェで過ごしていては金も貯たまらない。

「だったら、ウチでいいだろう」

「へ？」

「ここに住めばいいって云ってるんだ。部屋は余ってるぞ」

「そそそそんな迷惑かけられないよ！」

　徹の申し出に、慌あわてて首を横に振ふった。

「迷惑だなんてどうしてお前にわかるんだ？」

「だ、だって……」

　徹は弁護士だ。鉄平のような失業したばかりのフリーターが傍にいたら、悪い評判が立つかもしれない。

　ただの無職ならともかく、いまは店の勧すすめで脱だつ色しよくした髪かみが中ちゆう途と半はん端ぱに伸のびた状態で、いかにも不ふ真ま面じ目めだと云わんばかりの風ふう体ていだ。こんな身なりでは、初対面の人から信しん頼らいを得るのは難しいだろう。

（それに俺、疫やく病びよう神がみだし……）

　いままでだって、よくしてくれた人たちにたくさん迷惑をかけてしまった。鉄平に関わらなければ起こらなかったであろうことばかりだ。

　トラブル体質なんて非科学的なものだけれど、徹が厄やつ介かいごとに巻き込まれない保証はない。

　そうならないためには、深くつき合わないようにするしかない。自分の近くにいなければ、厄介ごとに巻き込まれずにすむ。

「お前は余計な心配をするな。お前の思考パターンはお見通しだ。まだ起こってもいない面めん倒どうに俺を巻き込むんじゃないかとか、自分が出入りしてたらヘンな噂うわさ立てられるんじゃないかとか考えてるんだろう。ったく、その無む駄だに逞たくましい想像力は前向きに使え」

「で、でも、もうすでに昨日迷惑かけちゃったし……」

「何云ってる。昨日は最高に運がいい日だっただろ。ずっと探してた鉄平の行方ゆくえがわかって、鉄平の危機に駆かけつけられたんだからな」

「え……」

　同じできごとでも視点が違ちがえば、こんなにもとらえ方が変わるものかと驚おどろいた。トラブルに巻き込まれたことを嘆くことなく、自分の無事を喜んでくれている徹に思わず泣きそうになったけれど、何とか我が慢まんした。

（徹さんだって、お人ひと好よしだよ）

　鉄平のように面倒な人間に積極的に関わろうとするなんて、本当に酔すい狂きような性格だ。何も云わずに行方を眩くらませた隣りん人じんのことなど、普ふ通つうは記き憶おくの隅すみに追いやってしまうものだろう。

「このご時世、住み込みの仕事なんてなかなか見つからないんじゃないのか？」

「でも、ほら！　そしたら、安い部屋でも借りればいいし！」

　簡単に手て頃ごろな部屋が見つかるとは思えない。けれど、徹に心配をかけまいと、軽い口調で告げる。しかし、徹はそんな鉄平の強がりを見抜いていたようだ。

「それこそ、部屋を契けい約やくするときの保証人はいるのか？」

「え？　あ、ほら、なくても借りられる部屋あるし、いま、保証人の代理になってくれる会社もあって……」

　鉄平の浅あさ知ぢ恵えなど、鼻で笑い飛ばされた。

「アホか。そんなもの無駄に金を取られるだけだ。家賃を滞たい納のうした瞬しゆん間かんに追い出されたって事例もあるんだからな」

「で、でも」

「どうしてお前は俺を頼たよろうとしない？　そんなに俺は頼りないか？」

「そんなことないよ！」

　徹が頼りないわけでは、決してない。しかし、傍にいたくない本当の理由を告げるわけにもいかない。

「いいから、素す直なおに甘えろ。その代わり、俺にもお前に頼たのみたいことがあるんだ」

「俺に頼み？　俺にできること？」

　徹がわざわざ自分に頼まなくてはならないことがあるとは思えず、半信半疑で問い返す。

「この家の家事を頼みたい。見たとおり、この有様だからな」

「掃そう除じすればいいってこと？」

「できたら、食事も作ってもらえると助かる。実はハウスキーパーを頼もうと思っていたんだが、仕事の書類を持ち帰ることもあるからな。知らない人間を自宅に入れるのはどうかと思って二の足あしを踏ふんでたんだ。お前、料理得意だっただろ？」

「得意っていうほどじゃないけど……」

　母一人子一人で育ったため、食事の支し度たくは鉄平の仕事だった。それに、飲食店で住み込みで働いていたこともあるから料理は人並み程度にはできる。

　しかし、プロのハウスキーパーのようにできるかどうかはわからない。掃除はともかく、いまの徹の口に合うようなものが作れるだろうか。

「そんなに難しく考えなくていい。昔みたいにしてくれればいいんだよ」

「昔みたいにって云いわれても、あの頃ころは俺も図ずう々ずうしかったっていうか……」

　徹が隣となりに住んでいたとき、生活面でだらしのない徹の世話を焼くのは自分の役目だと張り切り、部屋の片づけをしたり、食事を作って持っていったりしていた。

　けれど、自分のしていたことは、ただのお節せつ介かいでしかない。いくら頭の悪い鉄平でも、歳を重ねた今、過去の行動を思い返すといたたまれない。

　大事なプリントを捨ててしまったり、お世辞にも美味おいしいとは云いがたい料理を食べさせてしまったりと、思い返すと穴を掘ほって埋うまりたいくらい恥はずかしい記憶だ。

（……楽しかったけどさ）

　徹のために、何かしてあげられることがあるのは嬉うれしかった。どこへ行っても役立たずな自分が、好きな人に必要としてもらえる。それが何よりの幸せだった。

　でも、いまならあれがただの自己満足だったということくらいわかる。

「何云ってんだ。お前が色々と面倒見てくれて、助かってたんだぞ」

「でも、いっぱい失敗したし、迷惑かけたし」

「失敗しない人間なんているか。失敗したら、反省して、次に活いかせばいいんだ。それはお前だってわかってるんだろう？」

「徹さん……」

　徹は、鉄平が危険なことをしたり、自分を粗そ末まつにするような発言をしたときは烈れつ火かの如ごとく怒ったけれど、ドジやミスで叱しかられたことは一度もない。

「こんな部屋じゃ何云ったってカッコつかないがな。仕事と割り切って、引き受けてくれないか？　家賃と日当で差し引きゼロってことならいいだろう？」

「……わかった。俺でよければ……」

　しばらく考えたあと、鉄平は徹の申し出を受け入れた。どんなに見み栄えを張ろうとも、寝ね泊とまりできるところがあるのはありがたかった。

　一度だけ野宿をしたことがあるのだが、あのときの何とも云えない心こころ許もとなさは忘れられない。

「じゃあ、ウチのことは任せたぞ」

「う、うん、がんばります」

　本当にいいのだろうかという思いは拭ぬぐえなかったけれど、いまさら引っ込みもつかない。不安や申し訳なさを感じつつも、徹と過ごせる時間が持てることはやはり嬉しかった。

　もしかして、これがいきなり舞まい込んできた幸運なのだろうか。

　そうだとしたら、夢のような偶ぐう然ぜんにも納なつ得とくがいく。きっと、神様がこれまでの不運に免めんじて、鉄平にしばしの幸福を味わってもいいと云ってくれたのだろう。

（調子に乗らないようにしないとな）

　自分の身に、こんな幸せがいつまでも続くはずがない。期間限定に決まっている。

　それが明日までなのか、一週間あるのかまではわからないけれど、いつ終わりを迎むかえてもいいように過ごさなくてはもったいない。

「そうだ、久々に鉄平の炒チヤー飯ハンが食いたいな。夕飯に作ってくれよ」

「炒飯？　そんなんでいいの？」

　たしかに昔はよく作っていたけれど、当時、鉄平がまともに作れるのは炒飯とカレーくらいしかなかったからだ。いまなら、昔よりもレパートリーは増えた。

「お前の作ったやつが食いたいんだよ」

「じゃあ、あとで冷蔵庫の中見せてよ。あるもので作れるかもしれないし」

「冷蔵庫の中は酒しか入ってない。米もないから、あとで買いにいかないとな」

「酒だけ!?　普ふ段だん、どうしてるんだよ」

　徹の言葉に、目を瞠みはる。彼の云っていることが事実なら、この家にはまともな食料はないということだ。

「外で食ってる。腹が減っても一晩くらいなら我慢できるしな」

「ダメだよ、ご飯は朝晩ちゃんと食べなきゃ！」

「それはお前もだろうが」

「うっ……俺は、お金ないから仕方なく……。いつもはちゃんと食べてるし……」

　空腹のあまり怪あやしい男たちについて行ってしまった後ろめたさで語気が弱くなる。

「なら、ウチにいる間は朝晩しっかり作ってくれ。夜も一いつ緒しよに食おう。毎日は無理かもしれないが、できるだけ早く帰れるようにするから」

「え、一緒に食べるの？」

「お前は俺に一人で飯を食えっていうのか？　一緒に暮らすのに、別々に食べるのはおかしいだろう？」

「うん、まあ……」

　徹の云うことは尤もつともだが、顔を合わせる機会が増えるのは、鉄平にとって気が重かった。

　高校生の頃よりは気持ちを隠かくすことにも慣れたけれど、毎日向き合っているうちに、ボロが出るのではないかという不安が否いなめない。

（やっぱり、ハウスキーパーなんて引き受けないほうがよかったかも……）

　早さつ速そく、自分の決断を後こう悔かいしている。徹の厚こう意いに甘えることで余計に辛つらい想おもいをすることになりそうで、それが怖こわかった。

「夕飯、楽しみにしてるからな」

　鉄平の気も知らず、徹は上じよう機き嫌げんだ。徹にしてみれば、イレギュラーなできごとよりも、気にかけていた弟のような存在の鉄平と再会できたことが嬉しいのだろう。

「さて、お前の部屋に荷物を取りに行くぞ」

「へ？　荷物？」

　急に立ち上がった徹を怪け訝げんな顔で見上げる。

「あの部屋、引き払はらわないといけないんだろう？　昨日の男たちがまた来ないとも限らないだろうしな」

「あ、そっか……」

　一人は財さい布ふや免めん許きよ証しようを忘れていっているのだ。鉄平の部屋に、それらを取り返しにきてもおかしくはない。

「あの部屋の様子だと、そう荷物は多くなさそうだし、車を出せば一回で運べるだろう。持ち出す家具はあるか？」

「ええと、元々あったやつばっかだし、俺の荷物は服くらいかな。最悪、母さんの位い牌はいだけ持っていければそれでいいし……」

　店で着ていた派手なスーツやシャツは先せん輩ぱいたちのお下がりで、あの部屋に元々置いてあったものばかりだ。数日分の着き替がえさえあれば何とかなる。

　元々、同じ場所に留とどまることが少ないため、すぐに荷物をまとめられるよう、最小限のものしか持たないようにしているのだ。

「じゃあ、俺のスーツケースを持っていくか。でかいの一つあれば足りるだろう。粗そ大だいゴミがあるなら、直接収しゆう拾しゆう所じよに持ち込んだほうが早いな。足りないものがあるなら、今度の日曜に一緒に買いに行けばいいよな」

　鉄平が口を挟はさむ間もなく、徹は一人でどんどん予定を決めていってしまう。昔からせっかちな性格ではあったけれど、あまりに早い展開に困こん惑わくする。

「ちょ、ちょっと待ってよ。徹さん、仕事は？　今日、平日だよね？」

　在学中に司法試験に受かった徹は、弁護士になった。有名な大手事務所に内定が決まっていたはずだ。

　スーツに金色のバッジをしていたから、いまでも弁護士の仕事は続けているに違ちがいない。

「心配するな、今日は依い頼らい人にんとの約束は入ってない。それに遅おそ出でになると連れん絡らくしてあるから時間はある」

「いきなりそんなことして偉えらい人に怒おこられたりしないの？」

「小さい事務所だが、いまは俺が一番偉いからな」

「えっ」

　一番偉いということは、個人事務所を開いたということだろうか。詳くわしいことを知りたくて身を乗り出した鉄平は、あっさりと徹に肩かたすかしを食くらった。

「そのへんの話はあとでゆっくりしてやるよ。まずはお前の身の回りを片づけることが先だろ。アパートの退去の手続きはどうなってるんだ？」

「それなら、鍵かぎを店長に返せばいいだけだから自分でやっとく」

「車を出すんだから、その足で店に寄ればいい。後回しにしたら二度手間だろ。それと、例のヤミ金業者の事務所に行くぞ」

「え、今日？」

「片をつけるなら、一日でも早いほうがいいだろう。いつまでも鉄平がそんなやつらの鴨かもになってると思うと落ち着かないんだよ」

「…………」

　徹の有う無むを云いわせぬ口調に、鉄平は逆らうことなどできなかった。
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「よいしょ……っと」

　鉄平は溜たまりに溜まった新聞をまとめて縛しばり上げ、玄げん関かんに積み上げた。正確なところはわからないけれど、確実に数ヶ月分はある。

　留守番している間、鉄平は毎日徹の部屋を片づけ、大おお掃そう除じをしている。丸一日片づけに費ついやし、ようやく人並みの部屋になってきた。

　最初は手をつけられないほど酷ひどい有様だったため、毎日、ノルマを決め、少しずつ部屋を片づけていくことにしたのだ。

　清せい掃そうのバイトもしていたから、掃そう除じはまったく苦にはならない。むしろ、一人で黙もく々もくと作業ができ、成果も目に見えるため、やりがいを感じる。

　今日は主に紙ゴミを中心にまとめているのだが、新聞や雑誌、仕事で使ったと思おぼしき資料などを集めたら、ずいぶん綺き麗れいになった。

　すでに深夜のため、掃そう除じ機きはかけられない。使い捨てのシートを取り替かえ、露あらわになったばかりのフローリングを端はしからモップで拭ふいていく。

「よし、明日は洗せん濯たくだな」

　鉄平はつけっぱなしにしていたテレビで流れた天気予報を見て、明日の予定を決めた。

　深夜には雨が降り出すそうだが、日中は日が出ると云っていたから、シーツやタオルなど大きなものを洗ってしまおう。

　余力があれば、脱ぬぎ捨てられていた衣類もやっつけてしまいたい。

「それにしても、よくもあんなに溜められるもんだよな」

　徹は基本的に洗せん濯たく物ものが出たら、クリーニング店に取りに来てもらうという生活をしているらしい。スーツやワイシャツだけでなく、普ふ段だん着ぎや下着まで任せていたようだ。

　そのため、クローゼットの中にあるものはどれもプロの仕上がりなのだが、このところ洗濯物を預ける間もなかったのか、もう一つの空き部屋に山ほど詰つめ込まれていた。

（どうして自分のことに関してはずぼらなんだろう？）

　所長をしているくらいなのだから、仕事に関してはきちんとしているのだろう。

　現在、徹は新しん海かい弁護士事務所の所長をしている。事務所の名めい称しようが忍成でないのは、先代の所長で、恩師でもある新海から引き継ついだためらしい。

　引き継いだときに看板を代える話もあったようだが、恩師の名前を残しておきたいとそのままにすることにしたそうだ。小さな事務所のため、いまは徹を含ふくめて二人の弁護士と事務員の三人だけでやっているという。

　鉄平のような世間知らずには、弁護士というのは稼かせいでいる職業に見えるけれど、実際に大金を稼いでいるのは大手弁護士事務所に勤めている場合や企き業ぎようの顧こ問もん弁護士などをしている場合に限られるようだ。

　この高そうなマンションは以前大手事務所に所属していたときに買ったもので、いまは一いつ般ぱん的なサラリーマンの収入とそう変わりはないと話していた。

　とは云っても、現在無職の鉄平から見たら堅けん実じつだ。弁護士なのだから当たり前なのだが。

　それに引き替え、鉄平は根無し草と云っても過言ではない。母が亡なくなってからは、一年同じ場所で暮らしていたことはない。

　住み込みの仕事をしたり、知り合いの部屋に置いてもらったり、あちこちで世話になった。

　これまで、様々な縁えんに助けられてきたけれど、再び、徹に世話をかけることになるなんて考えたこともなかった。

「一番、避さけたかった人なのになあ……」

　鉄平は徹の家にいる間、物置になっていた玄げん関かん脇わきの部屋を借りることになった。

　この部屋も初めは床ゆかが見えないほどだったけれど、引っ越こしてきたときからそのまま置いてあるという段ボールを片づけたら、ずいぶんと広くなった。

　それまで住んでいたワンルームから持ってきた着替えをクローゼットにしまい、ホームセンターなどで買ってきた簡易ベッドを置き、カーテンをつけただけで見み栄ばえのする部屋になった。

　まるで、自分の部屋ではないみたいに。

　この一室だけで、昔住んでいたアパートの部屋が丸々入る広さだ。母と暮らしていたアパートは布ふ団とんを二ふた組くみ敷しくだけで畳たたみが見えなくなるほど狭せまかった。

　玄関脇のキッチンも一人立つのが限界で、風ふ呂ろ場ばは一応ユニットバスだったけれど、客観的にはシャワーブースとしか云いようのないものだった。

　母の位い牌はいはリビングに置かせてもらうことになったのだが、気がついたら、徹が線せん香こうと水を供えてくれていた。

　いままで、カバンの中にしまっていたのは、いつでも部屋を出られるようにだ。

　以前、家賃を滞たい納のうして部屋を出されることになったとき、清掃業者に捨てられそうになったことがあったため、それ以来そうしていたのだ。

「……あんまり長居しないようにしよう」

　徹の優やさしさに触ふれれば触れるほど、離はなれることが辛つらくなってしまう。

　この期ごに及およんで、夢が続いているのではという気持ちも消し切れていなかった。むしろ、夢であったほうがよかったかもしれない。そのほうが、ヘンな期待を持たずにすむ。

　できるだけ、徹と接するときは一線を引こうと思っているけれど、本人を前にするとそれは難しい。この家にいるのは、住み込みの家政夫という立場だから───そう自分に云い聞かせていても、視線が合うだけで胸が高鳴って、気持ちが舞まい上がってしまう。

　これでは、まるで初めて恋こいをした中学生と変わりがない。むしろ、いまの鉄平のほうが重じゆう症しようだろう。

　だからと云って、いつまでもうじうじしてても仕方ない。ため息をつきかけた鉄平は、無む理り矢や理り気持ちを切り換かえた。

「そうだ、明日はゴミ出し忘れないようにしないと」

　資源ゴミとして分類できないようなものは、まとめてベランダに置いてある。年末の大掃除だって、普ふ通つうはあんな量にはならないだろう。

　こんなふうに心置きなく家事に勤いそしんでいられるのは、徹が借金を片づけてくれたからだ。

　鉄平にヤミ金業者の事務所まで案内させた徹は、弁護士バッジを見せながらそこの責任者を呼び出した。そして、金利についてや営業上の違い法ほう性せいを指し摘てきし、鉄平への取り立てをやめるように申し入れたのだ。

（難しいことはよくわかんなかったけど、徹さんカッコよかったな……）

　初めは徹を怒ど声せいで威い嚇かくしていた彼らも、結局は面めん倒どうなことは避けたかったようで、あっさりと引き下がった。

　何と、鉄平の名前が書かれた書類はその場で破は棄きされ、もう二度とつきまとわないといった文面の念書までもらうことができたのだ。

　鉄平としては、それだけで充じゆう分ぶんだったのだが、徹は支し払はらい義務のなかった鉄平の金を全額返すよう要求した。そのお陰かげでいま、鉄平の口座にはまとまった金がある。

　その上、裏ビデオを撮とられそうになった一件をちらつかせ、遠回しに脅おどしをかけていた。相手は惚とぼけていたけれど、小さく悪態をついていたのが聞こえたため、黒幕であることは間ま違ちがいないのだろう。

　徹が取り返してくれた金は、思っていた以上に高額で自分でも驚おどろいてしまった。気がつかないうちに、ずいぶんな額を支払っていたようだ。

　派手に使ってしまいたい気分になったけれど、新しく部屋を契けい約やくするのにも金がかかる。

　そのときのために資金に取っておこうと思い、いくらかを手元に置き、残りは定期預金にしてしまった。

「それにしても、徹さん、何時に帰ってくるんだろう？」

　モップを走らせていた手を止め、壁かべにかかった時計を見上げると、時刻はすでに日付を跨またいでしまっている。

　今夜は事務所の先代の所長である恩師と食事をしてくると云いっていたが、こんなに遅おそくなるとは聞いていない。

　夕食は用意しなくていいと云われたけれど、念のため、小腹が空いていたときのために軽食を作っておいたが、必要なかっただろうか。

「……徹さんが食べないなら、俺が食べればいいし。続きはまた明日にしよう」

　誰だれもいないせいで、ついつい独り言が大きくなってしまう。

　モップなどの掃そう除じ道具を廊ろう下かの納なん戸どに片づけていたら、玄げん関かんから鍵かぎが回る音が聞こえてきた。反射的にそちらへ顔を向けると、疲つかれた様子の徹が帰ってきた。

「徹さん、おかえり！」

　色々と悩なやみはあるけれど、徹の顔を見るとそれだけで口元が綻ほころんでしまう。この自分の反応からして、恋れん愛あい感情が理性とは違ちがうところにあるということがよくわかる。

「ただいま、鉄平。遅くまで待たせて悪かったな。こんな時間まで掃除してたのか？　先に寝ねてていいって云ったろ」

「まだ眠ねむくないし、暇ひまだっただけだから。別に無理なんかしてないよ」

「それならいいんだがな。しかし、すいぶん綺き麗れいになったな。俺の部屋じゃないみたいだ」

　廊下に積み上がっていた空き缶かんの詰まった袋ふくろや家電を買ったときの段ボールなどは、早々にマンションのゴミ集積所へ捨ててきた。

「下に捨てに行っただけだよ。仕事行くときに出していけばすぐ片づくのに」

「出そうとは思ってるんだが、朝になると忘れてるんだよな。多分、歳のせいだな」

「まだそんな歳じゃないだろ。何、寝ね言ごと云いってるんだか───うわっ、徹さん、ずいぶん飲んできたね」

　徹からカバンを受け取り、スーツの上着を脱ぐのを手伝おうとしたそのとき、アルコールの匂においが鼻についた。こんなに匂うということは相当な量を飲んだに違いない。

「そんなに匂うか？」

「うん、まあ、それなりに……」

　しかも、匂っているのは、酒だけではなかった。

　甘ったるい女物のフレグランスの香かおりもする。それも一種類ではないようだ。こんなに移うつり香ががキツく匂うということは、一いつ緒しよにいた相手は水商売の女性だろう。

「銀座を連れ回されてな。今日はさすがに飲みすぎた」

「……銀座ってことは、キャバクラとか行ったの？」

「ああ。新海先生───先代の所長がああいう店が好きでな。ちょくちょくつき合わされて連れて行かれるんだ。まったく、いくつになっても気が若くて困るよ。そのくせ、入れたボトルは俺に飲ませるんだからな」

「大だい丈じよう夫ぶ？　いまお水持ってくるね」

　上着をハンガーにかけ、キッチンへと急ぐ。徹に背を向けた瞬しゆん間かん、鉄平の顔から貼はりつかせていた笑えみが消えた。

（ホステス相手に妬やいてどうする）

　相手はプロだ。徹に対して好意を持っていなくとも、愛あい想そよく振ふる舞って当然だ。それでも、仕事にかこつけて徹に触れられる彼女たちが羨うらやましいと思ってしまう。

　込み上げてきた嫌いやな気持ちから目を逸そらし、グラスに冷えたミネラルウォーターを満たし、ソファでぐったりしている徹の下へと持っていく。

「徹さん、お待たせ」

「すまんな」

　鉄平からグラスを受け取った徹は、一息に飲み干した。ずいぶん喉のどが渇かわいていたようだ。ごくごくと喉を鳴らしている様子に見入ってしまう。

（何見てんだよ……っ）

　自分の視線に下心が混じっていることに気づき、狼狽うろたえる。慌あわてて目を逸らしたけれど、不自然に思われなかっただろうか。

「ずいぶん疲れてるみたいだけど、そんなに何なん軒げんも行ったの？」

「先生の行きつけが二軒あるんだが、贔屓ひいきの子が新しい店に移ったとかで、そこで死ぬほど飲まされた。さすがに飲みすぎだな」

「お、お疲れさまです……」

　鉄平の労いたわりの言葉に、徹は大きく息を吐はきながらネクタイを緩ゆるめる。

「まったくだ。法ほう廷ていのほうがよっぽど楽だよ。どんなにいい酒だって、あんなにガンガン注がれたらありがたみもない」

「もしかして、徹さんはキャバクラ好きじゃないの？」

　吐き捨てるように今日の酒席の愚ぐ痴ちを云う徹におずおずと訊たずねてみたところ、きっぱりとした答えが返ってきた。

「先生のお供でなければ、ああいう店には行く気にはならん」

「へえ、そうなんだ……」

　ヘテロの男性なら、皆みな喜んで行くものだと思っていたから、徹の返答には驚いた。可愛かわいい女の子と話すのが楽しくないのだろうか。

「お前は客で行ったことあるのか？」

「アフターでお客さんが勤めてるお店に連れてってもらったことならあるよ。俺はおまけみたいなものだったから、そこでもお酒作ってたけど」

　普通の客のようにちやほやされることはなかったが、水商売同士の気安さもあり、楽しい席だった。終始、接客についての心得を教えてもらっていた覚えがある。

「それじゃ、客で行った意味がないだろうが。お前はホストやってるときは客に褒ほめ言こと葉ばは云えてたのか？」

「うーん、俺はヘルプばっかだったし、どっちかって云うと、お客さんの愚ぐ痴ち聞いてばっかりだったから」

　基本的にホストは聞き役だけれど、鉄平はとくにそれが顕けん著ちよだった。他言していいのだろうかと心配になる仕事上の不満もよく聞かされた。

　もしかしたら、鉄平には話してもどうせわからないと思われていたせいかもしれない。

「その光景が目に浮うかぶな」

　鉄平の答えに、徹は小さく笑った。

「悪かったね、ホストらしくないホストで」

　つい拗すねた口調になってしまったのは、徹に対して甘えがあるからだろう。口にしてから、いまのは失言だったかと思い直した。

　しかし、そんな鉄平に対し、徹は優やさしい言葉をかけてくれる。

「そうじゃない、お前らしいって云いたいんだよ。お前は人の話を聞くのが上手うまいからな。お世辞だとわかる褒め言葉よりも、そういう誠実な態度に癒いやされてる人もいたんじゃないのか？」

「そ、そうかな」

　不意に褒められ、思わず顔が熱くなった。徹にとっては何気ない言葉だとはわかっている。それでも、気持ちが舞まい上がりそうになるのを抑おさえきれなかった。

「俺が客なら、絶対お前を指名する。そうだな、お前のいる店なら行ってもいいな」

「え、でも、俺がいたのって、キャバクラじゃなくてホストクラブだよ？」

「話をしに行くんだ。そんなのどっちでもいいだろう。それとも、男の客じゃ相手できないって？」

「そんなことないけど、何かホストクラブにいる徹さんって全然想像つかなくて……」

　徹が客としてソファに座ってたら、周りのホストが霞かすんでしまいそうだ。

「確かに俺も想像つかないな。キャバクラだって肩かた身み狭せまくしてるってのに」

「徹さん、キャバ嬢じようにモテそうだよね」

　思わず発してしまった自分の言葉に、ちくりと胸が痛む。せっかく、考えないようにしていたことを自ら思い返すきっかけを作ってしまった。

「そうか？」

「だって、香こう水すいの匂いが移るくらいなんだから、ずいぶんベタベタされたんじゃないの？」

　当て擦こするような物云いいになってしまっていなかっただろうか。

「そりゃ、男をちやほやするのが仕事だろうからな」

「でも、絶対徹さんに気がある子もいたよ、きっと。誘さそえばお持ち帰りもできたと思うけど」

「そんな気はさらさらないな。だいたい、ああいうのを相手するのは面めん倒どうだ」

　徹は鉄平の言葉を笑い飛ばした。

「何で？」

「本音が見えない人間と話をするのは疲れる。商しよう売ばい柄がら、仕方ないんだろうが、積極的につき合いたいとは思わないな」

「……ッ」

　何気ない発言だったのだろうけれど、鉄平の胸に深く突つき刺ささった。

（本音が見えない、か……）

　鉄平はずっと徹への気持ちを隠かくしたままだ。もちろん、この先も伝えるつもりはない。

　この間は平静ではなかったからという理由で流してもらえたけれど、鉄平がずっと徹のことを恋れん愛あい対象として見ていると知ったら、徹だっていままでと同じように接してはくれなくなるだろう。

　弟分だと思っていた相手にそういった感情があるとわかれば、誰だれだって気まずくなるはずだ。

「鉄平？　もう眠ねむいなら、先に寝ねてくれていいんだぞ」

　俯うつむいていた顔を下から覗のぞき込まれた鉄平は、慌てて笑ってみせる。

「ごめん、ちょっとぼんやりしてただけ。まだ眠くはないよ」

「そうか？　でも、あんまり無理はすんなよ。あーくそ、明日は二日酔よい決定だな」

　笑った弾はずみに頭が痛んだようで、徹は顔を顰しかめて悪態をつく。

「あっ、薬とか買ってこようか？　駅前のドラッグストア二十四時間営業だったよね」

　掃そう除じ中に救急箱を見つけたので、中身を検あらためたらどれも使用期限が切れてしまっていた。

　追い追い、補ほ充じゆうしておこうと思っていたのだが、こんなことなら今日中に買い物に行っておくべきだった。

「何云ってんだ、こんな時間にお前を出歩かせられるか」

「買い物くらい普ふ通つうに行けるよっ」

　深夜だとしても、柄がらの悪い男たちが闊かつ歩ぽしている繁はん華か街がいではないのだから、そこまで心配することはない。

「だとしてもダメだ。俺が心配で落ち着かない。いいから、お前は俺の傍そばにいろ」

「……っ」

　徹は聞きようによっては意味深な言葉を口にしながら、肩かたを抱だき寄せてくる。肩を摑つかむ手の熱さに、大きく心臓が跳はね上がった。

（もう、天然タラシなんだから……）

　酔いが抜ぬけていないせいもあるかもしれないけれど、こういうことを無意識でしてくるから困る。このまま触ふれていたら、鉄平が鼓こ動どうを高鳴らせていることに気づかれてしまいかねない。

　震ふるえそうになる手で徹の腕うでを外し、動どう揺ようを見み抜ぬかれまいと話題を変えた。

「お水、もっと飲む？　あ、そうだ、徹さんご飯は食べてきたんだよね？　お腹なか空いてるならサンドイッチがあるけど」

「そんなものまで用意してくれてたのか。本当にお前はマメだな」

「ご、ごめん、迷めい惑わくだった？」

「いや、ありがたいよ。食事は早い時間にすませたし、飲んでばかりだったから小腹が空いた。それ、もらっていいか？」

「うん、ちょっと待ってて」

　キッチンに向かいながら深呼吸を繰くり返し、速くなっていた鼓動を落ち着けようと試みる。

（出ていく前に、心臓がダメになりそう……）

　徹と再会してから、ドキドキしっぱなしだ。徹の一挙一動に、自分でも呆あきれるくらい簡単に脈みやく拍はくが暴走してしまう。

　離はなれていた時間は恋こい心ごころを薄うすめるどころか、濃のう縮しゆくさせてしまったようだ。昔ならここまで過か剰じように反応しなかったはずだ。

（それとも、えっちしちゃったから……？）

　以前は知らなかった、徹の『男』の顔を知ってしまった。普ふ段だんは理知的なあの瞳ひとみが、欲よく情じように染まった瞬しゆん間かんを思い返すと、それだけで震えが走る。

「……っ、何思い出してんだ！」

　頭を乱暴に振ふり、脳のう裏りに蘇よみがえってきた映像を振り払はらう。

　ぺしぺしと自分の頰ほおを叩たたいて気持ちを切り換かえ、空になっていたグラスに水を注つぎ足し、徹の下へと作り置きのサンドイッチを持っていく。

「はい、お待たせ」

「色々気を遣つかわせて悪いな」

「ううん、勝手にやってることだし、こういうの作るのは好きだから」

「じゃ、いただきます」

　鉄平に気を遣って食べると云ってくれたのかと思っていたけれど、徹は本当に空腹だったようで、あっという間に一皿平らげてしまった。

「た…足りなかった…？」

「いや、ちょうどいいよ。美味うまかった。ごちそうさま」

「よかった。実は前に働いてたカフェのマル秘レシピなんだ」

　鉄平の料理の筋がいいと云って、マスターが教えてくれたのだ。

　そこのカフェでは比ひ較かく的てき長く勤めることができたけれど、年配だったマスターが体力的な面から引退を決め、店自体を畳たたんでしまった。

　雰ふん囲い気きもよく、鉄平にしては比較的平和に過ごせていたため、働き続けられなくなったことは残念だったものの、よくしてくれたマスターに無理はさせられない。

　店を引き継つぐ話も出たけれど、自分に経営が担になえるとは思えず、丁てい重ちように断った。

「そうだ、弁当も美味かったよ」

「本当？」

　弁当作りまで頼たのまれていたわけではないが、昼は食べに行く暇ひまもない日が多く、ほとんどコンビニエンスストアのおにぎりですませていると聞いて、弁当を作ることにしたのだ。

　朝、手て渡わたすときは緊きん張ちようした。余計なお世話かもしれないと、完成してから不安になったのだ。

　けれど、徹は迷っている鉄平の手の中の包みを目め敏ざとく発見し、弁当だと知ると、手放しで喜んでくれた。もし、いらないと云われたら自分で食べればいい。そんなふうに張っていた予防線は必要なかった。

　大したものを作ったわけではないけれど、美味かったと云ってもらえるのはやはり嬉うれしい。手渡された包みを解くと、空の弁当箱には米こめ粒つぶ一つ残っていなかった。

「明日も頼めるか？」

「もちろん！」

　徹の役に立てることは嬉しい。

　せっかくなら、栄養たっぷりのメニューにしたい。小こ柄がらで小食な鉄平に比べ、大おお柄がらな徹はけっこうな大食漢だ。カロリーの高いものを好むわりに無む駄だな脂し肪ぼうがついていないのは、鍛きたえているからだろう。

　大学生の頃ころ、司法試験の勉強をしていて煮に詰つまるたびに、ジョギングに出かけていた。体を動かすと、頭の中が整理できるのだそうだ。

　弁当の中身について、いまからあれこれと頭を悩なやませていると、徹が爆ばく弾だん発言を落とした。

「事務所の人間には、同どう棲せいでも始めたのかなんて云われたけどな」

「ど、同棲!?　で、徹さんは何て答えたの……？」

「まあ、そんなようなもんだって云っておいた」

「ななな何云ってんの!?　全然違ちがうじゃんか！　同棲じゃなくて居い候そうろうだからね!?」

「まあ、そうとも云いうな」

「そうともって……弁護士のくせに、いい加減な日本語使ってどうすんだよ！」

　徹にとってはただの冗じよう談だんでも、鉄平にしてみたら洒落しやれにならない発言だ。今日は心臓へのダメージが大きすぎる。

（でも、徹さんの恋こい人びとになったら、幸せだろうな……）

　ただの弟分の自分にこんなに優やさしいのだから、恋人のことはもっともっと甘やかすに違いない。ただの想像でしかないのに、徹がまだ見ぬ恋人へどんなふうに接するのだろうかと考えていたら、それだけで胸が痛くなってきた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、相手だって冗談だってわかってるだろうから。さて、風ふ呂ろでも入ってくるか。冷たいシャワーでも浴びれば少しは酔い覚ざましになるだろ」

　おもむろに立ち上がり、バスルームへと向かう徹の背中を見送る。一人になった鉄平は、大きく息を吐はいた。

（つ…疲つかれた……）

　徹の一挙一動に浮うき足立ち、鼓動の速さが目まぐるしく変化していたため、どっと疲れてしまった。普段、鉄平はこんなに頭を使って会話をすることはない。

　もしも、自分の気持ちを隠さずにすんでいたなら、ここまで気を遣う必要はなかったかもしれない。基本的に隠しごとは苦手なのだ。

「鉄平！　ちょっといいか？」

「えっ、な、何!?」

　考えごとの真っ最中に呼びかけられ、思わず飛び上がりそうになった。徹との同居は一いつ瞬しゆんたりとも気が抜けない。

「どうしたの、徹さん」

　何気なさを装って外から声をかけると、申し訳なさそうに頼まれた。

「シャンプーが切れてるのを忘れてたんだ。買ってきたのがキッチンに置きっぱなしになってるから、取ってきてくれないか？」

「わかった、シャンプーね。キッチンのどこ？」

　単純な頼まれごとだとわかり、内心でほっとする。

「冷蔵庫の横あたりの床ゆかにスーパーの袋ふくろがあると思う。その中に入ってる」

「いま取ってくる」

　急いでキッチンに行くと、云われたとおりのところにビニール袋ぶくろが置かれていた。

　比較的散らかっていないキッチンの掃そう除じは後回しにしていたため、そんなものが放置されていたことにも気づいていなかった。

「シャンプーってこれか。リンスも持ってったほうがいいのかな」

　青いボトルを抱かかえ、バスルームへと急ぐ。

「徹さん、持ってきたけど」

「すまんな。助かったよ」

　浴室に声をかけると、中から扉とびらが開く。徹は恥はずかしげもなく、鉄平の前に裸ら体たいを晒さらした。

「……っ」

　目を逸そらしながらボトルを渡わたす。

「シャンプー、これでいいんだよね」

「ああ、サンキュ」

「……っ」

　指先が触ふれた弾はずみにボトルを取り落としてしまった。反射的にボトルを目で追い、そそくさと去るつもりが、つい徹の全ぜん裸らに目が釘くぎづけになってしまった。徹の股こ間かんはやや反応していて、凝ぎよう視ししてしまう。

　鉄平の目が自分のものに釘づけになっていることに気づいた徹は苦にが笑わらいを浮かべた。

「こら、人のものをまじまじと見るな。仕方ないだろう、疲れてるんだから」

「み、見られたくないなら、ちゃんと隠かくしといてよ！」　>>>♥

　慌あわてて視線を逸らすけれど、どうしても目の端はしで追おうとしてしまう。

（俺のバカ！　ちょっとは遠えん慮りよしろよ!!）

　胸の内で自分を叱しかり飛ばす。ダメだとわかっていても、覗のぞき見たくなる欲よつ求きゆうが抑おさえきれない自分が嫌いやになる。

「そりゃそうだな。悪い悪い」

　悪いと云いつつ、徹は隠す気はないようだ。自信があるのか、無む頓とん着ちやくなのかわからないが、鉄平にとっては目に毒なのだから、少しは恥じらって欲しい。

　気まずさをごまかすために何か云わなければと思い、口を開く。しかし、テンパっていたせいで、思ってもいないことを告げてしまった。

「そ、そうだ、溜たまってるなら抜ぬいてあげよっか」

（ななな何云ってんだ、俺！）

　心の中でツッコミを入れるけれど、一度発した言葉はもう戻もどせない。

　けれど、果たして本当に思ってもいないことだったのだろうか。もしかしたら、浅ましい本音が漏もれてしまっただけなのかもしれない。

　そんな胸の内を知ってか知らずか、徹は鉄平の発言を軽く流した。

「こら、鉄平。そういう冗談を云うのはよせ。相手が本気にしたらどうする」

「……どうせ、徹さんは本気にしないじゃん」

　本気になんて、してもらえるはずがない。しょせん、自分は徹の守しゆ備び範はん囲い外だ。自分の言葉に後こう悔かいしていたけれど、少しも動どう揺ようしていない徹の反応にも身勝手に傷ついた。

「ごめん、いまのもなし。俺、冗談のセンスもないよね───」

　笑ってごまかそうとしたその瞬しゆん間かん、徹は突とつ然ぜん鉄平の腕うでを摑つかんで引き寄せ、無言で口づけてきた。

「ん……っ!?」

　押し当てられた唇くちびるの感かん触しよくに目を瞠みはっていたら、頭の後ろを押さえられ、唇を貪むさぼられる。その乱暴な仕草に喘あえいだら、薄うすく開いた隙すき間まから強ごう引いんに舌を捻じ込まれた。

「んん……ぁ……っ」

　舌同士が触れ合った瞬間、ぞくぞくと背筋がおののく。徹は搦からめ捕とった舌を強く吸い上げてきた。

　徹は困こん惑わくする鉄平の口こう腔こうを問答無用で搔かき回してくる。上うわ顎あごをなぞられ、舌を甘嚙がみされると、腰こしの奥が疼うずいてしまう。

「ぁん、ン、んー…っ」

　素面しらふでの濃のう厚こうなキスに甘く蕩とろけた四し肢しからは力が抜けていく。それ以前にどんなふうに反応していいかわからず、鉄平はされるがままになるしかなかった。

　意識が飛びかけた頃、ようやく唇が解放された。

「……ふはっ、は、あ……っ!?」

　支えを失った途と端たん、膝ひざががくんと折れ、へなへなとその場にへたり込んでしまった。腰も抜けてしまっているようで、立ち上がろうとしてもすぐに腰が落ちてしまう。

（た、立てない……）

　その上、キスの感触も余よ韻いんも、まだ生々しく残っている。

　それどころか、いまのキスで鉄平の体はすっかり熱を持ってしまった。ジーンズの中では自身が主張を始めている。

　徹は、へたり込んだまま立ち上がれないでいる鉄平のおでこを指先で弾はじいてきた。

「いてっ」

「大人をからかうと痛い目に遭あうってわかっただろ」

「……ッ」

　真っ赤になっている鉄平を残し、浴室のドアが閉められた。次いで、シャワーの音が聞こえてくる。

　口づけから解放されて我に返った鉄平は、這はうようにして脱だつ衣い所じよを出ると、自分の部屋へと駆かけ込んだ。ドアを閉めて鍵かぎをかけ、ベッドの脇わきの床に座り込む。羞しゆう恥ちに火ほ照てる顔を、ベッドカバーへと押しつける。

（……し、死ぬかと思った……）

　あんな反はん撃げきがくるなんて思いもしなかった。まだ感触の残る唇を指でなぞる。下した唇くちびるを食はまれ、舌を差し込まれたときの感覚がとくに強きよう烈れつに残っていた。

「何であんなこと云っちゃったんだろう」

　熱の引かない体を自分の腕で擦こすりながら、後悔を呟つぶやく。

　恋れん愛あいの『好き』は、性的な視点が含ふくまれているものだ。それがわかっていて、どうしてあんな発言をしてしまったのか、自分でも信じられない。

　もしも、徹のことが好きでも何でもなければ、ただの下品な冗じよう談だんですんだはずだ。けれど、鉄平の言葉には隠していた気持ちが滲にじんでしまっていたのだろう。そうでなければ、徹があんなふうな『お仕置き』をしてくるはずがない。

「どうしよう、これ……」

　徹のキスでスイッチの入ってしまった体は、自然に治まるような状態ではなかった。

　深呼吸を繰くり返して、どうにか落ち着かせようとするけれど、下着の中で膨ふくらんだ自身は明確な刺し激げきを求めている。

　冷たいシャワーでも浴びれば治まるかもしれないが、いまは徹がバスルームにいる。

　かと云いって、何となく徹の家で自じ慰いをすることには気が引けた。後ろめたさを感じてしまうのは、どうしても脳のう裏りに徹を思い浮うかべてしまうからだ。

　しかし、このまま放っておくのは辛つらすぎる。すでに下着の中では、自身がいまにも弾はじけてしまいそうなほどに張り詰つめていた。

　このまま無む理り矢や理り眠ねむりについたとしても、下着を汚よごさずにすむとは思えない。

「……仕方ない、よな？」

　云い聞かせるように、自分を納なつ得とくさせる。ただの処理だと割り切り、できるだけ事務的にウエストを緩ゆるめ、鉄平は自らの股間に手を突つっ込んだ。

「……ッ」

　指を絡からめた昂ぶりはやけに敏びん感かんになっていて、緩く擦るだけでいつもよりも感じてしまう。それまで抱いだいていた躊躇ためらいは一いつ瞬しゆんで消え、鉄平は自分を慰なぐさめることに夢中になった。

「く……っ、ん、はっ……」

　指の動きに熱を込めると、あっという間に息が上がり、全身が熱くなってきた。腰を浮かして下着をずらし、自身を擦る手の動きを大きくする。

　ダメだと思いながらも、真っ先に考えてしまうのは徹のことだ。快感だけを追っているいま、理性など脆もろく儚はかない。

（あのとき、どんなふうにしてもらったっけ……？）

　目を瞑つぶって、徹に触れられたときのことを思い出しながら、搦めた指を動かしていく。張り詰めた表面をキツく擦り、先せん端たんの窪くぼみを指先で抉えぐる。

　体液の滲むそこを爪つめで軽く引っ搔くと、びくんっと腰が震ふるえた。

「あっ！　ン、んん……っ」

　あんなに酩めい酊ていしていなければもっとはっきり覚えていたのにと、自分のあやふやな記き憶おくが恨うらめしくなった。

　とは云え、酔よっていなければあんなことにもならなかったと思うと、複雑な気持ちになる。

「も、ちょっと……なのに……っ」

　体が徹の愛あい撫ぶを覚えているせいか、自分の指には物足りなさを感じてしまう。あと少しで手が届きそうなのに、その一歩が踏ふみ出せない。

　そんな感覚がもどかしく、だんだん焦あせりが滲んでくる。

　徹がシャワーから上がってくる前に終わらせなければ。徹には絶対に知られたくない。　>>>♥

「ン、はっ…あ……」

　足りない感覚を埋うめ合わせようと、鉄平はおずおずと左手を胸むな元もとに這わせた。あのとき、徹がしたように皮ひ膚ふを撫なで、胸にある小さな突とつ起きを指先で捕らえる。

　自分で触さわっているだけではくすぐったいだけだったけれど、必死に記憶を探さぐり、徹の指の動きを思い出す。

　指先に引っかかったそれをやんわりと撫で、硬かたく尖とがったそこを押し潰つぶすようにして捏こねた。

「あ……っ、ぁ、ん……」

　思わず高い声が漏れてしまったけれど、すぐに唇を嚙かむ。あまり大きな声を出したら、徹に聞こえてしまうかもしれない。

　この手が徹のものだったら───そんな夢想をしながら両方の手を夢中で動かし、自らを高めることに集中する。

「あ、あ、ぁ……徹さん……っ」

　好きな人の名を呼んだ瞬間、頭の中が真っ白になる。鉄平は下か肢しを震わせ、自らの手の中に生温かい白はく濁だくを吐はき出した。

　肩かたを上下させながら、上がった呼吸を落ち着ける。吐と精せいした体は一気に熱が引いていき、虚むなしさが込み上げてきた。

「……何やってんだろ、俺……」

　思わず呟いた言葉は、より一層鉄平の胸に苦い後こう悔かいを滲ませた。墓ぼ穴けつを掘ほってばかりいる自分に嫌いや気けが差さす。

　床ゆかにめり込むくらい落ち込みながら、ティッシュをざくざくと引き抜ぬいて後始末をする。戻もどってきた理性は、自己嫌けん悪おしか生まなかった。

　自分はいったい、どうしたいのだろう。

　徹のことが好きだ。だから、傍そばにいたいし、迷めい惑わくをかけたくないから、傍にいたくない。矛む盾じゆんする想おもいのどちらも噓うそではない。

　元々、二つのことを一度にできるような器用な性格ではない。なのに、矛盾を抱かかえているから、おかしな言動を取ってしまうのかもしれない。

（俺に隠かくしごとなんてできるわけないんだよ……）

　徹の前から姿を消した、あの行動はいま思えば正しかったのだろう。あのまま隣となりに住んでいたら、とっくに玉ぎよく砕さいし、徹にも敬遠されていたはずだ。

　だったら『いま』だって、すぐにでもいなくなればいい。まとまったお金もあり、未成年の頃ころよりも行動力もある。東京を離はなれて暮らすことだってできるはずだ。

　それなのに、あれこれと自分に云い訳をして徹の家に留とどまっているのは、彼に対する未練が強いせいだろう。

　一人で生きてきたこの数年は、辛いこともたくさんあった。それでも弱音は誰だれにも吐けなかったし、一息入れて休む間もなかった。

　だが、徹の傍にいると、自分の家に帰ってきたような安心感があるのだ。

（それだって、矛盾してるけど）

　家族のように信しん頼らいしてる人に恋こいをしているなんて、傍から見たらおかしいと云われるかもしれない。それでも、どちらの感情もやはり真実なのだ。

「鉄平、ちょっといいか？」

「うわっ!?」

　突とつ然ぜんのノックと呼びかけに、心臓が口から飛び出そうなほど驚おどろいた。　>>>♥

「どうかしたのか？　大だい丈じよう夫ぶか？」

「大丈夫！　ちょっとびっくりしただけだから！」

「開けていいか？　渡わたしたいものがあるんだ」

「ダメ！　あ、いや、いま荷物ひっくり返しちゃって、ドア開かなくて！　片づけたらリビング行くからちょっと待ってて！」

　別に部屋は散らかっていないけれど、いま部屋を開けられたら何をしていたか感づかれてしまいかねない。慌あわてて服装を直し、窓を開けて換かん気きする。

「わかった。向こうで待ってるな」

「ごめん、すぐ行くから！」

　徹が部屋の前を去ったのを気配で確かく認にんしたあと、そっと部屋を抜け出し、バスルームへと向かった。洗面台でそそくさと手を洗い、素知らぬ顔でリビングに顔を出す。

「お…お待たせ！」

　声が裏返りそうになるのを咳せき払ばらいでごまかし、ミネラルウォーターのボトルに直じかに口をつけて飲んでいる徹に声をかけた。

（あんなことしてたなんて、バレるわけないよな……？）

　鉄平自身が妙みような態度を取らなければ、怪あやしまれることはないはずだ。そうは思っても、微び妙みような気まずさは拭ぬぐいきれない。

「渡したいものって何？」

「携けい帯たい持ってないって云ってたろ。今日、一台契けい約やくしてきたんだ」

「えっ、もしかして俺のために!?」

「他ほかに誰がいるんだ」

　差し出された紙かみ袋ぶくろには携けい帯たい電でん話わ会社のロゴが入っていた。

「あの、徹さん……気持ちは嬉うれしいけど、さすがにそこまでしてもらうわけには……」

　ホストクラブから携帯電話を借りていたのは、営業に必要だったからだ。プライベートではまったくと云いっていいほど、使った例ためしはない。

「いいから持っておけ。いざというとき、連れん絡らくが取れたほうがいいだろう。いま、公衆電話も少なくなってきてるしな」

「で、でも……」

「いいから。気が引けるようなら、俺が連絡したいときのために持ってるだけでいい。番号は、俺の携帯とここの番号を登録してある。お守り代わりだと思っておけ」

「わかった、じゃあ、しばらく借りておくね」

　甘えすぎではないかと気が引けたけれど、わざわざ契約してきてくれたのに固辞するのも申し訳ない。

（徹さんの中では、俺なんてまだまだ子供みたいなもんなんだろうな……）

　鉄平自身が頼たよりないということに加え、出逢った頃の印象が抜けないせいもあるのだろう。大学に通うために徹が隣に引っ越こしてきたとき、鉄平はまだ中学生だった。

「あっ、そうだ、携帯代は俺が払はらうよ！　徹さんに取り返してもらったお金もあるし、そのくらい俺に出させてよ」

「そうか？　なら、来月分からお前に任せるよ」

　使用料金を鉄平が支し払はらうということになり、少しだけ気が軽くなった。

「開けていい？」

「ああ、お前の携帯だからな」

　徹はどんな機種を選んでくれたのだろうかとドキドキしながら、箱の蓋ふたを開けた鉄平は、思わず目を瞬またたいた。

「───って、何これ」

　箱の中には、まるでオモチャのようなフォルムのものが入っていた。これが携帯電話だとしたら、一いつ般ぱん的なものと比べると、ボタンの数が圧あつ倒とう的に少ない。

「子供用携帯だ。とりあえず、俺が連絡取れりゃいいんだから、それで充じゆう分ぶんだろ。防犯ブザーもついてるから、いざというときに安心だ」

「ちょっ、さすがに子供扱あつかいしすぎじゃないの!?」

　心配してくれるのはありがたいけれど、鉄平はとっくに成人している。自分でも抜けているところがあるのは自覚しているけれど、小学生レベルの扱いは心外だ。

　徹がからかっているのではないかと思って表情を窺うかがったけれど、至し極ごく真ま面じ目めに云っているようだった。

「防犯ブザーはそのストラップを引っ張ればいいらしい。緊きん急きゆう地じ震しん速報にも対応してるらしいから、万が一のときは身の安全を確保するんだぞ」

「いや、だから、いくら俺だってここまでしなくたって平気だよ！」

「いまの小学生のほうが、もっとしっかりしてると思うが？　ベロベロに酔よわされて犯おかされそうになってたのはどこの誰だ」

「う……」

「そもそも、お前はトラブルを引き寄せやすい質たちなんだ。用心して、しすぎることはない。常に最悪のパターンをシミュレーションして、前まえ以もつて手を打っておくべきだ」

　反論を封ふうじられ、渋しぶ々しぶと口を噤つぐむ。

　徹の云っていることは、悔くやしいけれど否定できない。少々癪しやくだが、これを持っていれば徹が安心だと云うのなら仕方ない。

「履り歴れき書しよに書く電話番号はウチのを使え。登録できる番号の件数は限られてるようだが、そう不便はないだろう？」

「たしかにそう云われてみれば、そうかも……。俺、携帯の番号知ってる友達いないし」

　決して、友達がいないわけではない。自分用の携帯電話を持っていなかったから、番号を交こう換かんできなかっただけのことだ。

　ヤミ金業者に追われるようになってからは、とくに気をつけて、メモや名めい刺しなどを受け取らないようにしていた。

　部屋に押しかけてきた業者に見つけられたら、悪用されかねない。念のためにと中学や高校のときの名めい簿ぼも処分したほどだ。

（いま頃ごろ、みんなどうしてるんだろう……）

　鉄平にも親しい友人はたくさんいた。けれど、高校卒業後は誰とも連絡を取り合っていない。高校にも引っ越し先は伝えていないから、同窓会の知らせが来ることもないだろう。

「だったら、これから聞けばいいだろう。ただし、お前が『友達』だと思える相手だけにしておけよ」

「うん、気をつける」

　徹は保護者の気分なのだろう。期待しているわけではないけれど、完かん璧ぺきに守しゆ備び範はん囲い外だと云われているようで、少しだけ淋さびしくなった。

「それじゃ、寝ねるか。遅おそくまでつき合わせて悪かったな」

「ううん、好きで起きてただけだし！」

「だとしても、もう寝ろ。夜よ更ふかししてると、朝起きれなくなるぞ」

「徹さんほど寝ね起おき悪くないよ、俺」

　起き抜ぬけの徹の機き嫌げんは、お世辞にもいいほうではない。何も知らない人が見たら、怖こわくて逃にげ出すほどだ。それも十分ほどすれば治まり普ふ通つうになるのだが、それまでは本当に凶きよう悪あくだ。

「じゃあ、明日は鉄平に起こしてもらうかな」

「えっ、俺が起こすの!?」

　朝の徹と対たい峙じするだけならともかく、起こすとなるとハードルが高い。ぎょっとしている鉄平に、徹は声を立てて笑った。

「冗じよう談だんだよ。俺だって社会人になって長いんだ。自分で起きられるよ。じゃ、おやすみ鉄平」

「お、おやすみなさい」

　優やさしい眼まな差ざしがくすぐったくて、鉄平は足あし下もとに視線を落とす。徹は鉄平の頭を乱暴に撫なでてから、もう一度おやすみと云って自室へと引っ込んだ。

　一人になった鉄平は、徹の手の重みが残っている頭を自分で擦さすってみる。

　どうして、徹に頭を撫でられるのに弱いのだろう。まるで、猫ねこが喉のどの下を撫でられているときのようになってしまう。

「……あーあ、眠ねむれるのかな、俺……」

　頭の中に色んなことが渦うず巻まいて、悶もん々もんとしている。さっきの自己嫌けん悪おは消えていないのに、徹の優しい仕草にドギマギしている自分はごまかせない。

　それと同時に、恋れん愛あい対象外と云わんばかりの徹の態度が淋しくもあった。こんなにも相反する感情をいっぺんに抱かかえるのは初めてのことだ。

（でも、ちゃんと寝ないと。早起きしないとお弁当も作れないし！）

　いくら頭を抱えていても仕方がない。

　どうせ自分は賢かしこいわけではないのだから、頭を使ったからと云って答えや解決法が導き出されるわけではない。

　鉄平はそう自分に云い聞かせ、部屋へと戻もどっていった。
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「ええと、どっちに行けばいいんだ？」

　目的の駅で降りた鉄平は、完璧に方向感覚を失っていた。地下鉄から地上に出るときは、いつも混乱してしまう。

　ましてや、初めての場所なため、迷わずにすんなり辿たどり着く自信がなかった。

（急がないと時間になっちゃうよ）

　朝から大おお掃そう除じの仕上げとして家中磨みがき上げていた鉄平に、徹から電話が来た。大事な書類を家に忘れたらしく、事務所まで持ってきて欲しいとのことだった。

　依い頼らい人にんとの面談の時間が迫せまっていて、取りに帰る時間がなかったらしい。徹の役に立てるならと、鉄平は二つ返事で引き受けて家を出たのだった。

「美容院ってどれだろう……」

　徹からの頼たのまれごとが嬉うれしくて急いでやってきたのはいいけれど、ファックスで送ってもらった地図の見方がよくわからない。

　そこに描えがかれている目印を探してきょろきょろしていたら、人にぶつかってしまった。

「……っ!?」

「わ…っ、す、すみません！」

　反動で跳はね返されて、たたらを踏ふむ。何とかバランスを取り、尻しり餅もちをつかずにすんだ。咄とつ嗟さに書類が入った封ふう筒とうを抱え直し、ぶつかった相手に頭を下げる。

「いや、こちらこそすまなかった。怪け我がはないかい？」

「大だい丈じよう夫ぶです！　俺がちゃんと前見てなかったのが悪かったんで！」

「僕もぼんやりしてたから気にしないで」

　スーツを身につけたビジネスマン風の男性は、鉄平に慰なぐさめの言葉を告げながら取り落とした荷物を拾い始めた。

「あっ、俺も手伝います！」

　気にするなと云いわれたけれど、素知らぬふりで行ってしまうわけにはいかない。散らばった写真を揃そろえて封筒に戻して手て渡わたすと、笑え顔がおで礼を云われた。

「ありがとう、助かったよ」

「いえ、俺のせいですから」

　笑い返しつつも、いま目にした写真が気になった。一般的なスナップではなく、まるで隠かくし撮どりをしたような構図で男女の後ろ姿が収まっていた。

（まあ、俺には関係ないし）

　誰だれしも事情があるだろうし、いまの写真を彼が撮とったとも限らない。鉄平は深く考えず、すぐに頭の中から消し去った。

　お互たがいに頭を下げつつ別れ、鉄平はいま来た道を引き返した。道がわからない以上、スタート地点へ戻り地図を見直すしかない。

　案内板に表示されている広域の地図とファックスでもらった手書きの地図を照らし合わせて、ようやく自分の立ち位置を把は握あくすることができた。

「何だ、方向が違ちがったんだ」

　もらった地図を九十度回して見ればいいのだとわかり、ようやく徹の事務所に向かって歩き出すことができた。

　腕うで時ど計けいを確かく認にんすると、もうすぐ徹に指定された時間になるところだった。依頼人との約束の時間は二時だと云っていた。

「やばい、急がないと」

　このままのんびりしていたら、徹に指定された時間に遅おくれてしまう。地図に記された目印を探しながら、事務所へと小走りで急いだ。

　せっかく徹が自分を頼たよってくれたのだから、役に立ちたい。そうすれば、昨夜の気まずさも少しは薄うすまってくれるのではないかという思いもあった。

（徹さんは全然気にしてないみたいだったけど……）

　昨日のキスは、再会したあの日のできごとと同様に、徹にとっては取るに足らないことだったようだ。

　だが、自分は徹の顔を見るだけで、唇くちびるの感かん触しよくや体の疼うずきを思い出しそうになってしまう。今朝の朝食の席では、内心の動どう揺ようが表に出ないようにするのが大変だった。

「あ、あのビルかな」

　ファストフードの斜ななめ前にあるグレーの五階建てのオフィスビルと云っていたから、間ま違ちがいないだろう。入り口のところに掲けい示じしてあるパネルにも、『四階・新海弁護士事務所』と書いてある。

　ほっとしながらエレベーターに乗り込み、事務所のある四階のボタンを押す。扉とびらが閉まるのを待っていたら、外から呼び止める声が聞こえてきた。

「すみません、乗ります！」

　閉まりかけたドアを開いて待つと、男性が乗り込んできた。

「ありがとうございます」

「何階ですか？」

「四階を───あ、君はさっきの……」

「え？　さっきって……あ！」

　慌あわててエレベーターに乗り込んできたのは、駅前でぶつかったあの男性だった。こんな偶ぐう然ぜんがあるものだと驚おどろいてしまう。しかも、行き先は四階だと云っていた。

　つまり、徹の事務所に相談に来た依頼人ということだ。事務所を訪ねてきた時間を考えると、彼が面談の約束をしていた依頼人ということだろう。

　ふと、さっき目にした写真のことを思い出す。

（あの写真は交こう渉しよう用なのかもな）

　ホストクラブに来る客の中には、人妻も少なくなかった。中には離り婚こんを考えていて、いま相手の粗あら探しをするために調査会社に身辺調査をさせていると豪ごう語ごしている客もいた。

　もしかしたら、彼もそういった問題を抱えているのかもしれない。どちらにしろ、勝手に詮せん索さくするのはあまりいいことではない。

「すごい偶然ですね。俺も四階に行くところだったんです」

「本当かい？　何だか運命的な出で逢あいを感じるな」

「あはは、そうですね」

　やけに真ま面じ目めな顔で云われ、鉄平は笑って返す。運命と云っても、同じような時間に同じ目的地へ向かっていたなら、同じ道を通ってきてもおかしくはない。

「あれ、でも四階には新海弁護士事務所しか入ってないよね？　君も相談に？」

「いえ、俺は届けものに」

「じゃあ、スタッフさん？　もしかして、弁護士の卵かな？」

「とんでもないです！　俺、頭よくないから無理ですよ！　それにこんな見た目してるし、もし弁護士だったら誰も俺なんかには相談には来ないでしょうし」

　そもそも、司法試験以前に大学に入れる頭もないから、もしもを想像したところで無意味だ。

「そんなことないよ。僕なら、君が弁護してくれるって云ったら、喜んで依頼するけどね」

「裁判に負けちゃってもいいんですか？　俺じゃ絶対勝てませんよ」

「うーん、それは困るな」

　そんなふうに笑い合っているうちに、エレベーターは四階へと到とう着ちやくした。事務所の客であろう彼に下りてもらおうとしたら、先にエスコートされてしまった。

「どうぞ。さっきは僕が待ってもらったから」

「あ、じゃあ、お先に失礼します」

　遠えん慮りよして押し問答している時間ももったいなかったため、遠慮なく先に下りた。いまの鉄平の使命は、手にしている書類を徹に渡わたすことだ。

　廊ろう下かの先に強い筆ふで遣づかいで書かれた木製の看板が見えた。磨すりガラスの入った事務所のドアをノックし、緊きん張ちようしながら中を覗のぞき込む。

「ええと、お邪じや魔まします……」

　ドアの前にはパーティションと観葉植物が置かれているため、事務所内の様子はわからない。しかし、鉄平の声に気づいたスタッフが出で迎むかえてくれた。

「依い頼らい人にんの方ですか？　あっ、あなた鉄平くんね！」

「へ？　あ、はい、そうですけど……」

　目鼻立ちのはっきりとした女性に名前を呼ばれ、びっくりする。

「ちょっと待っててね、忍成先生呼んでくるから。先生、お待ちかねの鉄平くんよー」

　そんなに大きな声でなくても聞こえているだろうに、わざわざ奥に引っ込んだ。

（忍成先生、だって）

　弁護士なのだからそう呼ばれて当然だが、鉄平にとっては新しん鮮せんな響ひびきだった。こっそりと小声で呼んでみようとしたその瞬しゆん間かん、徹が現れた。

「鉄平、わざわざすまなかったな」

「と、徹さん！」

　まだ口にしていないのだから聞かれているわけはないのだが、何となく気まずい。

「顔が赤いが、熱でもあるのか？」

「大丈夫！　ちょっと走ったから、そのせいだと思う！」

　おでこに伸のびてきた手から逃にげ、ありきたりの云い訳を口にする。いたたまれなさをごまかすため、慌てて持ってきた封筒を差し出した。

「はい、これ！　書類ってこれでよかったんだよね？」

　徹は封ふう筒とうの中身を確認し、頷うなずいた。

「助かったよ、ありがとう。無理云いって悪かったな。あの地図、わかりにくくなかったか？」

「そんなことないよ！　ただ、最初の道を間ま違ちがえちゃって……」

　迷子になりかけたのは、地図のせいではなく方向音おん痴ちの自分のせいだ。

　最初から駅前の案内図を見ればよかったのに、よく確認せずに歩き出した方角が違っていたために時間をロスする羽目になったのだ。

「やっぱり、わからなかったんだな。迷ってたなら、どうして電話しなかったんだ？　事務所の番号も登録しておいただろう？」

「あ、そっか。電話すればよかったんだ……」

　携けい帯たい電でん話わを使うことに慣れていないため、思いつきもしなかった。先に一報入れておけば、徹に気を揉もませることもなかったのにと後こう悔かいしていると、さっき徹を呼びに行ってくれた女の人が、わざと拗すねた素そ振ぶりで口を挟はさんできた。

「ちょっと、忍成先生。私のことは紹しよう介かいしてくれないんですか？」

「ああ、すまない。すっかり、忘れてた。彼女はウチみたいな零れい細さい事務所で、安く働いてくれてる佐さ治じ美み涼すず先生だ」

「何、その説明」

「事実だろう。大手からの引き合いもあるのに、わざわざウチに残ってるんだから」

「私は新海先生に恩があるから、ここで働いてるんです」

「本当にそれだけか？」

「まあ、色々ありましたけどね。でも、いいんですよ。私には大手は向いてないんです」

　二人の遣やり取りに、徹と佐治の親密さが気になった。二人の間の空気に、ただの同どう僚りよう以上の気安さを感じる。

「あの……佐治先生は徹さんとつき合い長いんですか？」

「そうよー。大学の頃ころからだから、十年くらいになるかしら？」

　徹の大学時代の彼女の中に佐治はいなかったはずだ。こんな華はなやかな美人がいたら、忘れるはずがない。

「事務員が一人いるんだが、いま裁判所に行ってもらってるから今度紹介する」

「今度って云っても、また来るかわかんないよ？」

　今日はたまたま徹が家に忘れ物をしたから届けに来たけれど、度たび々たびそんなミスを犯おかすとは思えない。

「何もなくたって、遊びに来ればいいじゃない。この近くに美味おいしいイタリアンのお店があるから、今度みんなで行かない？」

「でも、俺がいたら仕事の邪魔になりますし……」

　仕事という言葉が引っかかり、何か忘れているような気分になった。大事なことがあったはずなのだが思い出せない。

（何だっけ？）

　自分の今日の行動を反はん芻すうしながら頭を捻ひねっていた鉄平は、小さく声を上げた。

「あ！」

「どうしたんだ、鉄平？」

「お客さん！　お客さんが来てたんだった！」

「客？」

「実はさっき、エレベーターで一いつ緒しよになった人がいたんだけど───」

　振ふり返っても入り口のところにはいない。ドアを開けてみると、彼は廊下で立っていた。どうやら、鉄平の用事がすむのを待っていたようだ。

「衛え藤とうさん！　すみません、そんなところでお待たせしてしまって！」

　恐きよう縮しゆくする佐治に、衛藤と呼ばれた男は笑って返す。

「あ、いえ、お気になさらないで下さい。約束の時間より早くに来てしまいましたし、少し待ってようかと。僕はそちらの彼のあとでかまいませんよ」

「あっ、俺の用事は終わりましたから！　もう帰るつもりだったんでどうぞ！　邪魔しちゃってすみませんでした…っ」

　入り口の真ん前に立っていた自分が障害物になっていることに気づき、鉄平は慌あわてて場所を空ける。

「いやいや、僕は急がないから大だい丈じよう夫ぶだよ。話が終わってないんじゃないの？」

「ただの世間話だったのでお気き遣づかいなく。いま、ご案内します。奥へどうぞ」

　徹が衛藤を事務所内へと誘さそった。こんな場所で遠慮し合い、押し問答をしていても結局は時間の無む駄だでしかない。

「何だかすみません。僕のほうこそ邪魔しちゃったみたいで───あっ、そういえば、僕の名前も云ってなかったね。申もうし遅おくれました。衛藤宏ひろ昭あきと申します」

　衛藤はそそくさと帰ろうとしていた鉄平を呼び止め、名めい刺しを差し出してきた。どうしたらいいかわからず迷ったけれど、ドラマなどの見み様よう見み真似まねで両手でそれを受け取った。

「……ありがとうございます……」

　渡された名刺には『営業課課長代理』と書かれていた。名刺を渡されてしまった以上、こちらも名乗らなくては失礼に当たる。そう思い、鉄平は自分の名前を口にした。

「俺は柏原鉄平です。えーと……」

　徹の手前、無職ですとは云いがたい。いまの立場を何と説明すればいいのかわからず口くち籠ごもっていると、徹がフォローを入れてくれた。

「彼は私の身内の者です。個人的に頼たのみごとがありまして、足を運んでもらったんですよ」

「それはさっき彼から聞きました。届けものがあるとかで。いや、いまどき珍めずらしい好青年ですね。最近の子は道でぶつかっても、黙だまって行ってしまうじゃないですか。柏原くんは荷物を拾うのも手伝ってくれて、本当に助かりました」

「は？」

　衛藤の言葉に徹が怪け訝げんな顔をしたので、慌てて説明する。

「あっ、あの、ここに来る前にも駅で偶ぐう然ぜん会ったんだけど、俺の不注意でぶつかっちゃって、それで───」

　元々順序立てて話すことが苦手な上、焦あせるせいで余計に言葉が上手うまく出てこない。

「つまり、駅前でぶつかったときに顔を合わせていて、このビルのエレベーターで偶然再会したってことか」

「そうそう！」

　徹が鉄平の云いたいことを汲くみ取って、簡潔にまとめてくれた。

「あれは僕の前方不注意もいけなかったんだからお互たがい様さまだよ。でも、こんなふうな縁えんがあるなんて、あのときは思いもしなかったな。エレベーターで再会したときは、本当に運命を感じたね」

　衛藤はさっきも云っていたことを、また繰くり返した。どうやら、『運命』という言葉が好きなようだ。何となく引っかかりを覚えたけれど、その違い和わ感かんの正体がわからなかったため、それ以上考えるのをやめて衛藤に同意した。

「確かに運命的ですよね」

　流されて頷いた鉄平の言葉を遮さえぎるように、徹が硬かたい口調で否定する。

「それはただの偶然でしょう。出発地と目的地が同じなら、同じ道を通るでしょうから」

　徹の冷静な指し摘てきに、衛藤は僅わずかに表情を曇くもらせた。だが、それは一いつ瞬しゆんのことで、すぐに穏おだやかな顔に戻もどり、鉄平を質問責めにしてくる。

「普ふ段だんは何を？　学生さん？」

「え？　いえ、その、就職活動中で……。学校はずいぶん前に卒業しました。こう見えて、もう二十三なんで」

　精神年ねん齢れいが幼いのか、実じつ年ねん齢れいよりも四、五歳若く見られることが多い。十代の頃から成長できていないのか、それとも、当時はもっと中身が未発達だったのか。

　女性ならともかく、男の自分が若く見られるのはあまり喜ばしいことではない。

「え、本当に？　もっと若いかと思ってたよ。二十三ってことは大学出たてかな。いま就職難で大変だって云うもんね。柏原くんはどんな仕事に就つきたいの？　僕が相談に乗れるようなら遠えん慮りよなく云ってよ。それなりに紹介できる伝つ手ては持ってるから」

　やけに鉄平のことを知りたがる衛藤に、鉄平は面めん食くらった。衛藤の云うところの『運命』の出で逢あいが、そんなに衝しよう撃げき的だったのだろうか。

　困こん惑わくを浮うかべそうになった顔を笑えみの形に変え、衛藤の申し出を遠回しに断った。

「ええと、ありがとうございます。できるだけ自分一人でがんばりたいんで。お気持ちだけ受け取っておきます」

「本当に欲よくのない子なんだね。この事務所で働く予定もないの？」

「とんでもない！　俺なんかがいたら徹さんたちの迷めい惑わくになりますから！」

　どんなに職に困ったとしても、それだけはないと断言できる。ただでさえ徹のお荷物になっているのに、これ以上の負担にはなりたくない。

「迷惑になんて思わないわよ。ただ、零れい細さい事務所だから、あんまり高いお給料は払はらえないってだけで」

「佐治、余計なことは云いわなくていい」

　軽口を挟はさむ佐治を、徹が軽く睨にらむ。その反応に、鉄平は少しだけ傷ついた。

（しょうがないんだけどさ）

　徹が自分を雇やとう気がないのはわかっていたことだけれど、実際に気乗りしない様子を見るのはあまりいい気分ではなかった。

「残念、この事務所のスタッフさんならまた会えるのに。弁護士を目指す気はないの？　でも、こんなに可愛かわいい弁護士さんがいたら、裁判の判決も甘くなっちゃって困るかもね」

「衛藤さん、裁判は容姿では決まりませんよ」

　徹は衛藤の言葉を、硬い声こわ音ねで訂てい正せいする。軽口に対しての言動にしては、ずいぶん厳しいものだった。どうやら、徹にとってこの話題は好ましいものではないようだ。

「たしかにそうですね、不ふ謹きん慎しんな冗じよう談だんを云ったりして失礼しました」

　表向きは和なごやかでも、空気が硬くなったのがわかった。二人の間の冷ややかな雰ふん囲い気きに戸と惑まどっていたら、佐治が急に話題を変えた。

「衛藤さん、喉のど渇かわいてませんか？　立ち話も何ですから、こちらへどうぞ。いま、お茶淹れますね」

「ああ、ありがとうございます。柏原くんも引き留めてしまって申し訳ない。また会えるといいね」

「あ、はい」

　衛藤は佐治の案内で事務所の奥へと通された。徹と二人きりになって、ほっとする。

　自分の思い違ちがいかもしれないけれど、いま、徹と衛藤の間には一いつ触しよく即そく発はつの空気があった気がした。佐治が割って入ってきてくれなければ、どうなっていたかわからない。

「……俺も余よ裕ゆうがないな」

「え？」

「いや、こっちの話だ。できたらお茶くらい連れてってやりたいんだが、時間がなくてな。せっかくここまで来てもらったのにすまない」

「何云ってんだよ、仕事なんだから。俺も帰って洗せん濯たく物ものとか取り込まなくちゃいけないし！……ていうか、何かごめん。仕事の邪じや魔ましちゃって……」

　鉄平がいなければ、衛藤とあんなふうに睨み合うこともなかったかと思うと、罪悪感で胸がいっぱいになる。

「鉄平が謝ることなんて何もないだろ。届けものを頼んだのは俺のほうだしな。本当に助かったよ。衛藤さんとぶつかったと云っていたが、怪け我がはしてないか？」

「うん、それは全然平気。俺、普段からよくぶつかったり転びそうになったりするから、咄とつ嗟さにバランス取るの得意なんだ」

　あまり胸を張って云えることではないけれど、一応は特技の一つだ。

「それなら、よかった。次からは迷子になったら、すぐ電話するんだぞ」

「だから、迷子じゃないってば！　ちゃんと、事務所まで来れたじゃん」

「そうだったな、すまんすまん」

「……っ、だから、子供じゃないって云ってるのにっ」

　まるで犬を褒ほめるかのように、がしがしと頭を撫なでられる。不意打ちすぎて、さりげなく避よける余裕もなかった。

（心臓に悪いんだってば！）　>>>♥

　頭を撫でられるのは嫌きらいではない。むしろ、好きだ。たったこれだけのことで、飛び上がりそうになるほど嬉うれしくなってしまう。だからこそ、困るのだ。

「あの、徹さんは行かなくていいの？」

　衛藤たちの行ったほうへと視線を向け、質問で話題を変える。いつまでも触さわられていたら、心臓がパンクしてしまう。

「ああ、衛藤さんの担当は佐治だからな」

「そうなんだ。あ、そうだ。夕ご飯は？」

「今日はいつもよりは早く帰れると思う」

「ホント？　じゃあ、ご飯用意して待ってるね！」

　徹との約束に、胸が躍おどる現金な自分に苦く笑しようする。何だかんだと云いながら、徹の傍そばを離はなれられないのは、やはり好きだからだ。

（もうちょっとだけ、いいよね……？）

　振ふり向いて欲しいとか、報むくわれたいとか、そんな大それた願いは抱いだいていない。ただ、徹との思い出ができればそれでいい。幸せだった記き憶おくさえあれば、何があっても前を向いて生きて行けるはずだから。

「気をつけて帰るんだぞ」

「うん！」










「……はい。はい、いえ……はい、失礼します」

　鉄平は力なく受話器を元に戻し、肩かたを落とした。夕飯の支し度たくの途と中ちゆうにかかってきた電話は、面接を受けた会社からの不採用の連れん絡らくだった。

「あーあ、またダメだったかあ……」

　問い合わせの返事すらなかったところを合わせると、けっこうな数になる。

　外に出るときも履り歴れき書しよを持ち歩き、飛び込みで面接を受けたりもしているが、未だに採用に結びついていなかった。

　経験のある飲食店をメインに応おう募ぼをしているのだが、徹に「酒を出す店はやめておけ」と云われており、なかなか希望する条件の仕事が見つからない。

（でも、夜の仕事のほうが給料いいんだよな……）

　深夜勤務なら別に手当も出るし、募ぼ集しゆうも多い。徹が心配する気持ちもわからなくはないけれど、本来、鉄平の立場では贅ぜい沢たくは云っていられない。

「やっぱ、工事現場とかしかないかなあ」

　非力な自分に向いているとは思えないけれど、日ひ雇やといなら手っ取り早く現金が手に入る。

　しかし、体力があるうちはともかく、その日暮らしのようなことを続けていては、いつか限界が来てしまうだろうと思うと二の足あしを踏ふんでしまう。

　できることなら、ある程度の貯ちよ蓄ちくができるような仕事か、経験が将来に活いかせる仕事に就ついておきたい。傍から見ればわがままな願望かもしれないけれど、何も持っていないからこそ体力のあるいまのうちに将来の保証となるものが欲しいのだ。

　徹のお陰かげで戻もどってきた金でアパートを借りることもできるが、やはり先のことを考えると安易に使えなかった。

「住み込みなら、給料安くてもいいんだけどなあ」

　住む場所さえ見つかれば、徹の部屋で居い候そうろうを続けなくてもすむ。けれど、就職難のこのご時世、そんな条件の仕事は見つからなかった。

「もしかして、この見た目もよくないのかな」

　以前は切りっぱなしの黒くろ髪かみだったのだが、ホストになったときに茶色に染めた。黒髪ではないほうが、ホストらしく見えるのではないかと思ったのだ。

　しかし、就職活動においては不利に働いているようだ。高卒で職を転々としている上に、軽けい薄はくそうな外見では雇うほうも不安に思うのだろう。

　キッチンに戻り、止めていた火をつけ直す。今日は日暮れから冷え込むと聞いたので、体が温まるようにポトフにした。これなら失敗することなく、煮に込むだけで美味おいしく作れる。

「あ、そうだ、洗濯物取り込まないと」

　数品作り終えたあと調理器具を片づけていた鉄平は、洗濯物を干しっぱなしだったことを思い出し、慌あわててベランダへ出た。

　見上げた空は不ふ穏おんな雨雲に覆おおわれていて、昼間の青空がまるで噓うそのようだ。

「何か、雨降ってきそうだなあ……」

　予報では日付が変わる頃ころに天候が崩くずれるだろうとのことだったけれど、それよりも早くなりそうだ。

　ベランダとリビングを往復しながら、大量の洗濯物を取り込んでいると、鉄平の嫌いやな予感が当たり、雨がぽつぽつ降ってきた。

「え、もう降ってきたの!?」

　慌てて室内に駆かけ込むと同時に、雨の勢いが強くなった。間かん一いつ髪ぱつのところで、洗濯物を濡ぬらさずにすんでほっとする。

　地面を叩たたきつける雨音は暴力的なほどで、遠くからは雷かみなりの音さえ聞こえている。昼は麗うららかな陽気だったにも拘かかわらず、すでに外は嵐あらしのようだ。

　テレビをつけてみると、夕方のニュース番組では突とつ発ぱつ的な豪ごう雨うに注意するようアナウンスしていた。気象予報士によれば、この雨は一晩は降り続くようだ。

「そういえば、徹さん傘かさ持ってるのかなあ」

　少なくとも、朝、家を出るときには持っていなかった。事務所に置き傘があればいいけれど、それがなければ濡れて帰ることになるかもしれない。

　ビニール傘を売っているようなコンビニエンスストアや薬局までは、事務所からは少々距きよ離りがあったから、買って帰るにしても雨の中を走る羽目になるだろう。

　玄げん関かんの傘かさ立たてを見たら、普ふ段だん使っているであろう紺こん色いろの傘かさが置いてあった。事務所に置き傘の一本や二本あるかもしれないが、どうせなら迎むかえに行って、一いつ緒しよに帰ってきたい。

「迎えに行ったほうがいいよな、うん」

　徹が傘を持っていなければ、気が利きくと褒めてもらえるかもしれないし、あわよくば相あい合あい傘で並んで帰れるかもしれない。

『鉄平？　どうしたんだ。帰ったんじゃなかったのか？』

『雨降ってきたから、迎えに。徹さん、傘持ってなかっただろ？』

『そのためにわざわざ？』

『あ、ごめん、事務所に置き傘くらいあるよね！　余計なことしてごめん』

『鉄平が謝ることなんてないだろ。その気持ちが嬉しいんだから』

『徹さん……』

『ウチに帰ろう。食事、用意してくれてるんだろう？』

　徹は傘を差すと、鉄平の肩を抱き寄せ───。

「……って、妄もう想そうしてる場合じゃない！」

　つい空想の世界に浸ひたりそうになってしまった。こんなことをしていたら、迎えに行く前に徹が帰ってきてしまう。我に返った徹は、慌てて家を飛び出した。










　相合い傘で帰りたいという野望はあったけれど、大おお柄がらな徹のことを考えたら、男二人で傘一つでは確実に濡れてしまう。それでは迎えに行く意味がない。

　自らの野望の達成は諦あきらめ、途中でビニール傘を買って、徹の事務所へと向かった。

　昼にも通った事務所の最も寄よりの地下鉄の改札を抜ぬけ、階段を上って地上へと出る。雨あま脚あしはさらに強くなっており、道路のあちこちに大きな水たまりができていた。

「うわ、さっきよりも酷ひどくなってる」

　電車に乗っている間に止やんでしまうのではないかと思ったりもしたけれど、雨脚は弱まることなく、さらに激しさを増していた。この雨では到とう底てい傘かさなしでは歩けそうにない。

　近くまで迎えに来たとメールを打とうとしたけれど、仕事中だったら邪じや魔まするわけにはいかない。鉄平は徹が仕事を終えるのを、事務所の斜ななめ前のファストフードで待つことにした。

（ここからなら、ビルの入り口も事務所の窓もよく見えるし）

　雨も凌しのげるし、徹が出てくるのを待つには最適の場所だ。

　ハンバーガーのセットを買って、一階窓まど際ぎわのカウンター席に陣じん取どった。掃そう除じや夕飯の支度に気を取られていて、昼食を取るのを忘れていたからお腹なかが空いていたのだ。

　ハンバーガーにかぶりつき、ポテトを摘つまんでいると、不意に背後から誰だれかに声をかけられた。

「───あれ？　君、柏原くんだよね？」

「はい？」

　ポテトを口に咥くわえたまま振ふり向くと、さっき徹の事務所で会った衛藤が立っていた。鉄平は慌ててポテトを飲み込み、非礼を詫わびる。

「す、すいません、みっともないとこ見せて！」

「僕こそ、食事中に邪魔をして申し訳ない。今日は本当によく会うね。でも、さっき帰ってからずいぶん時間経たってるけど、こんなところでどうしたの？」

「あー、えっと、ちょっと用事があって。帰る前に何か食べてこうかな、と……。衛藤さんこそ、もう相談とか終わったんですか？」

　傘を持っていない徹を迎えに来たというのは気き恥はずかしかったため、言葉を濁にごして質問で切り返す。

「さっき終わってね。僕も小腹が空いたから立ち寄ったんだ。普段はあんまりこういうところに入らないんだけど、いまやってるキャンペーンのグッズが欲しくて、つい」

「わかります。アイテム揃そろえるために毎日同じもの食べたりしちゃいますよね。あっ、俺もさっきもらったんですけどいりますか？」

　さっき買ったセットにも、おまけがついてきた。鉄平には興味がないものだったので、

「え、いいのかい？　君が欲しくてそのセットを頼たのんだんだろう？」

「いえ、たまたま頼んだだけなんで。好きな人が持っててくれたほうがいいと思いますし」

「じゃあ、遠えん慮りよなくもらっておくよ。ありがとう。隣となり、座ってもいいかな？」

「あ、はい、どうぞ」

　椅い子すの上に置いていたカバンをどかし、衛藤に勧すすめる。だが、衛藤と何を話していいのかわからず、黙だまってしまう。

（何かきまずい……）

　コーヒーを飲んでいる衛藤を横目で窺うかがうと、彼はじっと鉄平のことを見つめていた。

「な、何か顔についてます？」

「いや、そういうわけじゃないよ」

「はあ……」

　衛藤は柔にゆう和わな笑えみで鉄平を見つめてくる。その視線に居い心地ごこちの悪さを感じ、地面を叩く雨に目をやった。

「それにしても、雨止みそうにないですね。朝の予報で夜まで降らないって云いってたのに」

「予報が外れることもあるよ。でも、こんなことなら小こ雨さめのうちに駅まで走ればよかったかな。こんなに酷くなるとは思ってもみなかったよ。今日はツイてない」

「こういう日もありますよ。俺なんて、生まれつき運が悪いですから。俺が並んだ列は絶対に進みが遅おそいし、年賀状のお年玉くじですら当たった例ためしがないんですから。だから、悪いことよりもよかった探しをしたほうがいいですよ」

　鉄平の場合、不運を数えていたらキリがないだけだが、どんな人間だってくよくよ思い悩なやむよりは、よかったことに意識を向けたほうがいいに決まっている。

（最近は悩んでばっかだけど……）

　ポリシーに反してぐるぐると考え込んでしまうのは、恋こいに慣れていないからだろう。

　大して長い人生は送っていないけれど、生きてきた中でこんなにも好きになったのは徹が初めてだった。そして、徹以上にドキドキできる人にはまだ出逢えていない。

（何で、こんなに徹さんのことが好きなんだろう？）

　徹の好きなところはいくつでも挙げられる。でも、それは徹だけが持っている特別なものというわけではない。

　徹のようにカッコよくて優やさしくて、頼たよりがいのある人は、世界中を探せば何人だっているだろう。けれど、そういった人たち全員に恋をするわけではない。わけがわからなくなるほどの胸の高鳴りは、きっと徹限定なのだ。

「それもそうだね。この雨のお陰かげで柏原くんと会えたと思えば、むしろラッキーだったな」

「俺？」

「もう一度、君と会いたいって思ってたから。やっぱり、僕たちは運命の糸で結ばれてるんだよ。離り婚こんを切り出されたのも、忍成先生の事務所を紹しよう介かいされたのも、柏原くんに出で逢あうためだったんだ、きっと」

「離婚、ですか」

　急に生々しい単語が出てきて、ぎょっとしてしまった。

「実はそうなんだ。妻から離婚してくれと云われてね。僕としては自分に非ひがあるとは思えなくて友人に相談したら、新海弁護士事務所を紹介してくれたんだ。良心的で親身になってくれるから、と」

「そうだったんですね……」

　鉄平が想像したとおり、衛藤の相談内容は離婚調停だったようだ。ただ、想像と違ちがったのは、衛藤が離婚を迫せまられている側だったということだ。

　きちんとした仕事に就つき、人当たりもいい衛藤のどこに別れたいと思わせる要素があったのだろうか。不思議に思うけれど、人にはそれぞれ事情がある。

（ていうか、こんな話を俺にしていいのか？）

　鉄平は徹の身内のようなものだと紹介されたけれど、仕事上は何の関係もない部外者だ。衛藤の友人だというならともかく、今日出逢ったばかりの人間に云う話ではない。

「すまない、嫌いやな話を聞かせてしまって。しかし、不思議だな。君といると不思議と何でも話してしまいたくなる」

「ああ、よくお客さんにも云われてました。俺相手だと、話しちゃいけないことまで話しちゃうって」

　本来、隠かくしごとは苦手だし、思ってもないことを口にするのも得意ではない。そういった裏のなさを、相手は信しん頼らいしてくれるのかもしれない。しかし、危機感を持たれなすぎるのも問題がある。

　聞いてしまった秘密を無む闇やみに人に話すつもりはないけれど、どこで誰に聞かれているかわからないことを思えばあまりいいことではない。

「お客さんって？」

「あっ、その、前に飲食店でバイトしてて」

　うっかり口にしてしまった単語を拾われ、ぎくりとする。水商売についていたと云うと、徹に迷めい惑わくがかかるかもしれない。そう思い、口くちを濁した。

「カフェか何か？　柏原くんが店員さんならきっと通っちゃうな」

「本当ですか？　じゃあ、もしそういうところで働くことがあったら、常連になって下さいね」

「もちろん、喜んで足を運ぶよ」

　衛藤との会話の合間に、事務所が入っているビルに視線を向けると、ちょうどスーツに身を包んだ長身が入り口に現れるのが見えた。

（あ！）

　雨の向こうで視界が悪いけれど、間ま違ちがいなく徹だ。強くなりつつある雨あま脚あしに戸と惑まどっている様子で、手に傘かさは持っていない。

「あ、あのっ、すみません、俺、そろそろ行かないと……」

「引き留めてしまって申し訳ない。柏原くんとの話が楽しくて、つい」

「いえ、俺も衛藤さんと話せて楽しかったです」

「また会えるかな？」

「三度も偶ぐう然ぜんがあったんですから、また偶然ばったりってこともあるかもしれないですよね」

　焦あせりながらも衛藤との話をやんわりと切り上げ、徹のところへ行こうとしたそのとき、徹を追うように佐治が出てきた。

　何か言葉を交かわしていたかと思うと、佐治が持っていた傘を広げて二人で一つの傘で歩き出してしまった。

「！」

　スツールから腰こしを浮うかせかけていた鉄平は、目にした光景に思わず固まってしまった。

　傘を持っていない徹を駅まで送るために、一いつ緒しよに入っているだけだろう。そう思い直すと同時に、徹が佐治の肩かたを抱だいた。

「……ッ」

　決定的な瞬しゆん間かんに、声をかけに行くタイミングを失してしまった。いまなら走っていけば、徹に追いつくはずだ。しかし、鉄平の足は動かなかった。

　迷っているうちに二人は通りかかったタクシーを捕つかまえて乗り込んでしまった。あっという間のできごとで、鉄平は徹に電話をかけることさえできなかった。

「どうかした？」

「あ、いえ、雨がなかなか止やまないなーと思って。あ、そうだ、この傘使って下さい」

　さっき買ったばかりのビニール傘がさを衛藤に渡わたす。これはもう必要のないものだ。だったら、困っている人に使ってもらったほうがいい。

「借りちゃっていいのかい？」

「もう一本あるんで大だい丈じよう夫ぶです」

「でも、どうやって返せばいい？」

「いいですよ、そのまま持ってて下さい」

「そういうわけにはいかないよ。そうだ、次に相談に行く日に、忍成先生に渡しておけばいいかな」

「いえ、本当にいいですから！」

　徹に返されたら、自分が待っていたことを知られてしまう。

　傘を二本持っていることに疑問を持たれる前に、鉄平はファストフード店を飛び出した。傘を差す余よ裕ゆうもなく、駅までの道のりを走った。

　地面を蹴けるたびに水しぶきがジーンズに跳はねる。横よこ殴なぐりの雨でびしょ濡ぬれになりながら、地下鉄の入り口に走り込んた。

　ぜいぜいと肩で息いきをしながら、足あし下もとに滴したたる雫しずくを見つめる。

（……つき合ってるのかな）

　事務所でも親しげだったけれど、もしかしたら思った以上に深い関係なのかもしれない。すでに長年連つれ添そっているような空気が、あの二人の間には流れていた。

　佐治なら年ねん齢れいも立場も性別も、徹に相応ふさわしい。少し言葉を交わしただけだけれど、気さくで聡そう明めいそうな人だった。

　徹と並ぶとまさに美男美女で迫はく力りよくがあり、まるで手の届かない存在に思えた。

「何で俺、男に生まれちゃったのかな……」

　女性になりたいわけではない。けれど、女の子として徹に出逢っていれば、こんなふうに出口のない恋に右往左往せずにすんだのではないかと思ってしまうのだ。

「でも、俺が女でも変わんないか」

　性別が違ったからといって、片かた想おもいが成じよう就じゆするとも限らない。こんなふうに、もしもを考えてしまうのは、ささやかな希望に縋すがりたいからだ。

　傍そばにいられるだけでいいなんて噓うそだ。本当は自分に振ふり向いて欲しい。それがおこがましい願いだとわかっているから、気持ちを押し殺していただけだ。

「……っ」

　髪かみから滴る雫と共に、頰ほおを涙なみだが伝う。

　こんなことなら、いっそ告白して玉ぎよく砕さいしておけばよかった。そんな後こう悔かいをしたって、いまさら遅おそいことはわかっている。

　いつもいつも、一番悪い選せん択たく肢しを選んでしまう自分が、いまは憎にくくて堪たまらなかった。










　結局、鉄平は一人で帰宅した。

　叩たたきつけるように降る雨の中、とぼとぼとマンションまでの道を歩き、辿たどり着いたマンションの前で見上げた徹の部屋の窓には、まだ明かりはついていなかった。

「徹さん、帰ってないんだ……」

　きっと、佐治と二人でどこかに寄っているのだろう。

　もしかしたら、タクシーでまっすぐ帰ってきてるかもしれないと思い、徹が先に帰っていたときのために、出かけた云いい訳を作ろうと買い物までしてきた自分がバカみたいだ。

　預かっている合い鍵かぎで玄げん関かんを開ける。静けさが重く感じるのは、部屋が広いせいだろうか。

「……ただいま……」

　孤こ独どくに胸が押し潰つぶされそうになる。

　一人で暮らしているときは、こんな気持ちにはならなかった。ただいまと口にすることはなかったし、暗い部屋を淋さびしく感じることもなかった。

「あ、そうだ。鍋なべに火入れないと」

　用意しておいたポトフは、すっかり冷えているだろう。徹が帰ってくる前に火を入れて、温めておかなくてはならない。

　そう思うのに、気持ちと体がまるで別になってしまったかのように鉄平の体は動かなかった。

　真っ暗な廊ろう下かで立ち尽つくしていた鉄平は、玄関から聞こえてきた物音にびくりとした。我に返って振り返ると、ちょうど徹が帰宅したところだった。

　ぱっと室内が明るくなり、所在なげに立つ鉄平を見て、徹は驚おどろいた顔をした。

「あ……おかえり、徹さん」

「鉄平？　何で電気つけてないんだ」

「ごめん、ちょっとぼんやりしてて」

　えへへ、と笑ってごまかしたけれど、徹はまだ心配そうな顔をしていた。

「お前、濡れてるのか？　雨が降り出す前に帰っただろう？」

　徹の指し摘てきに、服を着き替がえるのを忘れていたことに気がついた。濡れた体から滴り落ちた雫で、足下のフローリングも濡れてしまっている。

「あ……いま、買い忘れがあったからスーパーに行ってきたんだ」

　手にしたままだったビニール袋ぶくろを持ち上げて見せる。さっきは無む駄だ足あしだったと思ったけれど、云い訳をするのに役に立った。

「だったら、メールくれれば俺が買ってきたのに。こんな雨の中、わざわざ出かけなくていいだろう。何のために携けい帯たいを持ってるんだ？」

「そっか、そういうときにかければいいんだ」

　笑って受け流したけれど、佐治と一緒にいるかもしれない徹に電話などかけられたはずがない。電話越ごしに二人の会話を聞いてしまったら、今度こそ立ち直れないかもしれない。

　無む理り矢や理り浮かべた笑えみが歪ゆがんでしまいそうになり、慌あわてて背中を向ける。

「いま、ご飯の準備するから待ってて。温めればすぐだから」

「その前に着替えてこい。そのままの格好じゃ風邪かぜを引く」

「あ、そ、そうだね。ちょっと行ってくる」

　あまりに動どう揺ようしていたせいか、服が濡れたままなことも忘れていた。怪あやしまれないようにと思えば思うほど、挙動不ふ審しんになってしまう。

　徹の指摘で自分の部屋に戻もどった鉄平は、浮うかべていた作り笑いを消した。そして、ずきずきと痛む胸を手で押さえ、大きくため息をつく。

　のろのろと肌はだに貼はりついていた服を脱ぬぎ捨て、クローゼットから取り出したＴシャツとチノパンに着替えた。

「何やってんだろ、俺……」

　鼻がツンと痛くなり、瞳ひとみの奥が熱くなる。溢あふれ出しそうになった涙を、歯を食くい縛しばって飲み込んだ。

　落ち込んでいるのは自分の問題であって、徹に心配をかけるなんてお門かど違ちがいだ。隠かくしごとは苦手だけれど、徹への気持ちだけはどうあっても隠し通さなくてはならない。

「───よし」

　俯うつむいていた顔を上げ、深呼吸をする。頰を叩いて強こわ張ばった顔を解ほぐしてから部屋を出る。

「お待たせ、すぐ支し度たくするね！」

　冷蔵庫の前で立ったまま缶かんビールを飲んでいた徹に声をかけながら、エプロンをつける。鍋が置かれたコンロに火をつけ、作っておいたポテトサラダを冷蔵庫から取り出した。キッチンとダイニングを往復して、せっせとテーブルセッティングをする。

「作ってみたら、ポテトばっかりになっちゃったんだけど……」

「ポトフにポテトサラダか。どっちも好物だよ」

　徹は鍋を覗のぞき込んで相好を崩くずす。その笑顔に、強張っていた心が少しだけ解けた。

「じゃあ、先にサラダつまんでて。ポトフが温まるまでちょっとかかりそうだから」

　作ってから時間が経たってるせいで、すぐには具まで火が通りそうにない。その間にと昼に買っておいたバゲットをトースターで温めていると、徹が改まった声こわ音ねで礼を云ってきた。

「今日は助かった。ありがとう」

「え？　あ、ああ、忘れ物のこと？　役に立ててよかった」

　無駄足を踏ふんで帰ってきたのにと思いかけ、徹が昼間のことを云っているのに気がついた。

「次からはこんなミスしないように気をつけるよ。しかし、佐治にお前を会わせるんじゃなかったな」

「え…？」

　うんざりとした物云いに、鉄平の胸がひやりとする。事務所へ行ったときに、何かいけないことをしてしまっていたのだろうか。

「どうもお前のことが気に入ったみたいで、あのあと、しきりに可愛かわいいってうるさかったんだよ」

「へえ、そうなんだ」

　悪い印象ではなかったようで、胸むねを撫なで下おろした。きっと、鉄平の容姿を気に入ってくれたのだろう。唯ゆい一いつの取り柄えと云ってもいいこの顔が役に立ったようでよかった。

「今度、みんなで食事に行こうと云っていたが、お前はどうしたい？」

　まるで、家族に恋こい人びとを紹しよう介かいする布石のような語り口に、鉄平は表情を強張らせかけた。

「……そういうのは徹さんに任せるよ。俺、ちゃんとした店とか行ったことないし」

「別に格式張った店とは限らないだろう。それに鉄平の箸はしやカトラリーの使い方は綺き麗れいだぞ。葉よう子こさんの教育がよかったんだろうな」

「部屋は綺麗じゃなくていいから、ご飯だけは綺麗に食べろってうるさかったから……」

　亡なくなった母は生前、鉄平に勉強しろとは一言も云ったことがないけれど、行ぎよう儀ぎに関しては厳しかった。母子家庭で貧びん乏ぼうだったけれど、本当はお嬢じよう様さま育そだちだと聞いたことがある。

　子供の頃ころは箸の練習が面めん倒どうで堪らなかったけれど、いまは感謝している。

「華きや奢しやなのに、タフな人だったよな」

「うん、いっぱい仕事掛かけ持ちして大変なのに、俺には愚ぐ痴ち一つ云わなかったよ」

　大人になったいまなら、当時の母の大変さが身に染しみてわかる。睡すい眠みん時間も削けずって、鉄平のために働いてくれていた。

「ものすごく綺麗な人で、初めて会ったときこんな大きな子供がいることにびっくりしたのを覚えてるよ」

「俺を生んだのは大学生のときだって云ってたから。そのせいで苦労したみたいだけど……」

　そのとき、ふとある考えが浮かんだ。

　もしかして、徹は葉子のことが好きだったのではないだろうか。だから、その子供である鉄平を気にかけてくれているのかもしれない。

（……そういうことか）

　どうしてこんなによくしてくれるのだろうかと、ずっと不思議だったけれど、これで色々なことに納なつ得とくがいった。

「すまん、湿しめっぽい話になったな」

　黙だまり込んだ鉄平が葉子のことを思い出して気落ちしていると思ったのか、徹は気まずそうな顔で謝ってくる。

「ううん、久々に母さんの話ができて嬉うれしかった。徹さん以外に、母さんのことを知ってる人はいないし」

　過去に何があったのか詳くわしくは教えてもらえなかったけれど、実家とは絶ぜつ縁えんしていて、若い頃の友人とも疎そ遠えんになっているとは聞いている。だから、徹は葉子との思い出を語れる唯一の人だった。

「ああ、そうだ、土産みやげがあったんだ」

　暗くなりかけた空気を振ふり払はらうかのように、徹が急に思い出したかのように明るく云った。

「お土産？　俺に？」

「他ほかに誰だれがいる。お前、チーズケーキ好きだったよな？　ここのは甘さ控ひかえめで美味うまいそうだ」

「あ…ありがとう……」

　雨で濡ぬれないように、紙かみ袋ぶくろにはビニールのカバーがかけてある。

　あんなに雨が酷ひどく降っているのに、自分のために土産を買ってきてくれたということが嬉しかった。

「でも、徹さん全然こういうの食べないのに、よく知ってたね。テレビで見たとか？」

　徹は基本的に辛から党とうだ。和わ菓が子しは好きらしいが、洋よう菓が子しは苦手なはずだ。

「佐治に聞いたんだ。あいつの家の傍そばのケーキ屋なんだが、たまたま通りかかったから買ってみた。女はこういう情報に詳しいよな」

「そう…だったんだ……」

　徹の口から彼女の名前が出てきたことに、思わず顔が引き攣りそうになった。浮ふ上じようした気分は、一いつ瞬しゆんで下降していく。

　鉄平は自分が思っていた以上にダメージを受けていることに気がついた。

　しょせん叶かなわない恋こいだとわかっていても、好きな人に恋人がいるという事実を突つきつけられては、どんなに打たれ強い鉄平でも平気ではいられない。

　佐治と並んで歩く徹の姿を頭から追い払い、努めて明るく話題を変えた。

「じゃあ、これデザートにしようよ」

「そうだな」

「そろそろ食べよっか。おかわりならいっぱいあるからね」

　ポトフをよそった器うつわを運び、テーブルについたのはいいけれど、色んなことを考えすぎて何を話していいかわからなくなってしまった。「お腹なか空いてたんだ」と云いいながらスプーンを口に運ぶけれど、正直なところ味がまったくわからなかった。

　一応、徹は美味おいしいと云ってくれている。

「……そういえば、衛藤さんのことだが」

「へ？」

「本当にお前からぶつかったのか？」

「どういう意味？」

「いや、少し気になっただけだ。ずいぶん、お前のことを気にかけていたようだから」

　徹の口調はどことなく歯切れが悪い。事務所でした鉄平の説明が悪くて、理解できない部分でもあったのだろうか。

「えーと、最初っから話すと、駅出たところで一本道間ま違ちがえちゃって、地図に書いてた目印探してうろうろしてたんだ。それでちゃんと前向いてなくて、よそ見してたときに思いっきりぶつかっちゃった」

　いま思うと、けっこうな衝しよう撃げきだった。きっと、衛藤も意識が前方へ向いていなかったのだろう。鉄平の答えに、徹は訝いぶかしげな顔をする。

「何で彼がお前が間違えた道のほうから来たんだ？」

「写真が入った袋ふくろ持ってたし、現像しに行った帰りかなんかじゃないの？　でも、何で離り婚こんなんか切り出されたんだろう。あんなにいい人そうなのに」

　何気なく口にした言葉に、徹はさらに怪け訝げんな表情になった。

「どうしてお前が離婚を知ってるんだ？」

「あ、その、衛藤さんがちらっと云ってたんだ。離婚問題で相談してるって」

　曖あい昧まいに答えたのは、事務所に行く前のことだと思って欲しかったからだ。

　よく考えたら、衛藤の相談内容を鉄平が知っているのは不自然だ。ファストフードで会ったと云ったら、鉄平が徹を迎むかえに行ったことまで話さなくてはならなくなる。

「そうか、衛藤さんがそれをお前に云ったのか」

「何かつい零こぼしちゃったみたいな感じだったけど……上手うまく行ってないの？　徹さんのところに相談に来たってことは、離婚したくないってことだよね？」

「夫ふう婦ふ間には色々あるんだろう。人が二人以上になれば、どうしたってズレが生じる。考え方や価値観がまったく一いつ緒しよの人間はいないからな。むしろ、似ているからこそ諍いさかいが起こることもあるし、逆に全然違ちがうから上手くやっているという関係もある」

「そういうもの？」

「人にはそれぞれ譲ゆずれないものがあるからな。それが嚙かみ合わないと、一緒にいるのが難しくなるんだろう」

「そっか……」

　お互たがいに認めあって結けつ婚こんした夫婦ですら破は綻たんする日が来るくらいだ。イレギュラーなことの多い鉄平の恋が叶うはずがない。

（人を好きになるって、どうしてこんなに難しいんだろう……）

　ただ好きでいるだけでいられたら、どんなにいいだろうか。喉のどの奥に閊つかえた違い和わ感かんは消えることはなかった。
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「はあ……」

　仕事がまったく決まらない。どんなに低条件のところでも、鉄平が電話した五分前に定員になってしまったり、募ぼ集しゆうを出してから経営が傾かたむき求人どころではなくなってしまったりと、不運としか云いようのないことが続いた。

　隅すみから隅まで目を通した求人雑誌は、もうすでにぼろぼろだった。そろそろ新しい募集が載のっている情報誌を入手したほうがいいかもしれない。

（住み込みの仕事って、いまあんまりないんだな……）

　新聞配達なら、と思ったのだが、現在部屋を提供しているところは見つけられなかった。

　いま思えば、家を飛び出した直後に喫きつ茶さ店てんの二階に住まわせてもらえたことは、幸運だったのだろう。

　こんなにも不運がつきまとう鉄平が何とか食べてこられたのは、『人』に恵めぐまれていたからだ。悪い人間にはめられたり、騙だまされたりもしたけれど、いつだって誰かに助けられて凌しのいできた。

　だからと云って、助けてもらうことをあてにして生きていくつもりはない。自分の食くい扶ぶ持ちくらい、自分で稼かせぐのが当然だ。

「やっぱ、工事現場とかしかないかなあ」

　非力な自分に向いているとは思えないけれど、日ひ雇やといなら手っ取り早く現金が手に入る。

　しかし、体力があるうちはともかく、その日暮らしのようなことを続けていては、いつか限界が来てしまう。

　できることなら、経験が将来に活いかせる仕事に就つきたい。傍から見ればわがままな願望かもしれないけれど、何も持っていないからこそ若いうちにどうにかしておきたいのだ。

「せめて、運うん転てん免めん許きよがあったらよかったのに」

　生活に比ひ較かく的てき余よ裕ゆうがあったときに、合宿で取ってしまえばよかった。むしろ、いま就職活動をするよりも、何かしらの資格を取ることに集中すべきだろうか。

「俺の特技って何だろう？」

　居酒屋や喫茶店などでの経験が多いため、接客業は比ひ較かく的てき得意だ。マニュアルさえあれば、ある程度の料理も作れる。しかし、調理師免めん許きよを持っているわけではなく、調理の基本を学んだこともない。それにトラブルも引き寄せやすいことを考えると、やはり接客業は避けるべきだろう。

「……あとは顔？」

　顔だけが取り柄えだからと母親にも散々云われてきたけれど、この『顔』を活かした仕事であるホストでさえも上手くいかなかった。

　見た目を武器にするのは、ある程度賢かしこくなければ無理な気がする。いままでは愛あい嬌きようだけで乗りきってきたけれど、これからはそれだけでは通用しなくなるだろう。

（早く出て行かなくちゃいけないのに……）

　徹に優やさしくされるたびに辛つらくなる。本当に心臓がある位置がずきずきと痛いたむのだ。

　恋こいをすると瘦やせるというけれど、最近は食しよく欲よくまで細ってきた。徹が心配するからと無理に詰つめ込んでいるけれど、あとで気持ちが悪くなってしまう。

「あーもー！　どうしたらいいんだよ…!!」

　テーブルに突つっ伏ぷしてもどかしさを吐はき出すと、あらぬ方向からツッコミが入った。

「さっきから何独り言を云ってるんだ」

「と、徹さん！　部屋で仕事してたんじゃなかったの!?」

　鉄平は慌あわてて顔を上げ、背筋を伸のばす。見られたくない姿を見られ、じわじわと頰ほおが熱くなった。

「一息入れようと思ってな」

「じゃあ、いまコーヒー淹れるね」

　椅い子すを鳴らして立ち上がると、徹は手で鉄平を制止する。

「そのくらい、自分でやるよ」

「いいから、俺にさせて。そのくらい、役に立たせてよ」

「そうか？　お前がそう云いうなら……」

　鉄平の言葉に、徹は微かすかに表情を曇くもらせた。このところ、徹は鉄平に身の回りのことをやらせることに思うところがあるようだ。しかし、本意を聞く勇気も持てず、鉄平は気づかないふりをしていた。

（俺が鬱うつ陶とうしくなったとか？）

　基本的に一人が好きな人だ。隣となりに住んでいたときに頻ひん繁ぱんに出入りしていたと云っても、そのときは同居していたわけではない。

　ざらつく気持ちを押し殺し、コーヒーメーカーをセットし、マグカップを用意する。ついでに自分のぶんも淹れようと、食器棚だなから二つ出した。

「鉄平、この間応おう募ぼしたところはどうだった？」

「あー…不採用の連れん絡らくが来た……」

　歯切れ悪く答えると、徹も複雑そうな顔をした。立て続けに悪い結果を聞かされて、いい気分になるわけがない。

「そうか……。いまはなかなか難しいのかもな」

「面接すら受けさせてもらえないことがほとんどだよ。俺が電話したときには、定員越こえたからついさっき締しめ切ったって云われたり」

　この件に関して、いままで徹に愚ぐ痴ちを云ったことはないけれど、今日はつい口を突いて出てしまった。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。お前を必要としてくれるところがあるはずだ。次、がんばればいい」

「もうこれ以上、どうがんばればいいのかわかんないよ！」

　抑おさえきれない苛いら立だちのせいで、徹の励はげましに思わず反発してしまった。語気が強くなってしまった自分に驚おどろき、鉄平は目を泳がせる。

　徹はそんな鉄平の心理状じよう況きようを見み抜ぬき、諭さとすような口調で問いかけてきた。

「何を焦あせってるんだ？　もっとゆっくり自分に合った仕事を見つければいいだろう」

「だって、いつまでも徹さんの世話になってるわけにはいかないし、早く仕事決めて、住むところも見つけないと……」

　いつもは素す直なおに聞ける徹の言葉が上うわ滑すべりしていくのは、日々、募つのっていく気持ちに押し潰つぶされそうだからだ。

　もうすでに微かな希望さえ持てないとわかっているのに、毎日のように好きだという気持ちが大きくなっていた。理性や意思ではどうにもならない想おもいを持て余し、もどかしさまでもが増えていく。

　好きで好きでしょうがないのに、傍そばにいるのが辛い。未練を振ふり切れずに理性がダメだという選せん択たくをしてきた報むくいなのだろうか。

「お前はそんなにここを出ていきたいのか？」

「そりゃそうだよ、ずっと甘えてるわけにはいかないじゃん」

　できるだけ重くならないように、笑って告げる。

「甘えればいいだろう。このとおり、部屋も余ってるし、お前が部屋を片づけてくれて俺は助かってる」

「でも、俺が来る前だって困ってなかっただろ？　家政婦を探してるなんて噓うそだってわかってる。俺のためにそう云ってくれただけなんだよね？」

「それは……」　>>>♥

　鉄平の問いかけを、徹はすぐには否定しなかった。薄うす々うす感じていたけれど、あれは自分を引き止めるための優しい噓だったのだ。

「それにさ、俺がいたら彼女連れ込めないだろ。俺だって邪じや魔まにはなりたくないし、早く出ていったほうがいいかなって」

　軽口を装ったけれど、どうしても苛立ちが滲にじんでしまった。自らの発する言葉が、胸に突き刺ささる。

「お前がそんなことを気にする必要はない」

「そっか、彼女の部屋に行けばいいし、何ならホテルとか取ればいいもんね」

「鉄平？　何が云いたいんだ。お前、今日はどうかしてるぞ」

「……別に今日だけじゃないよ。ずっと前から俺はどうかしてるんだ」

　これが恋だと気づく前のように、ただ好きなだけの頃ころに戻もどれたらいいと、何度思ったことか。人を好きになる気持ちに、こんなにも醜みにくい感情があるなんて知りたくなかった。

「何を自棄やけになってるんだ。仕事が決まらなくて不安になる気持ちはわかるが、焦ったって仕方ないだろう」

「徹さんには俺の気持ちなんてわかんないよ!!」

「鉄平───」

「……あ、俺……」

　徹に対して、初めて声を荒あららげてしまった。目を瞠みはる徹の視線がいたたまれず、鉄平は顔を俯うつむかせる。

（こんなこと云いたいわけじゃないのに）

　ままならない感情に狼狽うろたえ、唇くちびるを嚙かみしめる。二人の間に停てい滞たいした張り詰めた空気を破ったのは、電話の着信音だった。

　はっと二人で電話機のほうを向く。先に歩み寄ったのは徹だった。

「はい、もしもし？」

　徹は苛立った手つきで受話器を取って耳に当てる。ぶっきらぼうな応対に、電話の向こうの人物が笑っているのが聞こえた。

「何だ、佐治か。いったい、何の用だ？」

「……ッ」

　徹の口から出た佐治の名前に、鉄平はびくりとなった。

　何でこんなタイミングで、と恨うらめしくなるけれど、佐治は徹の恋こい人びとであり同どう僚りようなのだから、休みの日に電話をかけてきてもおかしくはない。

「───ああ、大丈夫だ」

「え……？」

　話の途と中ちゆうだったというのに、そのまま会話を続ける徹に鉄平は顔を強こわ張ばらせた。てっきり、折り返しかけると云うと思っていた。

（……つまり、俺との話は後回しでいいってこと？）

　徹にとっては取るに足らない話だったということだろうか。

　だけど、そんなのは当たり前のことだ。プライベートの些さ末まつごとより仕事、ただの居い候そうろうよりも恋人のほうが大事に決まっている。

「離り婚こんに応じる？　いきなり、どうしたんだ？　絶対にしないと云っていただろう。……そりゃ、そのほうが話は早いが───」

　鉄平に背中を向けて仕事の話を始めてしまった徹に、初めて壁かべのようなものを感じた。やりきれない想いに踵きびすを返し、玄げん関かんへと向かう。

　鉄平はスニーカーに足を突つっ込むと、財さい布ふすら持たずに部屋を飛び出した。

「おい、鉄平！　どこに行くんだ!?」

　閉まりかけていたドアの向こうから、焦ったような徹の声が聞こえてきたけれど、呼びかけを振り切るようにして走り出した。










「何やってんだ、俺……」

　自分の思うようにならないからと云って機き嫌げんを損そこねるなんて、まるで幼児のやることだ。しかも、家を飛び出してきてしまうなんて短たん絡らく的にも程ほどがある。

　どう考えたって、あれはただの八つ当たりだ。徹には何の非ひもない。

　電話を終えるのを待って、話をすればよかっただけの話だ。しかし、頭ではそうすべきだとわかっていても、徹と佐治の会話を黙だまって聞いていられなかった。

　ただの仕事の話だとしても、彼らの間にある絆きずなのようなものを感じ取ってしまう。そこに割り込めることなどないのだと思い知らされているようで辛つらかったのだ。

「はー…、これからどうしよう……」

　財布すら持たずに出てしまったため、どこにも入れない。ポケットの中を探さぐると、徹から借り受けた携けい帯たい電でん話わと小こ銭ぜにが出てきた。

「公園で時間潰すか」

　缶かんコーヒーでも買って暖を取ろうと思い、自じ動どう販はん売ばい機きを探して歩く。普ふ段だん、意識しないで歩いているせいか、こういうときに限って見つからない。

　大通りに出たほうがいいかもしれないと考え、道を曲がろうとしたそのとき、後ろからクラクションが鳴らされた。

　邪魔になってたのかと思って慌あわてて道の端はしに寄ると、その車が鉄平の傍でスピードを落として停とまった。

「柏原くん」

「へ？　あっ、衛藤さん!?」

　その筋の人で因いん縁ねんでもつけられるのかとビクビクしていた鉄平は、運転席にいた見知った顔にほっとした。

「いま帰り？」

「い、いえ、散歩中って云いうか……衛藤さんは何でこんなところに？」

　臍へそを曲げて家を飛び出してきたなどとは云えず、ごかますために質問で返す。

「友人の家に行った帰りなんだ。でも、こんなところでまた会えるなんて、びっくりだな」

「本当にこんな偶ぐう然ぜんってあるんですね」

　近所の住人ならともかく、こんな入り組んだ住宅街の路地で出逢うなんて本当に驚きだ。

「ねえ、もし時間あるならドライブに行かない？」

「俺とですか？」

　突とつ然ぜんの誘さそいに驚おどろき、目を瞠る。

「遠えん慮りよしないで」

「え、でも、あの……」

「ほら、後ろから車来ちゃったから早く！」

「あっ、はい」

　中からドアを押し開かれた状態で急せかされて、思わず助手席に乗り込んでしまった。車が発進すると共に、ドアにロックがかかる。

　その素す早ばやさにぎょっとしたが、安全のためだろうと思い直す。

「シートベルト締しめた？」

「い、いまやってます」

　ベルトを引っ張り、金具をカチリとはめた瞬しゆん間かん、ぐんとスピードが上がった。見かけによらない乱暴な運転に、背筋がひやりとする。

（何か怖こわいんだけど……）

　初めて乗る車のせいだろうか。漠ばく然ぜんとした不安が、どうしても拭ぬぐいきれない。顔を強張らせる鉄平に対し、衛藤はやけに上じよう機き嫌げんだ。

　勢いで乗ってしまったけれど、鉄平はもうすでに後こう悔かいしていた。

「それにしても、こんなふうにまた偶然会えるなんて思わなかったなあ。やっぱり、運命だとしか思えないよね。僕たち、赤い糸で繫つながれてるのかなあ」

「はあ……。でも、通りすがりでよく俺だってわかりましたね」

　徒歩ならともかく、運転している車の中から後ろ姿を見て鉄平だとわかったのはすごい。

「背格好ですぐわかったよ。これも愛の力かな」

「あはは、すごいですね」

　きっと、いまのは笑うところだろうと思って大おお袈げ裟さに反応してみたのだが、衛藤は笑い返してはこなかった。

（まさか、本気で云ってるわけじゃないよね…？）

　不安が込み上げてきたけれど、わざわざ訊きけば藪やぶ蛇へびになりかねない。いくら鉄平でも、そのくらいの空気を読むことはできる。

　衛藤は偶然の出で逢あいに余よ程ほど感動したのだろうが、鉄平とはかなりの温度差があった。

「どこか行きたいところある？」

「いえ、俺、そういうのよくわかんないんで」

「じゃあ、僕のオススメの場所に連れてってあげるよ。きっと、柏原くんも気に入ると思うな」

「あの、でも、あんまり遅おそくなるわけにはいかないんですけど……」

「大だい丈じよう夫ぶ、帰りはちゃんと送り届けるから」

「はあ……」

　鉄平は時間のことを云ったのに、受け流されてしまった。

（いったい、どこに行くつもりなんだろう……）

　近場ならともかく、遠くまで連れて行かれても困る。少し時間を置いて頭を冷やそうとは思っていたけれど、帰宅があまりに遅くなれば徹にまた心配をかけてしまう。

　やはり、どこかで下ろしてもらったほうがいいだろう。都内なら少し歩けばどこかの駅に着くはずだ。ポケットの中の小銭で行けるところまで行って、足りなければまた歩けばいい。

「あの───」

「そうだ、これからはファーストネームで呼んでもいい？」

　思いきって切り出そうとした言葉を、衛藤に遮さえぎられた。突とつ拍ぴよう子しもない問いかけに面めん食くらう。

「へ？　下の名前ってことですか……？」

「そう、鉄平くんのほうが呼びやすいし」

　衛藤は鉄平の答えも待たずに下の名前で呼んでくる。何となく気乗りはしなかったけれど、やめてくれとは云いにくい雰ふん囲い気きに、鉄平は押し黙った。

（下ろしてくれって云いたいのに……）

　矢や継つぎ早ばやに質問され、完全にタイミングを失ってしまった。

「ねえ、鉄平くんは忍成先生と一いつ緒しよに住んでるの？」

「ええと、ちょっと前に失業しちゃって。それで、仕事が見つかるまで間借りさせてもらってるんです」

「そうだったんだ。大変だね。忍成先生が君のことを『身内』って云ってたけど、従兄弟いとこか何か？」

「いえ、昔、アパートの隣となりに住んでて、その頃ころからの知り合いです」

「ふぅん、じゃあ他人なんだ」

「他人じゃありません！　大事な───大事な人です」

　知人というのは他た人にん行ぎよう儀ぎに聞こえるし、かといって、友人とも違ちがう。云い淀よどんだあと、小さな声で云い直した。

「俺のこと、弟みたいに可愛かわいがってくれてて、住むところがなくなったって云ったら、家に置いてくれて……」

「ずいぶん親切なんだね」

「徹さんは本当にいい人なんです！　頭の悪い俺に勉強だけじゃなくて、世の中の色んなことを教えてくれて、いまの俺があるのは徹さんのお陰かげなんです」

「へえ、そうなんだ」

　だんだんと衛藤の返事がおざなりになってきた。微び妙みように機嫌も悪くなっているように思う。

（あれ？　俺、何かまずいこと云っちゃったかな……）

　しかし、何がいけなかったのか見当もつかなかった。徹の話を振ふってきたのは衛藤のほうだ。機き嫌げんを損そこねる意味がわからない。

「そうだ、喉のど渇かわいてない？　その中にいくつか入ってるから、好きなの飲んでよ」

　鉄平が困り果てていると、衛藤は急にテンションを上げて、飲み物を勧すすめてきた。

「あ、ありがとうございます……」

　クーラーボックスの蓋ふたを開けると、緑茶やスポーツドリンクのペットボトルが入っていた。

　意識していなかったけれど、ペットボトルを見た途と端たん、喉のどの渇かわきに気がついた。マンションから走ってきたせいで、汗あせをかいたようだ。

「じゃあ、これもらいますね」

「どうぞ」

　スポーツドリンクの蓋を開け、一気に三分の一ほど飲んだ。

（それにしても、どうしたらいいんだろう）

　衛藤に妙みように気に入られてしまったようだが、鉄平にとっては徹の事務所の依い頼らい人にんという存在でしかない。

「何か鳴ってるみたいだけど、鉄平くんの携けい帯たい？」

「へ？　あ、そうみたいです」

　指し摘てきされ、小学生の頃に習った唱歌のメロディが鳴り響ひびいていることに気づく。電話がかかってきたこと自体初めてなので、こんな曲に設定されていることも知らなかった。

「ずいぶん可愛い着信音だね」

「あはは、そうですね……」

　ポケットの中の携けい帯たい電でん話わを引っぱり出すと、予想どおり徹からの着信だった。きっと、鉄平の帰りの遅さに痺しびれを切らしたのだろう。

（どうしよう……）

　まだ気持ちの整理はできていない。だからといって無視するわけにもいかず、鉄平は渋しぶ々しぶ電話に出た。

「……もしもし」

『鉄平、お前いまどこにいるんだ？』

「どこって、その……」

　衛藤の車に乗ってるとは云いいづらく口くち籠ごもってしまう。いまの状じよう況きようをどう説明すればいいのか悩なやんでいると、徹の声に不安の色が混じった。

『もしかして、迷子か？　だったら、その場にいろ。いまから迎むかえに行くから』

「大丈夫、そういうわけじゃないから！」

『じゃあ、何なんだ？』

「帰ったら話すから、だから、ちょっと待ってて。これから、すぐ帰るから！」

『わかった。お前がそう云うなら、ウチで待ってるよ』

「徹さん」

『ん？　何だ？』

「さっきは、ごめん……」

　八つ当たりを謝ろうとした途端、急激な眠ねむ気けに襲おそわれた。何かに意識を引っ張られているような不自然な感覚に戸と惑まどいを覚える。

　悩みはあるものの、毎日きちんと眠ねむっているし、昨夜だって徹と顔を合わせているのが気まずくて、逃にげるように早はや寝ねをしてしまった。睡すい眠みん不足になっているとは思えない。

『おい、鉄平？』

「徹さん……何か、急に…眠くなって……」

　意識を保とうとしているのに、どんどん視界が狭せばまっていく。全身の力が抜ぬけていき、まっすぐ座っていることさえ難しくなってくる。

『大丈夫か、鉄平』

「うん……眠い…だけ、だか…ら……」

『おい、鉄平……鉄平!?』

　徹の呼びかけが遠くなっていく。返事をしようにも、唇くちびるさえ思いどおりに動かない。やがて、携帯電話は鉄平の手から滑すべり落ち、鉄平の意識はぷつりと途と切ぎれたのだった。










「う……？」

　徹と電話で話している最中に眠くなったかと思ったら、気がついたときには車は薄うす暗ぐらい場所に止まっていた。

（ここ、どこだ……？）

　以前に同じような体験をしたような既き視し感かんを覚える。寝ね返がえりを打とうとして体が当たり、車の中だったことを思い出した。

　何度か瞬まばたきをし、倒たおしてあるシートからのろのろと起き上がる。運転席のほうを見ると、真っ暗な中で衛藤が携帯電話を操作していた。

「目が覚めたんだ？」

「す、すみません、寝ねちゃったみたいで……」

　謝りながら、上手うまく口が動かないことに気づく。手足も何だか鉛なまりのように重い。

「いいんだ、君とゆっくり話がしたかったから」

「え？」

　状況も、衛藤の言葉の意味も摑つかめない。外を見回すと、どこかの広い駐ちゆう車しや場じように停車しているようだった。ところどころに外灯が立っているけれど、他ほかに車は停とまっていない。

　いま、この場には自分たちしかいないのだとわかり、ぞっとした。反対側を見てみても、同じような光景が広がっていて、暗くら闇やみの先に何があるのかわからない。

「あのっ、ここどこなんですか!?」

　運転席の衛藤を勢いよく振り返ると、またぐらりと頭の中が揺ゆれた。

「ああ、急に動かないほうがいいよ。少し強めの薬だから、まだ頭がはっきりしないだろう」

「薬……？」

　衛藤の言葉に血の気が引いていった。

（もしかして俺、また薬盛られた……？）

　ヘンな味はしなかったけれど、さっき飲んだペットボトルのスポーツドリンクに何か混入させられていたのかもしれない。既視感どころか、まさに二度目だっただけの話だ。

　一度ならず二度までも同じような手に引っかかるなんて、我ながら情けない。これからは人から勧められた飲み物に口をつけないようにしなければ。

「ごめんね。でも、こうでもしないと僕のことを見てくれそうになかったから」

「は？」

「だって、忍成先生の邪じや魔まが入りそうだし。鉄平くん、あの人と関係あるんだろ？」

「!?」

　衛藤の含ふくみを持たせた物云いに、鉄平は息を吞のんだ。

　徹が何か漏もらしたとは思えないし、鉄平もバレてはまずいことは何も口にはしていない。衛藤の云わんとしていることが何なのかはっきりしない状況で、迂う闊かつなことを云ったら墓ぼ穴けつを掘ほるだけだ。

（俺だって、少しは成長してるんだからな）

　誰だれともなしに胸の内で呟つぶやき、にこりと笑えみを浮うかべた。

「何のことですか？」

「惚とぼけなくてもいいよ。血けつ縁えん関係も友人でもない若い子を家に住まわせてるなんて、愛人以外の何があるっていうんだ。まあ、君の口から云いたくない気持ちもわかるけどね」

「…………」

　あまりに突とつ拍ぴよう子しもない筋書きを訂てい正せいする気にもなれず、呆ぼう然ぜんとしてしまった。

「でも、もう心配ないよ。僕が救い出してあげるから」

「はい？」

　衛藤の思考回路について行くことができない。

「妻から離り婚こんを切り出されたときは寝ね耳みみに水で驚おどろいたよ。僕には何の非ひもなかったからね。でも、ようやくわかったんだ。彼女があんなふうに云い出したのは、僕が君と出で逢あうことが決まっていたからだってわかったんだ」

「すみません、云ってる意味が全然わかんないんですけど……」

　衛藤とは何度も偶ぐう然ぜん出逢ったけれど、でも、それだけだ。彼に対して、特別な感情は抱いだいていない。

「君が戸惑うのもわかる。けど、これは運命なんだ！」

「うわっ!?」

　啞あ然ぜんとしていたら、衛藤が覆おおい被かぶさってきた。押し倒され、一気に危機感が込み上げてくる。

（やばい、本気でまずい）

　見下ろしてくる衛藤の瞳ひとみはぎらついており、呼吸も荒あらい。生温かい息が気持ち悪く、鉄平は顔を背そむけた。

「衛藤さん、ちょっと落ち着いて下さい。もっとゆっくり話を───いっ！」

　やんわりと押し返そうとしたけれど、肩かたをキツく摑まれ、シートに押しつけられる。

「もうこれ以上待つなんて無理だ！　君があの男にどんな目に遭あわされてるか考えたら僕は…僕は……っ」

「やだ……！」

「あの！　はっきり云いますけど、俺はあなたのことを何とも思ってないですから!!」

「何云ってるんだ？　いまさら隠かくさなくたっていいんだよ！」

「運命なんて感じてないですし、俺は他に好きな人がいますから!!」

「大だい丈じよう夫ぶ、不安に思うこともあるかもしれないけど、僕が君を守るから」

「な───」

　話が通じない。

　自分は決して頭の回転がいいほうではないけれど、衛藤の論理が破は綻たんしていることくらいはわかる。ただの暴力とは違ちがう怖こわさを感じ、鳥とり肌はだが立った。

（やっぱり、俺ってバカだ）

　いまさら後こう悔かいしたって遅おそすぎるけれど、人を見る目がないにもほどがある。

「君は僕のものになるべきだ」

「やめ……ッ、触さわるな……！」

「照れなくたっていいよ。ここには僕しかいないんだから」

「照れてるわけじゃない！」

「いい加減、目を覚ますんだ。あんな男より、僕のほうが君を幸せにできる」

「何の話をして……」

「君は忍成先生に二ふた股またかけられてるんだろう？　あんな綺き麗れいな恋こい人びとがいるのに、君みたいな可愛かわいい子を弄もてあそぶなんて僕には信じられないよ」

　抵てい抗こうしようとしたけれど、まだ薬が効いているようで体が思うように動かない。それでも必死に暴れると、衛藤の顔を引っ搔かいた。

「つ……っ」

「……あ……」

　次の瞬しゆん間かん、平手で頰ほおをはたかれた。

「!?」

「かまととぶるなよ。車に乗ったってことは、その気があったってことだろ？」

　衛藤の目に凶きよう暴ぼうさが増した。殴なぐられたことにショックを受けているうちに手を引き抜ぬかれたベルトで縛しばられ、ヘッドレストで固定されてしまった。

「ちょっ……あんた正気じゃないだろ!?　意味わかんないよ！」

「思った以上に頭が悪いんだね。けど、すぐに理解できるようになるよ」

　身勝手なことを云いいながら、服の裾すそから手を差し込んでくる。嫌いやらしく撫なで回され、不快感が込み上げてきた。

「やっ、触るな……っ」

「気持ちいいだろう？」

「いいわけあるか！」

　むしろ何も感じないどころか、吐はき気けがする。狭せまい車内では衛藤を蹴けり飛ばすこともできず、鉄平は睨にらむ眼まな差ざしに力を込めた。

「やっぱり、女より男の子のほうがいい。あいつら、金ばっかりせびりやがって、男を財さい布ふにしか思ってないんだからな」

　妻が別れを切り出したのは、衛藤の性せい癖へきに気づいていたからではないだろうか。衛藤には何を云っても話は通じないと判断し、逃のがれる術すべを必死に考える。

（せめて、この手が自由になれば……）

　衛藤が首筋に顔を埋うずめてくる。間近に感じる吐と息いきの気持ち悪さを必死に耐たえながら、ベルトに締しめ上げられた手首を動かした。

　手首に意識を集中させているうちに、ジーンズのホックを外され、乱暴に引き下ろされた。下着越ごしに股こ間かんを撫でられ、息を吞む。

「何だ、まだ全然だね。緊きん張ちようしてるのかな」

「やめ……っ、あッ!?」

　シャツを引き裂さかれてボタンが弾はじけ飛び、下着を下ろされた。下半身を剝むき出しにされ、カッと顔が熱くなる。

　その上、萎なえたままの自身をキツく握にぎられ、キツく擦こすられた。勃たたせようとしているのか、しつこく弄ってくるけれど、嫌けん悪お感かんが強く何の反応もしなかった。

（くそ……っ）

　手を必死に動かしていたら、ベルトの締しめつけが緩ゆるんできた。角度さえどうにかなれば、このまま手を引き抜けそうだ。

「鉄平くん───」

「……ッ」

　好きでもない男に犯おかされるなんて嫌だ。口づけられそうになったその瞬間、ベルトから手が抜けた。

「嫌だって云ってんだろ…っ！」

「ぐぁっ…!?」

　残った力を振ふり絞しぼって衛藤を殴り、車から転がり出た。下ろされた下着とズボンが足に絡からまって、上手うまく立ち上がれない。

　這はうようにして車から離はなれながら、下着を何とか引き上げる。間ま抜ぬけな姿だということは自覚しているけれど、いまはそんなことを気にしている場合ではない。

「待て……ッ、どこに行くんだ!?」

　ジーンズを腰こしまで引き上げると同時に、追いかけてきた衛藤に服の裾を摑つかまれた。

「俺に近寄るな…！」

　体を返し、衛藤の腕うでを振り払はらう。しかし、薬が抜けきっていないせいで力が入らず、また馬乗りになられてしまった。

「黙だまって云うことを聞け！」

「……ッ」

　再び平手で頰をはたかれ、口の中に血の味が広がった。一いつ瞬しゆん、絶望を感じたけれど、歯を食くい縛って頭の隅すみに追いやり、キッと睨み返した。

　今回こそは自分で切り抜けなければならない。そう自分に云い聞かせ、反はん撃げきしなければと思った瞬間、どこかでパトカーのサイレンの音がした。

「だ、誰だれか……っ」

　反射的に叫さけぼうとした鉄平を、衛藤が笑う。

「聞こえるわけないだろ、こんなところで声出したって」

「！」

　衛藤の云うように、こんなところで叫んだところで聞こえるはずがない。

　悔くやしさに歯は嚙がみしたけれど、どこかへ行ってしまうだろうという予想を裏切り、どんどんサイレンの音はこちらに近づいてきた。

（噓うそ……）

　鉄平に跨またがっている衛藤も、信じられないといった表情をしている。啞然としているうちに、その音はすぐ傍そばまでやってきた。

　鉄平たちのすぐ脇わきに、パトカーが急ブレーキをかけて停とまった。そして、中から制服警官が二人下りてくる。

「何してるんだ！」

「なっ…何で警察が……」

　警官は呆ぼう然ぜんとしている衛藤を鉄平から引き剝はがし、地面に俯うつぶせに組くみ敷しいた。取り押さえられた衛藤は往おう生じよう際ぎわ悪く暴れ出した。

「離せ…っ、俺は何もしてない！」

「寝ね言ごとも大たい概がいにしろ。何が何もしてないだ。こら、大人しくしろ！」

　パトカーから降りてきた制服警官に叱しつ責せきされながら手て錠じようを塡はめられる衛藤を眺ながめていた鉄平は、もう一人の警官に助け起こされた。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

「あ…はい……」

　こんなタイミングで助けてもらえるとは思わず、夢でも見ているようだった。

「僕は悪くない!!　あいつが誘さそってきたんだ!!　離せ…っ、離せって云ってるだろ!?」

「わかった、わかった。お前の話はあとでじっくり聞いてやるからとりあえず乗れ」

　必死に逃れようとする衛藤がパトカーの中に押し込まれ、ようやく静かになる。自分が助かったことにはほっとしていたけれど、どうしてこんな都合のいいことが起きたのか理解できず、狐きつねに摘つままれている気分だった。

「あの、何でここに……」

「通報があったんですよ。知人が無む理り矢や理り連れ回されてるって。通報した方も向かってるという話でした。ああ、ほら、来たみたいですよ」

「徹さん!?」

　パトカー以上に荒あらい運転でやってきたのは、徹の愛車だった。慌あわてた様子で下りてきた徹が、地面に座り込んだままの鉄平の下へと駆かけ寄ってくる。

「鉄平…!!　無事か!?」

「うわっ」

　頰を両手で摑まれ、顔を至近距きよ離りで覗のぞき込まれる。

「お前はどれだけ俺を心配させれば気がすむんだ！」

「ご…ごめんなさい……」

「知らないやつに気安くついて行くなって云ってあっただろう!?」

「だ、だって、知らない人じゃなかったし……」

「だからって車に乗り込むやつがいるか！」

　鉄平は小さくなって、ごにょごにょと云い訳した。

「その……家を飛び出した勢いで……」

「勢いで色目を使ってるような男について行くな！　事務所で会ったときから、わかりやすく秋しゆう波はを送られてただろうが」

「そ…そんなのわかんないよ……」

　自分がどんな目で見られているかなんて、自分では判断がつかない。決定的に人を見る目がないのかもしれない。

　戸と惑まどっている鉄平に、徹は深々とため息をついた。

「───わかった、俺も云いい方が悪かった。次からは俺以外の男について行くな」

「う、うん、そうする。でも、どうして、俺の居場所が…？」

　鉄平が衛藤の車に乗っていることを察したとしても、車の位置まではわからないはずだ。しかし、警察も徹もあんな郊こう外がいにある潰つぶれた大型商業施し設せつの駐ちゆう車しや場じようにいた鉄平たちの下へ、迷わず向かってきていたようだった。

「お前の携けい帯たいはＧＰＳで居場所がわかるようになってるんだよ。まさか、こんなに早く役に立つとは思わなかったな」

「そうだったんだ……」

「確証はなかったが、お前が何時間も帰ってこないのはおかしかったからな。お前が嫌いやがるかと思ったけど通報した。初めは俺一人で助けに行くつもりだったんだがな、万が一もあるからな。まったく、お前は……」

「心配かけて、ごめんなさい」

　説教が続くことを覚かく悟ごして、ぎゅっと目を瞑つぶる。しかし、聞こえてきたのは包み込むように優やさしい安あん堵どの声だった。

「無事でよかった」

　息苦しいくらい力強く抱だきしめられる。その腕の温ぬくもりが切なくて、鉄平は泣きそうになった。　>>>♥










　弁護士の徹がいたお陰かげで、警察での事情聴ちよう取しゆは短くてすんだ。

　確証もない通報で警察が動いてくれたことに驚おどろいていたら、徹は種明かしをしてくれた。大学時代の同級生に、警察関係者がいるのだそうだ。今回はその人物に頭を下げ、口を利いてもらったらしい。

　家に連れ帰られた鉄平は、先日と同じようにソファに座らされ、徹と向き合っていた。

「さて、今日の経けい緯いを詳くわしく教えてもらおうか」

「……はい」

　このやりとりも二度目だ。こうなってしまったら、隠かくしごとはできないだろうと諦あきらめ混じりに覚悟を決める。

「いったい、どこであいつの車に乗せられたんだ？」

「公園あたりで時間を潰そうと思って歩いてたら声かけられたんだ。車で通りかかって、偶ぐう然ぜん俺を見かけたからって」

「偶然？」

「友達のところに行った帰りだって云ってた。それで、ドライブしないかって云われて……」

「ウチに帰るのが気まずくて、誘いに乗ったってわけか」

「……ごめんなさい」

「警察には、お前と三度も偶然会ったのは運命の相手だからだって云ってるらしい。まったく、おめでたい頭だよ」

「…………」

　その偶然の出で逢あいの一つを徹に隠していることが後ろめたくて、反射的にぱっと視線を逸そらしてしまった。そんな鉄平の反応を見て、徹は鋭するどく見み抜ぬいてくる。

「鉄平、俺に何か隠してることがあるんだろう？」

「えっ!?」

「そう顔に書いてある。隠しごとがあるなら、いまのうちに洗いざらい話せ」

「いや、その……」

「とっとと吐はけ」

「……俺が事務所に行った日、本当はもう一回会ったんだ」

「そんな話初耳だぞ」

「色々あって、云いにくくて……」

「で？　どこで会ったんだ」

「徹さんの事務所の斜ななめ前のお店で」

「何でそんなところにいたんだ。お前が事務所に来る前か？」

「ううん、そのあと。俺が事務所に行った日、すごい雨が降ったの覚えてる？　俺、徹さんが傘かさ持っていかなかったの思い出して、迎むかえに行ったんだ」

「迎えに？」

「電話しようかと思ったんだけど、徹さんを急せかすとまずいかなと思って。それで事務所の前のお店に入って時間潰してたら、衛藤さんに声かけられて……」

「それが二度目の偶然か。そのときに、あとをつけられたのかもな」

「えっ!?」

「そうじゃなかったら、ウチの近くでお前に偶然会うなんて無理だろうが。車の中から歩道を歩いてるお前を見つけるなんて、わざわざ探してない限り、普ふ通つうは目に留まらないと思わないか？」

「そっか、だから俺だってわかったんだ……」

　声をかけられたとき、鉄平も訝いぶかしく感じたけれど、衛藤の『偶然』という言葉を信じて、それ以上深く考えなかったのだ。

「一つ気になったんだが、わざわざ俺を迎えに来たのに、何で俺より先に帰ってたんだ？」

「……だって」

　徹の言げん及きゆうに黙だまり込む。

「思うことがあるなら、はっきり云え。黙ってたらわからないだろう」

「大したことじゃないから」

「そういう問題じゃないだろう。それとも、俺には云えないことなのか？」

　執しつ拗ように迫せまられ、逃にげ道を失った鉄平は自棄やけになって叫さけぶように告げた。

「だって、佐治さんと一いつ緒しよだったから！」

「はあ？」

　とうとう云ってしまった。これで、徹にずっと隠しておくつもりだった気持ちが知られてしまっただろう。告白して玉ぎよく砕さいするにしても、こんな何かのついでのようなシチュエーションではなく、もっと雰ふん囲い気きのあるときがよかった。

（こんなんじゃ、思い出にだってできないよ……）

　落ち込む鉄平に対し、徹は怪け訝げんな顔をしている。

「すまん、意味がわからないんだが。俺が佐治と一緒だろうが、声をかければいいだろう？」

「仲よさそうで、邪じや魔まできる雰囲気じゃなかったし……」

「もしかして、俺たちができてるとでも思ってるのか？」

「もうわかってるから、隠さなくたっていいよ」

「もうわかってる、ね」

　素す直なおに答えた鉄平の言葉に、徹は笑いが堪こらえきれないといった様子で肩かたを震ふるわせた。

「何で笑うんだよ！　徹さんが云えっていうから俺は……っ」

「悪い悪い、あんまりにも突とつ拍ぴよう子しもないことを云うもんだから、つい。ものすごい勘かん違ちがいをしているようだが、佐治とは同どう僚りようで友人ってだけで何の関係もないからな」

「で、でも、肩を抱だいてたじゃん！」

　鉄平の反論に、得心がいったという顔をした。

「なるほど、あれを見て誤解したのか。あのときは佐治が雨で足を滑すべらせたから、支えてやっただけだ」

「え……？」

「彼女がどうとか云い出したのは、そのせいだったのか。俺とできてるなんて勘違いされたなんて知ったら、あいつ怒おこるぞ」

　真実だと思っていたことがあっさりと否定され、鉄平は混乱した。

「じゃあ、何で一緒にタクシーに乗ったんだよ」

「最近、誰だれかにつけられてる気がするっていうから、念のために送っていったんだ。最近は何もなくなったって云ってるから、もしかしたら犯人は───いや、憶おく測そくでものを云うのはやめておこう」

「それだけ…？」

「それ以上でも、それ以下でもない。あいつは友人で同僚だ。もしも、つき合ってたりしたら同じ事務所では働いてない。好きな相手が職場にいたら、仕事にならないからな」

「どうして？」

「一挙一動に気を取られて集中できなくなるに決まってる。俺の理性はそう頑がん丈じようではないからな」

「そう…なんだ……」

　徹でもそんなふうに理性をコントロールできないことがあるなんて信じられなかった。

「本当にお前は鈍にぶいな。俺が誰を好きなのか、全然わからないのか？」

「そんなのわかんないよ。だいたい、徹さんの好きな人なんて俺には関係ないじゃん」

　やさぐれた態度を取ってしまう。世話になっている人に失礼だと思ったが、いまは態度を取り繕つくろう余よ裕ゆうもなかった。

「本当に関係ないと思うのか？」

「だって、そうだろ。俺と徹さんに共通の知り合いなんていないし、もし知ってる人でもどうでもいいよ」

「お前だって云いっても？」

「もちろ───はい？　いま、何て……」

　いま、ものすごく間ま抜ぬけな顔をしていると思う。開けたままの口が塞ふさがらない。

「好きなのはお前だよ。全然気づいてなかったのか？」

「噓うそだ」

　否定する声が震えてしまう。

「噓じゃない」

「じゃあ、何かの冗じよう談だんだよ」

　そうでなければ、徹がこんなことを云い出すはずがない。

「何でお前が断定するんだ。噓でも冗談でもない、本気だ。佐治が事務所でバイトすればいいと云ったときにダメだと云ったのは、お前のことが気にかかって仕事にならなくなるだろうと思ったからだ」

「でも、俺なんか徹さんに好きになってもらえるところなんて何もないよ」

「お前はヘンなところ頑がん固こだな。……だったら、こうすれば信じられるか？」

「徹さ───」

　徹は鉄平に顔を寄せて口づけた。触ふれただけのキスに呆ぼう然ぜんとしている鉄平に、徹は苦にが笑わらいしながら教えてくれる。

「好きでもなければ、勉強教えたり、メシを食わせたり、家に置いたりなんかするわけないだろ。下心があったんだよ」

「し、下心!?」

　徹には似つかわしくない単語に声が上うわ擦ずってしまった。

「お前が俺を意識してるのはわかってた。だから、一緒に暮らして他ほかに目が行かなくなるようにしたかったんだ」

「そんなの、ずっと前から徹さんしか目に入ってないよ！　あの頃ころから徹さんしか好きじゃないんだからね！」

　これでは、まるで逆ギレだ。べそをかきながら訴うつたえる鉄平に、徹は優やさしく笑いかけてくれる。

「だったら、早く云ってくれればよかったのに」

「云えるわけないだろっ、男同士で年下で、迷めい惑わくばっかりかけてたのに、好きだなんて云ったらもっと迷惑になる」

「俺がもっと早くアプローチしてりゃよかったな。そうしたら、五年も無む駄だにしないですんでたな。ま、これからで五年ぶんなんてあっという間に取り返してやるけどな」

「徹さん……」

「お前をウチに置いておきたいのも、俺のわがままだ。お前が自立したいと思ってるのは重々承知している。それでも、俺の傍そばにいてくれ。頼たのむ」

「と、徹さん!?　頭上げてよ！　そんなこと云われても俺、徹さんの役に立たないじゃん……」

「そんなことはない。お前の顔を見るだけで、一日がんばろうという気になるし、どんなに仕事で疲つかれていても、おかえりって云ってもらえるだけで癒いやされる。傍にいてくれるだけでがんばれるんだ」

「……っ」

　ようやく、じわじわと実感が込み上げてくる。今日ばかりは込み上げてくる涙なみだをこらえることはできなかった。

「何泣いてんだ」

「だって……っ」

「その涙はあとにとっとけ」

「あと？」

　意味がわからず、目を瞬またたく。煙けむに巻かれて涙も引っ込んでしまった。

「とりあえず風ふ呂ろだ。あいつに触さわられた場所を洗い流せ」

「えっ、ちょ、あの、徹さん!?」

「俺が洗ってやる」

「えええっ!?　いいよ、自分でできるから……っ」

「そういう問題じゃない。俺が我が慢まんならないんだ」

「……っ」

「どこを触られた？　あいつに何をされた？」

　指が食い込むほど強く肩を摑まれ、怖こわい顔で確かく認にんされる。

「べ、別にまだ何も……。服脱ぬがされたくらい…かな……」

　ちょっと触られはしたけれど、それだけだ。あんな行こう為い、同意がなければただの接せつ触しよくでしかない。

「何が『まだ』だ！　お前はもっと危機感を持て！　トラブルに巻き込まれやすい体質を自覚しろ！」

「ごめんなさい…っ」

「ほら、行くぞ」

　手首を摑つかまれ、バスルームのほうへと引っ張っていかれる。

「わ…っ、あの、一人で歩けるから……っ」

「いいから来い」

「は、はいっ」

　振ふり向いた徹の目には、たしかに嫉しつ妬との色が滲にじんでいた。苛いら立だちを抑おさえ込んでいる様子の徹に逆らうことなどできず、鉄平は大人しくバスルームに連れ込まれるしかなかった。










　全身を泡あわまみれにされ、爪つま先さきから頭の天てつ辺ぺんまで余さず丸洗いされた。触れられたと告げた場所は、とくに念入りに。

　洗い流されたあとも放はなしてはもらえず、壁かべ際ぎわに追い詰つめられて逃にげ道を断たたれ、あちこち弄り回されることになった。

「や、あ……っ、んんっ」

　顔中に口づけられ、唇くちびるを啄ついばまれるせいで声を抑えることもできない。徹は薄うすっぺらい腰こしを撫なで回し、尻しりを鷲わし摑づかみにして揉もみしだく。

「徹さん、もう、いいってば……っ」

「まだ、ダメだ。あいつの感かん触しよくを消してやる」

「そ…なの、もう残ってないよ……っ」

「念には念を入れておいたほうがいいだろう？」

「でも、触られてないとこまで……っあ、ん！」

　しつこく擦られた自身は硬かたく反り返り、赤く充じゆう血けつしている。さっきまでしつこく舐なめねぶられていた乳ち首くびもやけに腫はれぼったい。

　衛藤に触れられたときの不快感などすでになく、いまはただ切せつ羽ぱ詰つまった快感に支配されるばかりだ。

「や…っ、ダメ、放し……っ」

「何がダメなんだ。こんなに感じてるくせに」

「あ……ッ!?」　>>>♥

　腰をぐいと引き寄せられ、張り詰めた屹きつ立りつが徹の足に擦すれる。徹が服を着たままなのに、一人だけ丸まる裸はだかにされ、乱れている姿が恥はずかしくて堪たまらなかった。

　しかし、息も絶え絶えになっている状じよう況きようではそれを説明することも難しい。

「だって、俺ばっか……っん、んんー…っ」

「お前も俺に何かしたいって？　気持ちは嬉うれしいが、それはまた今度な」

「そう…じゃなくて……っ」

　徹は勝手に解かい釈しやくして、一人で結論を出す。

（ていうか、また今度って何させる気だよ…っ）

　実際の経験値はほとんどないけれど、夜の世界で仕事をしていたせいで色事の知識だけは無駄にある。鉄平はあれこれと過激なことを想像しそうになり、小さくかぶりを振って不ふ埒らちな思考を追い払はらった。

「云いっておくが、俺は嫉しつ妬と深ぶかいし、独どく占せん欲よくも強いからな。覚かく悟ごしておけよ」

「あ、ん……っ、覚悟って……」

「またあんなことがあったら、お前を閉じ込めかねない。いまだって本当は誰だれにも見せたくないと思ってるよ」

「……っ！」

　徹からの衝しよう撃げき的な告白に二の句が継つげなかった。けれど、恐きよう怖ふや不安を感じたわけではない。それほどの強い想おもいを抱いだいてくれていることが嬉しかった。

「とくに、こんな顔、他のやつには見せるなよ」

「や……っ!?」

　尻を揉みしだいていた指が、その狭はざ間まに忍しのび込んできた。オイルのような滑すべる感触がしたかと思うと、鉄平の中にぐっと指先が押し込まれる。節の太い指が奥まで侵しん入にゆうし、狭せまい内部を搔かき回す。咄とつ嗟さに歯を食くい縛しばったけれど、喉のどの奥から押し出される声が漏もれてしまう。

「んん、ん…っ」

「声は我慢するな。どこがいいのかわからないだろ」

「そ……っ、云えるわけ……っあ!?」

　それまでより強く内ない壁へきを押された瞬しゆん間かん、信じられないくらい高い声が出た。そんな鉄平の反応に徹は唇の端はしを持ち上げて笑い、同じ場所ばかりを責めてくる。

「立ってるのが辛つらいなら摑まっとけ」

「あ……っ、あっ、んん……っ」

　恐おそる恐る手を回した徹の広い背中にしがみつく。

「ひぁ…っ、あ、や……っ」

「ほら、もっと聞かせろよ」

「ぁあっ、あっあ、あ……！」　>>>♥

　徹は指を蠢うごめかせながら、鉄平の耳みみ朶たぶを嚙かみ、耳じ殻かくを舐め上げる。中に舌を差し込まれ、そのくすぐったさと濡ぬれた音に皮ひ膚ふが粟あわ立だった。

「ぁん、あ、ダメ、徹さん……っ」

　中で挫くじかれた指が、内壁を抉えぐる。感じやすいその場所を刺し激げきされた弾はずみに、鉄平は欲よく望ぼうを爆ぜさせてしまった。飛び散った白はく濁だくは徹の服を汚よごした。

「だから、ダメだって云ったのに……っ」

「別に服なんて洗えばいいだろう。それとも、自分だけ先にイッたのが恥ずかしいのか？」

「!?」

　図星を指され、かあっと顔が熱くなる。徹が意地の悪いことを云うのは、お仕置きの意味もあるのかもしれない。

　全身が煮にえたぎるほどの羞しゆう恥ちに耐たえていたら、突とつ然ぜん片方の足を掬すくい上げられた。危あやういバランスに思わず徹の首にしがみつく。

「うわっ……徹さん、何!?」

「何って、わざわざ云って欲しいのか？」

　大きく開かされた足の間に屹立が宛あてがわれる。いつの間にか剝むき出しになっていた徹の欲望は、すでに凶きよう暴ぼうなくらい猛たけっていた。

「こ、こんなところで……？」

「こんなになってるのに待てって云うのか？」

「……っ!!」

　さっきまで指で搔き回されていた窄すぼまりを硬い先せん端たんで擦こすられ、息を吞のむ。そして、徹は戸と惑まどう鉄平の中に自身を押し込んできた。

「や、待っ……あ!?」

　思わずそこに力が入ってしまったけれど、鉄平の体は容易に徹の先端を飲み込んだ。徹は張り詰めた屹立をゆっくりと奥へ押し入れてくる。

「だから、待てないって云っただろ」

「あ…ぁあ……っ」

　そのまま一気に奥まで貫つらぬかれ、目の前がチカチカと明めい滅めつする。強きよう烈れつな感覚に半ば意識を飛ばしているうちにもう一方の足も抱かかえ上げられ、鉄平の体は宙に浮うく。

「ぅん……っ」

　自分の重みもあり、さらに深くまで飲み込むことになった。徹のそれは、鉄平の中でずきずきと激しく脈打っている。

「辛くないか？」

「だいじょうぶ……」

　息が上がっているせいで、舌足らずな返答になってしまう。不自然な格好に股こ関かん節せつが軋きしむような痛みを訴うつたえてきたけれど、繫つながり合っていることが嬉しかった。

「……しっかりつかまってろよ」

　徹はそう云って、深く繫がり合った体を穿うがち始めた。壁かべに押しつけられた体を激しく突つき上げられる。硬いもので内壁を擦られる快感に、背筋がぞくぞくとおののいた。

「やっ、あ、あ！」

　奥を抉るように突かれているうちに達したばかりの自身は再び芯しんを持ち、雫しずくを零こぼす先端が徹の腹部に擦れて感じてしまう。

「ぁん……っ、あっあ、あ……！」

　バスルームに響ひびく嬌きよう声せいは、まるで自分のものではないみたいに甘く掠かすれている。堪こらえようとしても、穿たれるたびに駆かけ上がってくる快感に負けてしまう。

　最奥を突かれるたびに、泣きたくなるほど気持ちいい。

「参るな。泣き顔が可愛かわいいと、もっと泣かせたくなる」

「やぁ…っ、あ！　ああっ」

　零れ落ちた涙なみだを舐め取られ、さらに激しく揺ゆさぶられる。

「あっ…あ、徹さん……っ」

　名前を呼ぶと視線が絡からみ、どちらからともなく口づけた。貪むさぼるように口内を搔き回され、頭の芯が蕩とろけていく。

「ン、ぅ、んん……っ」

　絡み合う舌は溶とけて混じり合っていく。そんな錯さつ覚かくを覚えながら、交わりを深くする。送り込まれる律動は激しく、さらに官能へと溺おぼれていった。

「はっ……ぅん、んん…っ」

　解けた唇くちびるは首筋を辿たどり、仰け反った喉のど元もとを甘嚙がみする。皮膚に食い込む歯の感かん触しよくに、小さく悲鳴を上げた。

「あ……ッ」

　徹の瞳ひとみには獣けものじみた光が宿り、一層激しく鉄平を追い上げてくる。徹の背中に爪つめを立て、強すぎる快感に飛んでいってしまいそうな意識を引き止める。

　それでも、限界はあっという間にやってきた。

「ん、あ……っ、あ、徹さん、また出ちゃ……っ」

「少し我が慢まんしろ」

「もお無理……っ、あっあ、ぁあ…ッ」

　下腹部を震ふるわせながら、今日二度目の絶頂を迎むかえた。白濁を吐はき出しながら、体の奥深くまで迎え入れた屹きつ立りつを締しめつけると、徹も息を詰つめた。

「く……っ」

　激しい律動が一いつ瞬しゆん止まり、徹は鉄平の中で自身を大きく震わせた。粘ねん膜まくから伝わる感触で、徹が自分の中で果てたことを知る。欲望を放ち、頭の中は少しずつクールダウンしてきたけれど、体の熱は治まらない。

「体、痛くないか？」

「それは、平気、だけど……」

「だけど？」

　二度も達したのに、体の熱はまだ引いていきそうになかった。銜くわえ込んだ欲望がまだ力を漲みなぎらせていることも、鉄平を欲よく張ばりにさせる原因かもしれない。

「……もっとしたいって、云いったら怒おこる？」

「怒るわけないだろ。俺だって、そのつもりだ。何てったって、五年ぶんを取り戻もどさないといけないんだからな」

「え、あ……あれってそういう意味……!?」

　嚙みつくような口づけに意識を攫さらわれ、鉄平は再び快感へと溺れていった。
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「これで少しは頭よさそうに見えるかなぁ」

　美容院から帰ってきてから、鉄平はずっと鏡を覗のぞき込んでいた。前まえ髪がみを摘つまんだり、顔の角度を変えて確かく認にんする。

　ここしばらく、ずっと茶ちや髪ぱつでいたせいで黒くろ髪かみの自分に違い和わ感かんを覚えているのだ。

　ホスト用の茶髪では、軽けい薄はくそうに見えているのかもしれないと思って、元の黒髪に戻すことにしたのだ。せっかく仕事が決まったのだから、気分を一新したいというのもあった。

　鏡の中の自分にまだ慣れないけれど、だらしなく伸のびた茶髪よりもずっといい。

（徹さん何て云うかな……）

　むしろ、そっちのほうが気にかかっていた。似合わないと云われたら、元に戻してこよう。

　指で前髪の流れを直していると、玄げん関かんから「ただいま」という声が聞こえてきた。洗面所の明かりを消し、玄関に行って出で迎むかえる。

「おかえり、徹さん！」

　案の定、徹は鉄平の頭を見て目を丸くした。

「ただいま……って、どうしたんだその頭」

「ずいぶん伸びてきてたし、切るついでに黒くしてみたんだ。何ていうか、その、このほうが真ま面じ目めに見えない？」

「可愛いよ、よく似合ってる」

「……っ、ホントに？」

「ああ、俺は黒髪のほうが好きだな。お前は素地がいいんだから、余計なことしないほうがいいんだよ」

「それはちょっと欲よく目め入ってる気がする」

「入ってて当然だろ。恋こい人びとなんだから」

「こっ……」

「いい加減、慣れろよ。あれからもう一月になるんだぞ」

「だ、だって……」

　自分の妄もう想そうが続いているのではと不安になるほどに毎日が幸せすぎて、夢のように思えてしまうのだ。

　徹と正式に『おつき合い』するようになってから、約一月が経たった。『恋人』になった徹は、けっこう恥はずかしい人だった。

　これまでもずいぶん過保護だったのだが、以前はそれでもある程度抑おさえていたようだ。スキンシップはやけに多くなり、家にいるときは傍そばにいろと要求してくる。

　日常生活自体はほとんど変わっていないけれど、夜は徹のベッドで眠ねむっている。

　何もしない夜でも、徹は鉄平を抱だいて寝ねる。眠っているうちにいなくなられたら困ると云って、離はなしてくれない。

　鉄平としても満まん更ざらではないのだが、いけない気分になりかけたときは対処に苦く慮りよする。誘さそってもいいものか、それとも我慢すべきか。

　スイッチの入った徹は、普ふ段だんはむっつりなのかと思うくらいすごいことをしてくるけれど、普段のストイックな顔をしているときに、そういうことを云っていいのか悩なやむのだ。

（……欲よつ求きゆう不満なのかな、俺）

　初めは好きだと云ってもらえただけで嬉うれしかった。欲ほつしてもらえることが幸せだった。いまは徹の全すべてを自分のものにしたい。

　どんどん膨ふくらんでいく欲張りな心を知られるのが少し怖こわい。徹なら受け入れてくれるだろうけれど、自分でも際限のない望みがどれだけの大きさなのかわからない。

「仕事は明後日あさつてからだったか？」

「うん、だからいまのうちに準備しようと思って、美容院行ってきたんだ」

　徹の問いかけで、我に返る。

　徹と共に食事に行ったときに、フロアの従業員を探していると聞き、立候補したのだ。

　徹の勧すすめで、夜間の調理師学校にも通うことになった。学費は徹がヤミ金業者から取り戻してくれたお金を当てることにした。足りないぶんは貸してもらうことになったけれど、これから少しずつ返していく予定だ。

　オーナーシェフは調理の腕うでも仕込んでくれると云っている。

「仕事が終わったら、帰る前に連れん絡らく入れろよ」

「うん」

「店でナンパされても絶対についていくんじゃないぞ」

「わかってるって」

「いいや、お前はわかってない。せめて調理のほうだったら、人目につかなくてすんだんだがな」

　以前よりも口うるさくなっている徹に苦く笑しようするしかない。自分のしでかしてきたことがことだけに、気安く『大だい丈じよう夫ぶ』だとは云えなくなってしまった。

「───がんばれよ」

「うん」

　徹の励はげましの言葉に、力強く頷うなずく。誰だれかに関係を聞かれたら、胸を張って『恋人』だと云えるくらい自信が持てるような人間になりたい。

（人に云うつもりはないけどさ）

　徹に並ぶにはまだまだだけれど、少しでも相応ふさわしい相手になるのが目標だ。そのための第一歩として、自分の食くい扶ぶ持ちは自分で稼かせげるようにならなくては。

　心密ひそかに決意を新たにしていたら、徹が壁かべにかかったカレンダーを見て呟つぶやいた。

「明後日からってことは、今日は無理させても問題ないな」

「へ？」

「忙いそがしくなると、なかなか時間も取れなくなるだろうからな。明日は休みだから、一日ベッドで過ごしても問題ないだろ」

「時間？………あっ！」

　徹の云いたいことがわかり、じわじわと顔が熱くなってきた。つまりは、そういうことだ。色んな想像が駆かけ巡めぐり、全身の血液が沸ふつ騰とうする。

　そんな鉄平の反応に、徹は口くちの端はしを持ち上げて笑った。これはよからぬことを企たくらんでいる顔だ。予感がして思わず後あと退ずさる鉄平に、最終弁論の機会が与あたえられる。

「異議があるならいまのうちに云っておけ」

　あっても聞かないくせに、と思いつつ、素す直なおに答える。

「……ありません」

　小さな声でそう告げると、きっと赤くなっているであろう頰ほおにキスをされ、鉄平にしか聞こえない声で甘い言葉を囁ささやかれた。







　あとがき







　はじめまして、こんにちは、藤崎都です。

　これを書いているのはもう秋も終わりかけている時期だというのに、やけに暖かい日もあったりして不思議な感じです。こういう気候だと、何を着て出かければいいか悩なやみます……って、私は犬の散歩以外で外に出ることはあまりないんですけど（苦笑）。

　この本が出る頃ころには、さすがに冬らしくなってるとは思いますので、皆みな様さまお体には気をつけてお過ごし下さいね。

　私も今シーズンこそ風邪かぜを引かずにすむよう、体調管理には気をつけたいと思います。







　さて、この度たびは『俺のそばから離れるな！』をお手に取っていただき、ありがとうございました！

　今回のお話は、弁護士×元ホストの再会ものになっています。

　元ホストと云いっても、ホスト失格のトラブルメイカーな受なので、単語からイメージするキャラクターとはちょっと違ちがっているような気もしますが……。

　あとがきから読まれた方にネタバレしない程度の大まかなあらすじを書きますと、自分から距きよ離りを置いた初はつ恋こいの相手と再会し、成り行き上同居することになってしまって───という話なのですが、どうやら私は再会ラブが好きみたいです（笑）。

　一いつ緒しよにいたら気持ちが抑おさえられないことがわかってたから離はなれたのに再会してしまって、「だから会いたくなかったのに！」というジレンマを抱かかえているシチュエーションが大好きです。

　離れていた時間があるから、自らの気持ちを客観的に見られる部分もあったりして、それが余計にすれ違いを生んだりするのが切なくて萌もえます。

　前回に引き続き、今回も密ひそかなテーマは『ヘタレ攻禁止』でした（笑）。当面はできるだけ攻がヘタレないよう、がんばってみたいと思います。

　そんなこんなで好きなものをたくさん詰つめ込んだ話になっていますので、少しでも楽しんでもらえたなら嬉うれしいです！




　そして、この『俺のそばから離れるな！』がルビー文庫での刊行五十冊目となります。

　本ほん棚だなの一段に自作を並べているのですが、もうこれ以上入れられないほどぎゅうぎゅうになってきました。

　前作のあとがきでも書きましたが、「いつの間に五十冊も書いてたんだ！」と自分でも改めて驚おどろいています。

　次は百冊を目指して───と大きく云いたいところですが、ハードルが高すぎるので（笑）、まずは六十冊を目指したいと思います。それでも、だいぶ先のことになりますが、また「あっという間だった」と云えるようにがんばりたいです。

　これからも皆様に楽しんでいただける作品が書けるよう精しよう進じんしていきますので、どうぞよろしくお願いします！







　最後になりましたが、お礼を。

　今回も挿さし絵えを担当して下さった陸裕千景子先生には、深くお礼申し上げます。

　陸裕先生の絵え柄がらや作風が大好きなので、五十冊目という節目の本を華はなやかに彩いろどって下さいまして、ありがとうございました。こうしてお仕事をご一緒できることを本当に嬉しく思っています。これからもどうぞよろしくお願いします！

　担当様もありがとうございました。これから風邪やインフルエンザが流行はやってくる時期ですので、あまり無理せず体調には気をつけて下さいね！




　ではでは、最後までおつき合い下さいまして、ありがとうございました！　よろしければ、一言で構いませんので、ご意見ご感想をお寄せ下さいませ。




　それでは、またいつか貴方あなたにお会いすることができますように♡




　　二〇一一年晩秋


藤崎　都　　
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